
    
      
        
      
    

  









































異世界ならニートが働くと思った？５




エルフの姫に丸投げして他国で好き放題します。
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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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断章









　楽しいこと以外したくない、というのは彼の口癖だった。

　国中のあらゆる公共機関を乗っ取ったときも。

　世界に名だたる大犯罪組織を内側から壊滅させたときも。

　とある地域の紛争を誰にも気づかれずに終結させたときも。

　彼はそう言っていた。

　涼しい顔で。心の底になにかを隠した気だるげな笑みを浮かべて。

　どんな人間にも思いつかないことを平然とやってのける。

　そして、そんな彼を間近で見続けていたからこそ──

〝　　〟は彼に憧あこがれた。

　誰よりもなによりも近しく、愛いとしい彼。

　彼の考えること、耳にしているもの、目にしている世界。

　それらを知りたい、感じたい、共に楽しみたいと願った。

　けれど、その願いが強くなればなるほど彼は遠ざかるばかりで、疎外感は、孤独感は強まり続ける。

　いつも、いつでも一緒にいるはずなのに、なにひとつ同じものを共有できない。

　彼が楽しいと思うものはわかるのに楽しませることができず。

　退屈させることがわかるのに退屈させてしまう。

〝　　〟が感じるのはじりじりとした焦しよう燥そう感や敗北感ばかりで、空回りばかりが続いていく。

〝　　〟はただ彼と一緒に楽しみたいだけだったのに、それができないという現実が突きつけられ続ける。

　なぜ、どうして、という問いは、次第に〝　　〟の願いを歪ゆがめていった。

　共に楽しみたいという気持ちは、それぞれが楽しいと思えばいいという妥協に至り。

　どうせ同じものは楽しめないという諦あきらめに変わる。

〝　　〟は気づいてしまったのだ。

　あるいは最初からわかっていたのを誤ご魔ま化かしていただけなのかもしれない。

　彼を愛している、その気持ちと同じくらい彼のことを壊したいと想おもっていることに。

　どうせ共に楽しめず、愛をはぐくむことができないのなら。

　徹底的に彼を壊したい。




　だから、〝　　〟は──








序章　ニート、動じず









「いやー……いい。いいね」

　とある国のとある部屋で。

　豪ごう奢しや……ではないが、その分しっかりとした造りの大きなベッドにうつぶせに寝転がり。

　サイドテーブルに置かれた軽食……は、さほど美お味いしくもないのでほどほどに。

〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジはしみじみと呟つぶやく。

「最初はどうかと思ってたけど、住めば都ってほんとだったわー」

　レイジがこれまで拠点としていた〈解放者〉の国ティステル。元々〈森霊族エルフ〉の地だったそこも、王族が住まう場所と考えれば十分に質素だったが、〝ここ〟ほどではない。

　これでこの国の最上の環境というのだから、さしものレイジも当初はげんなりしていたものだったが。

「慣れちゃえばどうってことないっつーね。食い物はともかく、飲み物はなかなかだし、ベッドは頑丈でマットの硬さも俺好み。なにより〝ここ〟なら《英雄》の仕事とか一切しなくていい！　《万象の楽園アクアテラリウム》の楽園ってのは〝ここ〟のことだったんだなー」

　そこで、ふと顔を振り向けたレイジは、先ほどからずっとぎこちないマッサージをしていたレイジ専用使用人の少女を見て笑う。

「それに、最高の接待まで受けられるし」

　接待──そう、レイジは接待を受けていた。

　本来であれば敵として排除されるような相手から。

「…………くっ……、……こんなことをさせてただですむと──」

「え、なに？　今なんか言葉遣いおかしくなかった？」

　わざとらしく、白々しいレイジの言葉。

　ついでとばかりに付け足されたニヤニヤ顔に、少女はギリリっと音がするほど奥歯を嚙かみしめると、薄く長く息を吐き出し、ぼそぼそと言う。

「……失礼、しました……」

　とってつけたような敬語と棒読みに、レイジの笑みは変わらない。

「んー？　なんか忘れてる気がするなあ」

「……っ、失礼しましたご主人さまっ」

「笑顔笑顔ー」

「調子にのるなよ……！」

「あれ、そういうこと言っちゃう？　あーそう、それなら俺も言うのやめよっかなー、すげえ画期的なアイデア思いついてたんだけどなー」

　唐突すぎる上、白々しいにも程がある口調。真っ先に口から出任せを疑うようなその言葉に、彼女は一転して目を見開き、食いつかんばかりに身を乗り出し、顔を近づけてきた。

「え……ほ、本当か！」

「本当本当。でもやる気なくなっちゃったから言えないわー残念だなー」

　ちらっちらっ──と思わせぶりに視線を送る、どこかの主従逆転された《誓約者ルーラー》やボクっ娘こにゃんにゃん巫み女こなら「絶対なにも考えて考えやがつてないでしょう!?」と即座に突っ込みを入れそうな仕草に、少女は一も二もなく頭を下げてきた。

「ご主人さまごめんなさい！　許してください!!」

　なんの裏もないように思える、誠心誠意まっすぐな態度。

「笑顔は？」

「はい、ご主人さま♪」

「……うーん、何度見てもすげえな」

　レイジはその完かん璧ぺきすぎるにっこり愛らしスマイルを目の当たりにして、思わず手を叩たたく。

　見事なまでの切り替え。

　同じ状況に置かれたティファリシアやアルファにやれといっても、まずできないだろう。

　特にアルファは普段猫をかぶってるくせに簡単にボロが出る。

　その点、彼女のそれは完璧としかいいようのないものだった。

　だが──その営業スマイルは完かん璧ぺきであるがゆえに、レイジの目を嗜し虐ぎやくに細めさせて。

「ほいっと」

　すぐ目の前にあった少女の小ぶりな胸をつついた。

「──ひゃぃんっ」

　ぷにょっとした感触と共に、その先端部分を正確に突いたレイジに、少女は顔を赤くしてその小柄な体をのけぞらせ、両手で胸を隠すようにする。

「な──な、きゅきゅ、きゅ……」

「うん、急につつきたくなった。ごめんなー？」

「っ」

　万死に値する凶行に、一瞬憤怒の表情を浮かべた少女は、強く強く目を閉じ、ぎゅっと自分を抱きしめるようにすると。

「……い、いえ……大丈夫、です♪」

「おー堪こらえた」

　再びぱちぱちと拍手するレイジに、少女はより強固な笑みを浮かべて言った。

「わたしはレイジさまの使用人ですから♪」

「使用人だからなにされてもいい？」

「し……使用人だから、なにをされても、いいです」

「へえ～そっかそっか。じゃあそれ《大誓約魔法》に──」

「あ、あのご主人さま！」

　レイジの言葉を遮さえぎり、少女はあくまで下した手てに、けれど満面の笑みを浮かべて言う。

「それで画期的なアイデアというのは──」

「んーその話する前に──そろそろ着替え終わったんじゃねーの？」

　そう声を張って話を逸そらし返したレイジが見るのは部屋の奥、隣室へと繫つながる扉だ。

「…………っ」

　一段階あげられたボリュームに、自分が話しかけられたのだとわかった扉の向こうのもう一人は身じろぎし、やがて小さな声を返す。

「き……着替えは終わって、いる、が……」

　歯切れの悪い声。

「こ、これは……その、さすがに──」

「あー一人じゃ恥ずかしすぎて出てこれないと。わかったわかった。んじゃちょっと連れてきてあげてくれる？」

　かたわらの専用使用人にそう話しかけると、少女は一瞬躊ちゆう躇ちよするような素振りを見せてから、すぐに笑顔になって。

「はい、ご主人さま♪」

　颯さつ爽そうと隣室へ向かっていく。

「──え、え。ま、待てっ、一人がどうとかいう問題ではなく──」

　そんな言い訳がましい声と共に連れ出されてきたのは、胸と下腹部だけを申し訳程度に覆った、全裸に限りなく近い金髪の美少女。

「おー、いいね」

　レイジのその声に、彼女は恥ずかしそうに体を縮こまらせ、懸命にレイジの視線から逃れようとしながら、睨にらみ返す。

「こ……こんな下着姿を……させるなんて……」

「いやいや下着じゃないから。コスプレだから。ちゃんと靴下とかも穿はかせてるじゃん？」

　レイジが命令して用意させた白のニーソックスとロンググローブ。

　ふわふわのファーがついたそれらは、彼女の頭につけられたヒツジ耳とセットになることできちんとしたコスチュームになっていて。

「というか──」

　ニヤニヤと笑うレイジは、同じようなコスプレをしている少女とあらためて見比べる。

　鉄壁の笑みを浮かべる小柄で可愛かわいらしい少女と、絶え間ない恥ずかしさに堪え忍びながら気丈にもその場に立ち続けるスタイルのいい金髪の少女。

　どちらも頭に美とつく少女であるが、見事なまでにコントラストがきいていて実に絵になるし、なにより二人とも普段のイメージとのギャップがとてつもない。だから──

「これなら戦闘大好き種族ってイメージも払ふつ拭しよくできるんじゃね？」

　レイジのその言葉に、小柄な少女が目を見開き、

「では──」

「まあまだこれだけじゃ足りないけどな。というわけで、引き続きその格好に相応ふさわしい振る舞いのほうもがんばってみようかー」

　無慈悲極まりない笑顔。

　うなだれそうになったスタイルのいい少女は、ぐっと堪こらえながらそれでも前を向き。

　代わりに小柄な少女が吐き捨てるように言った。

「なぜこんなことに……っ」

　それは少女二人に通ずる心からの問いで。

　ニートはへらへらと笑いながら言う。




「そりゃまあそういう契約だからじゃね？　なあ──アーサー」




　そう声をかけられ、美しいブロンドを下ろした少女──〈竜闘族〉の《英雄》アーサー・ペンドラゴンは、複雑な表情で〈解放者〉の《英雄》を見返した──。
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一章　囚とらわれニートと竜の民









「……っくっしょいっ」

　盛大なくしゃみと同時に目覚めたレイジは、一度身震いしてから身体からだを起こす。

「うぃー……さむっ」

　手をついたそこは硬い石畳で、湿った冷気が手を伝って全身へ巡っていく。

　身体をさすりながら薄暗い周囲を見回すと、自分の置かれている状況がたちどころに理解できた。

　石造りの狭い部屋、高い天井、手の届かない位置にある窓、そして。




「──ようやく目覚めたか」




　格子の向こうからかけられた声に、レイジは目を細める。

　そこに立っていたのは二人の男性だった。

　片方は白と蒼あおの軽けい鎧がいに身を包み、薄暗い地下でも輝く金髪を三つ編みにした中性的な美少年──〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサー・ペンドラゴン。

　そしてその隣で偉そうに腕を組んでいる、鮮烈な赤い髪と二本の角つのが印象的な少年は。

「ずいぶんと惰眠をむさぼったな〈解放者〉の《英雄》」

　侮ぶ蔑べつ、嘲ちよう笑しよう、傲ごう慢まん、それらの感情を一切隠さず、どこまでも居い丈たけ高だかに言う。

「貴様がアルガロンに落ちてきた僥ぎよう倖こうからすでに三日。そのまま目覚めぬかとも思ったわ」

　アルガロン──〈竜闘族ドラゴーネ〉の国。

　ある程度予測していたことを確認できて、レイジはあくびをかみ殺しながら頭をかく。

　その不ふ遜そんとも取れる態度に眉まゆをひそめた赤髪の少年の代わりに、アーサーが口を開いた。

「なぜ突然その身を浮遊大陸から投げ出したのか──汝なんじのその意図は不明だが、我が〈竜闘族ドラゴーネ〉にとってその行動は最高のものとなった」

〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウスト──あるいはその《偉能レアルタ》メフィストフェレスによって、大きく高度を下げさせられた浮遊大陸フィレンタニア。

　その影響をもっとも大きく受けたのは、すぐ近くにあった国──ここアルガロンだった。

　浮遊大陸が直撃するわけではないが、周辺に落ちればその被害は甚大なものになる。

　ただちに〈竜闘族ドラゴーネ〉の多くの国兵が領空へと飛び立ち──そこでまっすぐ落ちてくるレイジを発見した。

「汝は意識を失っていたようだ」

　それゆえ、なんの抵抗も受けずにその身柄を得ることができ──こうして地ち下か牢ろうに入れることができた。

「本人の意識がないうちにこうして物理的に封じてしまえばやっかいな《大誓約魔法》に引っかかることもない」

　冷ややかに言う赤髪の少年は、浮遊大陸から身投げするなどという行動をとったレイジを馬鹿にするように続ける。

「まあ〈隷人族インフイルマ〉と変わらぬ肉体強度しか持ちえない貴様からしても、あの高さから地表に叩たたきつけられれば到底生きてはいられまい。領空を警戒していた兵に拾われたのは幸運だったろうが──我らの手の下だったのはこの上ない不運であったな」

　そう、〈竜闘族ドラゴーネ〉にとって、〈解放者〉の《英雄》の身柄を得たというのはこの上ない幸運になる。なぜなら──

「ふわ……」

「──あくびをするな！」

　ガンッと格子を叩いた赤髪の少年に、レイジはまったく動じずに言う。

「そう言われても生理現象だし。ああ、生理現象っていえば喉のど渇いたわ。水くんない？」

「こ……」

　こいつ、と言い切ることもできず、怒いかりに震える少年の代わりに、アーサーがなにやら後ろに振り返り、そこにいたらしい誰かに水を持ってくるよう命令する。

　そのあいだに一度目を閉じ、薄く息を吐き出した少年は、再び冷静さを取り戻したらしく、抑えた声で言った。

「どうやら自分の置かれた立場がわかっていないようだな。そちらがそのつもりなら──」

「そういやあんた誰？」

　ぴきぴきっ──という音が聞こえてきそうなほど、はっきりと額ひたいに刻まれた青筋。

　次の瞬間、爆発するのではと思うほど激情で顔を真っ赤にした彼はしかし。

「…………確かに、名乗っていなかったな」

　類たぐい希まれな自制心でその感情を抑えきることに成功すると、まっすぐレイジを睨にらんで。

「我は〈竜闘族ドラゴーネ〉の──」

「いや《誓約者ルーラー》なのは知ってる。［誓約議会オーソリテイ］にいたじゃん」

　あっさりと先んじられ。

「ん……ぐ……っ、……なら、最初から……ぐぅああ……ご、業ごう腹はらだっ……」

「おおすげーすげー。よく耐えるねー。がんばれ」

「誰のせいだと思ってる!?」

「あー怒鳴っちゃった」

　にやにや。

「こ、この──」

「レイリス。かような誘導こそホウバミレイジの手練手管であると伝えたはず」

　隣に立つアーサーにそう声をかけられた瞬間、はっとした少年──〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》レイリスは、なにか言いたげにそちらを向いたあと、ゆっくり長く息を吐き出す。

「そうだったな……許せ」

「お、なんだ対処法まで考えてたのか。あ、アーサー水サンキューな。生き返るわー」

　そう言ってどこまでも気安いレイジに、レイリスは不愉快そうに目を細める。

「ふん、残念だったな。相手を激情させることで手玉にとり、重要な情報をはき出させるという貴様の小こ癪しやくな戦術はすでに把握している」

「ああそう？　その割にはすでに十分すぎるほどおたくらのことわかっちゃったけど」

「……なに？」

　訝いぶかしんだレイリスに、うさんくささ全開の笑みを見せたレイジは。




「対〈幻魔族ストレーガ〉って体ていで〈解放者〉〈海精族シーレーナ〉〈神翼族エルブランシユ〉〈獣妖族ベステイア〉の四種族同盟が正式に成立。〈竜闘族ドラゴーネ〉はその同盟に乗り遅れて孤立したんだろ？」




　どこまでもおちょくるように言う。

「そりゃ焦るよな。捕虜とったところで全然安心できない状況だし」

「貴様……」

「はいその反応。瞳どう孔こうが閉じるのは緊張状態の表れ。ついでに直前までの怒いかりが引っ込んでんのも緊張のせいね。んで、この場合の緊張って、俺の予測が当たっててやばいって言ってるようなもんだから」

「そ──」

「そんなのなくても〈解放者〉の《英雄俺》を捕らえることができて僥ぎよう倖こうとか、最高の選択とか言ってる時点で丸わかりなんだけどね？　切羽詰まった状況でもなけりゃ僥倖、最高なんて言葉出てこねーし」

　対立している種族の《英雄》が偶然得られたことは幸運ではあれども、普通そこまでの強い言葉を使ったりしない。

　それが僥倖であったり、最高であるのは、そう評さざるをえない状況にあるから。

「だろ？」

　にやにやと笑うレイジの本心がどこにあるのかはわからない。

　だが、レイジのほうはこちらの本心など完かん璧ぺきにわかっているかのごとく余裕に満ちた態度を見せていて。

　無意識に一歩後ずさった〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》に、かたわらの《英雄》はそっと言う。

「レイリス、ここからは」

　同じ《英雄》たる自分が受け持つ。

　暗にそう続け、一歩前に出たアーサーに、相も変わらず石畳の上にだらしなく座ったままのレイジは薄く目を細め、

「……ふーん、なるほどね」

　さりげなく口元を歪ゆがめる。

　その呟つぶやきには気づかなかったのか、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサー・ペンドラゴンは凛りんとした態度を崩さないまま格子越しにじっとこちらを見下ろして言った。

「〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジ。《英雄》たる汝なんじの処遇がかように乱雑なものであることを詫わびよう。だが、汝が所属する〈解放者〉と〈竜闘族ドラゴーネ〉の関係上、致し方ないものであることを了承いただきたい」

「ま、しょうがねーんじゃね？」

　どうせすぐ改善されるし、という言葉を口の中だけで呟いたレイジには気づかず、胸に手を当てて騎士王は続ける。

「その代わりというわけではないが──汝がもっとも知りたいであろうことを話そう」

　レイジがもっとも知りたいこと。

　それは。

「汝が意識を失いしあいだに起きたことだ」

　そうして続けられたのは、レイジが浮遊大陸から身を投げ出したあとに起きたこと──。

　レイジ発案の〝《英雄》闘議パンテノンゲーム〟──『限定ダウト』は、参加者プレイヤーである〈幻魔族ストレーガ〉の面々とレイジが離脱したことでうやむやのままに終わり、けれどそこで表明された四種族同盟は、〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》ナポレオンの強い働きかけもあり、仮の形ではあるにせよただちに締結された。

「こういうこともあろうかと」と続けた彼女は、あらかじめ《誓約者ルーラー》から『種族旗』を委譲されていたのだ。

　本来であれば自国に持ち帰り、《誓約者ルーラー》や各種の長おさと協議の上で決定すべきことであるにもかかわらず、彼女の独断でただちに同盟を締結した理由。

　それはひとえに〈幻魔族ストレーガ〉の脅威──より正確に言えば、《英雄》ファウストと彼の《偉能レアルタ》メフィストフェレスへの警戒に他ならない。

　大地を揺るがし、浮遊大陸を落とし、昼と夜を逆転させてみせる。

　そんな馬鹿げた力を持つ《英雄》の目的が、この世界の崩壊であるということ。

　それは種族の垣根を越えた危機であり、迅速かつ強固に共同戦線を張る理由となる──

「へー、そりゃまたもっともな理由をでっちあげたなナポレオンも」

「……でっちあげた？」

「ん？　そうじゃん。もし本当に対〈幻魔族ストレーガ〉共同戦線を張ることだけが目的なら、同盟組む理由がどこにあんの？」

「それは……あまり考えたくないことだが、単なる口約束では自種族の利のみを優先した者が協力体制を破る可能性があるからであろう」

『種族旗』を交換する形で完成する同盟関係ならそういった心配もなくなる──。

　アーサーはそう思っていたが。

「いやいや、この世界壊すって言ってるやつ相手に抜け駆けもクソもないだろ。それでも心配だってんなら、《大誓約魔法》に誓えばいい。〝対〈幻魔族ストレーガ〉戦に限って、四種族は互いに協力し合う〟これで十分だ。『種族旗』を交換して互いが互いを攻撃できない同盟関係なんて対〈幻魔族ストレーガ〉戦だけを考えるなら余計なしがらみを増やすだけじゃん」

「────」

　確かに、対〈幻魔族ストレーガ〉を考えるのであれば、同盟は明らかに大仰すぎる。

　同盟というのは、本来とてつもない決断を必要とするものであるし、だからこそ《英雄戦争》という形に変わってからは一切用いられることのなかったものだ。

「では……」

　なぜナポレオンはあんなにも同盟を結びたがったのか。

〈解放者〉〈海精族シーレーナ〉〈神翼族エルブランシユ〉。

　この三種族が、それぞれの思惑の下に手を結ぼうとしている動きというのは、まったく関係のない〈竜闘族ドラゴーネ〉とて摑つかんでいた情報だ。

〈獣妖族ベステイア〉が把握していたとしてもなんら不思議はない。

　だが「《万象の楽園この世界》を壊そぅとしてる《英雄》ちゃんが出てきちゃったから、全《英雄》が一堂に会すんだケド、どーする？」という〈海精族シーレーナ〉の《英雄》の誘いにのったあのとき。

　あのとき「喜んで参加させていただきますわ」と言っていたナポレオンが、そこまで考えていたというのか──？

　……違う。もっと根本的な──決定的な事実がある。

　そもそも彼女はどうしてあの場で『種族旗』を持っていたのか──？

「だから最初からあの場で四種族同盟を結んで、その後の種族間争いを有利に進めることがナポレオンの目的だったからだろ」

　あっさりと断じられて、アーサーは目を見開く。

「まさか……」

「まさかもなにも、実際それでピンチになってんじゃん〈竜闘族〉」

　対〈幻魔族ストレーガ〉共同戦線として四種族同盟がなされたことで、必然的に危き地ちに置かれた種族が〈幻魔族ストレーガ〉以外に存在する。

〈森霊族エルフ〉と〈竜闘族ドラゴーネ〉──同盟に参加していない、できなかったかの二種族は、四種族同盟の敵以外のなにものでもない。

「〝四種族による対〈幻魔族ストレーガ〉共同戦線の契約〟なら〈幻魔族〉を倒したこの世界の危機を脱した瞬間に解消される。だが、四種族で結ばれた同盟はその後も続いて、種族間の争いに適用される。──ま、そこがわかったからこそ〈解放者〉の《英雄》ゲットを喜んだんだろうけどな。いやー《英雄》の矜きよう恃じとか言ってたアーサーがこういうことするってのはなかなか面白いわ」

　言いながら意味深にこちらを見てきたレイジに、アーサーは息を吞のみ──厳おごそかにうなずいた。

「……その通りだ。本来の……《英雄》としての矜恃にもとる行いであることは重々承知している」

　アーサーが考える《英雄》としての矜恃。そこに、他種族の《英雄》が意識を失っているあいだにその身柄を奪い、人質として利用するなどというものは許されていない。

　真っ先に断罪されるべき行為と言ってもいいだろう。

「だが──」

「ふん、我がアーサーに命じたのだ」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんに、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》レイリスは言う。

「《英雄》と言えど、庇ひ護ごすべき民のためとあらば矜恃も曲げるべきであろう」

「ふーん。そうアーサーが自分で言ったわけね。民ゆえの王、みたいな」

「は、はあ!?　貴様なにを──」

「人が噓うそを吐つくときのわかりやすい特徴が出まくってんだよね。ここでそれ言っても意味ないから言わないけど」

　と、どこかの誰かを思い浮かべながらレイジは続ける。

「あんたかなり素直な性格だろ」

「──っ」

「レイリス。この男には通じない」

　反射的に爪を伸ばしかけたレイリスを押さえるようにアーサーが静かに首を横に振って言う。

「それに……単刀直入に腹を割って話したほうが早い」

　アーサーが続けようとした言葉を当然のように先んじて口にし、冷たい床に寝転がりながらニートは言う。

「その判断は正しいな」

　にやりと笑む顔を見おろしたアーサーは一度目を閉じるとはっきりと告げる。

「〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジ、四種族同盟に対する切り札として汝なんじの身柄を預かりたい。これは請い願っているわけではなく、すでに決まっていることだ」

　決まっていること。だから、本来は言う必要すらないこと──。

　にもかかわらず口にするその性格に笑みを深め、レイジは先を促す。

「残念ながら汝に自由を与えることはできない。だが、汝がすべての自由を得ようとするような無む茶ちやをしないのであれば、〈竜闘族ドラゴーネ〉は最大限の待遇で迎えると──」

「マジで？」

　半ば喰くい気味に。

「《大誓約魔法》に誓って？」

　そう続けられて。

　──ホウバミレイジのほうから《大誓約魔法》を持ち出してきた？

　この状況で《大誓約魔法》に誓って契約を結ぶということは、ホウバミレイジが〈竜闘族ドラゴーネ〉に身柄を預ける──四種族同盟に対する人質となることを魔法的拘束の下でよしとするということだ。

　そんなものは〈竜闘族ドラゴーネ〉のほうから願い出たいくらいで。

「ずっとこの地ち下か牢ろうに閉じ込められるとかさすがに勘弁だわーって思ってたんだよね」

　そんなことを平然と口にするレイジに、アーサーは奇きっ怪かいなものでも見るような目をせざるをえない。

「……アーサー……！」

「あ、ああ……」

　隣のレイリスにせっつかれ、アーサーは戸惑いつつも言う。

「汝なんじは本当にわかっているのか？　契約を結べば確かにこの地ち下か牢ろうを脱することはできるが、《大誓約魔法》によって軟禁状態を強制されるのだぞ？」

「いいっていいって。それより、細かい条件決めよーぜ。そっちの要求は？」

「……では、許可無くここレイグリシス城から出ないことを誓って──」

「はい吞んだ」

「……!?」

　そんなあっさり──と驚きよう愕がくするアーサーを尻しり目めに、レイジは早口で言う。

「んじゃこっちの要求な。この城を俺のものにしてくれ」

　ニコリ笑顔のレイジに、叫んだのはレイリスだった。

「馬鹿か貴様!?　そんな要求吞のめるわけが──」

「だよなー。んじゃ、この城一番の部屋と待遇、俺の指定した専用使用人を一人つけてくれ。これくらいは特別な客人に対するものとして普通だろ？」

「……っ、貴様自分がどんな立場かわかって……」

「もちろんわかってるぜ？　手放した瞬間種族の行く末が絶望にまみれる、〈竜闘族ドラゴーネ〉にとっての生命線だろ？」

　違うか？　と、場合によっては脅おどしてるようにも受け取れる笑みに、レイリスは忌々しそうに赤髪をかきあげ、それでも《誓約者ルーラー》らしい落ち着きでもって静かに言った。

「………………いいだろう」

「あ、あと使用人は俺に絶対服従ってのも追加でよろしく」

「──勝手にしろ！」

　レイリスのその言葉を合図に、両者のあいだで契約の魔法陣が光って──

「どーも」

　レイジは邪悪に笑った。





　　　　◆◇◆◇◆






「うっわ、シンプル」

〝この城一番の部屋〟という条件であてがわれたのは、ティステルで自室として陣取っていた部屋よりも調度品が少なく、目立つものは一枚の絵画くらいで、控えめに言わなくとも簡素だった。

　当然、〈獣妖族ベステイア〉の《誓約者ルーラー》の部屋や〈海精族シーレーナ〉で割り当てられた客室にもグレードは遠く及ばないし、家具の質も──と思ったが。

「おお、ティステルのより味気ねーけど造りはしっかりしてんなこのベッド。絶妙な硬さのマットレスだし。飯は……これは断然ティステルだな。まあ我慢はできるレベル。総合評価は……残念ながらちょい低めかな。あ、暇ひまつぶし用に書庫ものぞかねえと」

　そんなことを言いながらあっという間にくつろぎだしたレイジに。

「何様の……っ、くっ」

　部屋の案内をしていたレイリスが歯は嚙がみし、アーサーもまた呆あつ気けにとられながら言う。

「汝なんじには……〈解放者〉の《英雄》としてのプライドはないのか……？」

　確かにレイジの存在は〈竜闘族ドラゴーネ〉にとって重要で、そのことをレイジ自身が理解し、最大限自分を高く売りつけているというのはわかる。

　だがそれは同時に自身の所属する〈解放者〉──四種族同盟に対する反逆行為にも他ならなくて、その点をどう考えているのか、とアーサーは尋ねたのだが。

「ん？　だからないってそんなの」

　すでにベッドに寝転がっているレイジは軽く手を振って言う。

「あいつらがどーなろうが関係ないし、俺自身はニートできるなら他のあらゆることは割とどうでもいいわ」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと高らかに笑いながらそうのたまうまごうことなきニートに。

「クズすぎる……」

　顔を押さえてそう口にしたレイリスは、吐き捨てるように言う。

「こんなクズ《英雄》にこの部屋を渡すことになろうとは……！」

「おいおい、自分の部屋とられたからって怒るなよ《誓約者ルーラー》サマ」

「ここは我の部屋ではない！」

　そう憤るレイリスに、レイジはニヤリと笑う。

「へえ。じゃ、この絵のやつの部屋かな？」

　言いながらレイジが指さしたのはこの部屋唯一の調度品──人物画らしき絵画で。

「あんたに似てるから、てっきりあんたの部屋かと思ったけど、確かによく見たら違うな。先代の《誓約者》ってところか？」

「──」

「〝この城一番の部屋〟って指定した以上、それに相応ふさわしいやつが使ってた部屋ではあるはずだよな」

　レイジのその言葉に、不自然に表情をなくした《誓約者ルーラー》は。

「……もういい。貴様とこれ以上言葉を交わすのは不愉快だ」

　いかにも気分を害したとばかりに部屋をあとにして。

　その背中を黙って見送ったアーサーが、こちらを見ないままに言う。

「……あまりその話を振らないでやってほしい」

　淡々とした言葉。

　そこにかすかに交じった感情に目を細めたレイジは、かすかに口元を歪ゆがめ、言う。

「へえ？　なんかあるわけ？」

「……ある。あるが、言うことはできない」

　すまない、と付け加える真面目まじめな《英雄》に、レイジは思わず笑ってしまう。

　その笑いをどう解釈したのか、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》は一度目を伏せると、まっすぐこちらを見て口を開いた。

「その代わり、というわけではないが、レイリスが汝なんじに強く当たる理由については話せる」

「ん？　普通に俺が気に入らなくてイライラしてるだけじゃねーの？」

　実際そうなるように振る舞っているところもあるし──とは続けず、首を傾かしげたレイジに、アーサーは首を横に振った。

「〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》は、かつて《英雄》召喚の事故で妹を亡くしているのだ」

《英雄》召喚は当代唯一の力の継承者によってのみ行われる。

　その儀式は非常に複雑で、使い手たる巫み女こでもときに失敗することがあるらしい。

　失敗がそのまま死に繫つながるというのは珍しい話ではあるが。

《英雄》召喚によって肉親を亡くすという経験をした者が、《英雄》そのものを恨み憎む、というのはわからない話ではない。

「無論、現在の形式……《誓約戦争》が《英雄戦争》と呼ばれるようになり、《英雄》こそがその主役となった今、《英雄》を使役しないというのはありえぬ」

「だから仕方なく《英雄》を使ってると……その割にはずいぶん信頼されてるな？」

　そう言って人差し指の先を向けると、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサー・ペンドラゴンは、彼にしては珍しく皮肉げに笑って金髪を揺らす。

「召喚された当初はそんなこともなかったがな。一切口を利いてもらえないという状態ですらあった」

「はーん、そりゃまた意外だな」

　素直に驚いてみせると、アーサーもまた意外そうな視線をこちらに向け、すぐにふっと息を抜くようにする。

「今のような関係になるまでは苦労した」

「天下のアーサー王がねえ。打ち解けたきっかけはなんだったわけ？」

　そう尋ねたレイジに、アーサーは穏やかに目を細め。

「……似ていたから……だろうな」

　当時を思い出してか、視線を落とすアーサーは気づかない。

　レイジが隠しきれないほどに邪悪な笑みを浮かべていることに。

「もちろん、それはあくまできっかけだ。今度こそ善き王……いや民のための、〈竜闘族ドラゴーネ〉のための《英雄》たれという信念が伝わったのだろう。レイリスも同じ想おもいを持っていたのだ」

「だからレイリスのため、〈竜闘族ドラゴーネ〉のためなら他種族の《英雄》を軟禁するような非道にも手を染められる──ってわけね」

　そう、イタズラめいた口調で蒸し返したレイジに、真面目まじめなアーサー・ペンドラゴンは、申し訳なさそうに顔を伏せて。

「…………汝なんじの不運には同情するが──」

　それゆえに、ホウバミレイジは遠慮なく笑みを浮かべる。

「なあ、本当に不運か？」

「それは、もちろん。同じ立場で我が身に起きたことだと思えば……」

「そうじゃなくてさ。浮遊大陸から自ら身を投げた俺が、たまたまその下にあった〈竜闘族ドラゴーネ〉の国に落ちて、〈竜闘族ドラゴーネ〉に身柄を拘束される──そんな不運があると思う？」

「どういう──」

　そこで顔をあげたアーサーは気づく。

　レイジが浮かべている表情に。その意味に。

　そうして、稀き代たいのニートは気づかれているとわかって、その笑みを仕し舞まわずに言う。

「そもそも浮遊大陸が落とされかけたせいで、下がアルガロンになったんだけどさ」

　──そうだ。

　そして、浮遊大陸を落としたのは〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》……より正確にはその《偉能レアルタ》であるメフィストフェレスで、レイジは──

「それって誰が煽ったせいで落とされたんだっけ？」

　レイジ、は。

　レイジが──

「まさ、か……」

　思わず口をついて出た言葉は、アーサーの思考を強引に推し進める。

　あのとき。

《英雄》たちを集結させ、対〈幻魔族ストレーガ〉、対ファウストのような形であるかのように見せた結果、メフィストフェレスは浮遊大陸を落としはじめた。

　そして。




　──やりたければやれば？　それでお前が満足するなら、な




　レイジのその言葉に応じる形で、大陸落下は止まった。止められた。

　レイジの思っていた通りに。

「偶然……だ」

　絞り出すような声。そう口に出さなければ耐えられないかのようなアーサーの言葉に。

「そうだな、ほんと偶然だよな」

　レイジは笑う。明るく、爽さわやかに。

　そうして、言った。

「まあ、違うんだけどね」

　意識を失うようなはるか上空から身を投げ出す暴挙。

　その結果としての囚とらわれの身。

　それらがすべて、最初から計画されていたとおりのことだと……？

「……そうだと、しても──」

　なぜよりによって〈竜闘族〉の国ここに落ちようと思ったのか──。

　どうにも口にせざるをえなかったその問いに。

「んなの決まってんじゃん」

　にやりと笑った〈解放者〉の《英雄》は。

「《英雄》の役目を果たせとすら言われない最高の堕落環境。ニートとして求めなかったら噓うそだろ？」

　そんな最低極まりない宣言を平然とするだけだった──。








二章　ニート、安住す









　その光景は、〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こ──左右で違う色の翼を持つ［劣血種アブセンス］アルファ・ステイシスにとって新鮮に映った。

「はー……変われば変わりやがるものというやつですね」

　クソニートの所属国にして〈解放者〉唯一の国ティステル。

　ゆるやかな滅亡の道しかなかったはずのそこは、かつてない活況に見舞われていた。

「──よぉーし、できたぞぉ！　さっさと運び出せコラ！」

　響き渡った声の主は、以前ティファリシアとレイジを尾行していたときに目にしたことがある伐採職の粗野な男。

　どうやら城外で木を切り出し、木材に加工した先から馬車などで運び出しているらしい。

　かけている人員はさして多くないのに、一人一人の動きが効率よく徹底されているため淀よどみなく流れるように作業が進められている。おそらく馬車の向かう先は四種族同盟を結んだことで通商が再開された隣国、〈獣妖族ベステイア〉の国だろう。

　空から見おろすアルファは木材以外にも様々な原材料らしき物が輸出されるのを確認しながら、目的地であるティステル城の執務室へと向かった。

「ただいま戻りやがり……」

　ました、と言い切る前に、この城の主あるじである〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシアがなにやら使用人の一人と話し込んでいることに気づいて黙る。

「──ええ。ですからこちらの〈海精族シーレーナ〉との貿易……いえ、この際ですから他国との貿易におけるやりとりの経理一切を貴女あなたに任せたいのです」

「た、他国との貿易すべてをですかっ？」

「もちろん仕事量に応じた十分な報酬と役職は用意しますし、必要であれば補助の人員もつけましょう。可能な限りわたしもサポートします」

「で、でも私はただの一使用人で──」

「いいえ、あなたはもはやただの一使用人などではありません。わたしの知る限りティステル一──いえ、《万象の楽園アクアテラリウム》一の計算速度と正確さ、なによりも数字に対する真しん摯しさを持つ、素晴らしい経理担当者だと思っています」

「そ、そんな……私には、とても──」

「できませんか。まあそれならそれで結構です。これまで通りわたしがこの〝たぶれっと〟を使って行いますから」

「──!?　ティファリシアさま、その板きれ……いえ、〝たぶれっと〟を使われていたのですか!?」

「当然です。便利で正確、その上計算も一瞬ですから」

「──っ、わかりました、お引き受けします！」

「大丈夫ですか？　無理をする必要はありませんよ」

「板っきれ程度にできることで、無理なことなんてありません！」

「そうですか。ではお願いしますね」

　晴れて経理担当大臣になったその使用人は、「〝たぶれっと〟なんかに負けていられない……！」と呟つぶやきながら、肩を怒いからせて執務室を出て行った。

「……うまくコントロールしやがりましたね」

　そう言いながらアルファが窓から入ると、すでに別の書類に目を落としていたティファリシアは、顔もあげずに言う。

「おかえりなさい」

「む……なかなか失礼なことをやりやがりますね貴様。このボクは同盟相手、それも『世界の管理者』たる〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こさまですよ？」

「それは失礼しました。〈解放者〉の《誓約者ルーラー》として正式にお詫わびします」

　と言いつつ、顔はまったくあげない。

　どこかのニートが得意にしてそうな形だけの取り繕いに、アルファは頰ほおをひくつかせる。

「そもそも誰のせいでボクがこんな辺境の果てに送られたと思ってやがるんですかね……」

「わたしです」

　しれっと即答したティファリシアに、アルファは言う。

「そうですよ！　……いえ、より正確に言えば違いやがりますが」

　アルファが見るのはティファリシアの首──そこにつけられた無骨な首輪だ。

　四種族同盟締結後、規定に従い、〈解放者〉〈海精族シーレーナ〉〈神翼族エルブランシユ〉〈獣妖族ベステイア〉はそれぞれの『種族旗』を持ち回ることになった。

　その際、〈解放者〉の『種族旗』は〈神翼族エルブランシユ〉が所持することになったのだが。

「……すみません、〈解放者〉の『種族旗』はこの首輪なのですが──」

　レイジがティファリシアにつけたという首輪。

　聞くだに眉まゆをひそめざるをえないその首輪が〈解放者〉の『種族旗』だというのだが。

「外し方を知っているのがレイジだけなんです」

　その事実のせいで、〈解放者〉→〈神翼族エルブランシユ〉の『種族旗』だけは面倒な形になった。

　相手の『種族旗』を所持するのは同盟を結ぶ以上絶対に必要。

　だが、それ単体では外せないという事情があるので、『種族旗』を首につけているティファリシア自身を〈神翼族エルブランシユ〉が所持しなければならなくなった。

　本来であれば所持している状況を作り出すため、『種族旗』と一体化しているティファリシア本人が〈神翼族〉の国フイレンタニアに来なければならなかったが、ティファリシアは〈解放者〉の《誓約者ルーラー》。まさか《誓約者ルーラー》を不在にすることもできない。

　しかし、そのままティファリシア──〈解放者〉の『種族旗』を自由にさせるわけにもいかないということで、協議の結果〈神翼族エルブランシユ〉側の者が常にティファリシアのそばで首輪を監視することになった。

　その栄えある監視役に選ばれたのが──

「まったく、なんでボクが……」

　ぶつくさ文句を言うアルファは、決して今回の件で自分を監視役に選んだ母──〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエル・アウラを恨んでいるわけではない。

　もちろん、つけられた首輪を無む理り矢や理り『種族旗』に指定されたティファリシアのせいでもないだろう。とすれば、やはり。

「あのクソ《英雄》……！」

　次会ったらどうしてくれようかとアルファが拳こぶしを握りしめ翼を震わせていると、ティファリシアがなんということもなく言った。




「ちなみにこの首輪、おそらく外せると思いますけどね」




「…………………………は？」

　突然、なにを言ってるのか。

　首輪──〈解放者〉の『種族旗』がティファリシアの肉体から離せるのであれば、アルファがここにいる理由はいっさいない。

　というか。

　もし、ティファリシアが今言ったことが事実なら、〈神翼族エルブランシユ〉〈海精族シーレーナ〉〈獣妖族ベステイア〉それぞれの《英雄》や《誓約者ルーラー》が会したあの場で、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》は堂々と噓うそを吐ついたことになるのだが──。

　あまりのことに思考停止状態になるアルファをちらりと見て、ティファリシアは薄く笑いながら首輪に触れる。

「勘違いしないでください。〝レイジが外そうとしない限りこの首輪をつけ続ける〟という契約を結ばされたというのは事実です」

「あ……ああ、それなら──」

「ただ、レイジは後日こうも言っていました。〝同盟を決めてくれば首輪を必然的にとらざるをえない〟と」

　それはつまり。

　レイジ自ら首輪を外す条件は同盟を結ぶことだと明言していた──？

　そして現に同盟が結ばれているということは。

「な、じゃ、じゃあ貴様っ」

「噓は吐いていません。わたしの考えていることはあくまで予想ですから」

　レイジが外そうとしない限り首輪をつけ続ける、すなわちそれを外そうとする場合、レイジの意思が必要になる──それはまごうことなき事実。

　ただし、その条件は同盟を結ぶことで満たされると事前にレイジが示し唆さしていたこと。

　このことを、ティファリシアはあの場で意図的に口にしなかった。

　そうすることで、誤解ミスリードさせたのだ。〈解放者〉の『種族旗首輪』は現状持ち主である《誓約者ルーラー》の肉体から引き離すことが不可能なのだと。

「んな──なんのためにそんなクソみたいなことをしやがったんですか!?」

〈解放者〉の『種族旗テイフアリシアの首輪』譲渡が不可能なせいでアルファは、ティステルに派遣され、今もここにいる。ある意味……いや、誰がどう見てもティファリシアの小こ癪しやくな策で被害を受けたのはアルファだろう。

　そもそも首輪が外れればティファリシアだって嬉うれしいはずだ。

　すでに見慣れた感が強いが、本来それは家畜と同等という屈くつ辱じよく的な意味を持つのだから。

　それなのに──驚くアルファに、ティファリシアは一切慌てずニコリと笑って。

「アルファさんには様々な面で助けていただいています」

「……はあ？」

「ご存じのとおり、四種族同盟の締結で〈解放者〉の国テイステルは他国との通商で大わらわの状況です。木材の輸出はもちろん、一部種族で珍味として親しまれている茸きのこ類、また［七滅戦セブンス］に関わる古文書が出土し、遺跡群への発掘調査申請などもきています」

「……確かに一時の食糧難、〈神翼族ボクたち〉の援助なくば立ちゆかねー状況から比べれば劇的に変わりやがったと言えますね」

「はい。経済的に活況であることを見て取って、各国で様子を見ていた〈隷人族インフイルマ〉のみなさんもぞくぞく入国してきてくださっています。このような状況は亡きお母様──先代ティステル城主クレアリシアの頃にもなかったことでしょう」

　ありがたいことです──と目を閉じたティファリシアに、アルファはもう我慢ならないとばかりにバンッと執務机を手で叩たたく。

「盛り上がりやがってるのは結構ですが、そのクソみたいな状況のせいでボクが〈解放者〉ごときの伝達係みたいになってやがるんですけどねえ!?」

　そう、内政で手の放せないティファリシアの代わりに、アルファが〈解放者〉《誓約者ルーラー》の意思を他種族に伝えるべく各国へと飛び回ることになっているのだ。

　四種族同盟である以上、全種族の意思が必要になる事柄は非常に多い。

　それは制度上どうしようもないことで、会議に不参加だからじゃあその種族は抜きに、というわけにはいかないのだ。

　仕方なくもっともそばにおり、移動手段も有しているアルファが代理として、その意思を記した公的文書を携えて同盟会議の場に参加することになってしまっていた。

「まったくこれではボクが貴様ら〈解放者〉のため……に……〈解放者〉の、ために……？」

　口に出して、気づく。

　あれ。

　これって、まさか。

「あ……き、貴様まさか……そのために──ボクを〈解放者〉の伝達係にするために噓うそを!?」

「本当に感謝しています」

　穏やかな、笑み。

　その笑顔を見た瞬間、アルファの背筋をぞくりと冷たいものが駆けていく。

　……そんな笑みは決して浮かべたことがないはずなのに。

　どこかのクソニートそっくりな気がして──。

「────」

　言葉を失うアルファ。

　その信じられないものを見るような眼まな差ざしに、ティファリシアは不意に魔法が切れたように疲れた表情を浮かべて深々とため息を吐ついた。
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「……なんて、全部レイジの策なんですけどね」




　わたしが自分で考えたものなんて一つもないです──そう言い切るティファリシアに、アルファはすでに見開いていた目をさらに大きくする。

「……は？　は？　なん、なんでそこであのクソが出てきやがるんですか……」

　率直極まりなくそう尋ねてきたアルファに、ティファリシアは苦笑しつつ言う。

「覚えていませんか。アルファさんとレイジの弱点を探ろうとしたとき──あのときレイジがしていたことが、今役に立っているんですよ」

「──」

　覚えている。

　ティファリシアとアルファが結んだレイジ攻略同盟。

　レイジの弱点を探ろうと後をつけたら、しっぽを出さないどころか、木材の効率的な産出や、新たな植栽、古文書の発掘、経理担当の人材育成までしていたことが判明して──

「あ──もしかしてさっきのは……」

　他国との貿易全般を任せようとしていた使用人の彼女。最初消極的だった彼女を最終的にやる気にさせていたあのやり口は、すでに見たことがあった。

「ご明察です。彼女がどうしたらやる気になるのか……レイジとのやりとりを目の当たりにしていましたから。それだけじゃありません。木材の輸出体制、特殊な茸きのこの培養方法、領地の拡大計画のようなものまであらかじめ残されていました」

「……で、でも、首輪のことを意図的に黙って、ボクをこの国のために利用しようとしやがったのは貴様の策略でしょう？」

「そう思いますよね、でも違うんです。だって考えてみてください。わたしが首輪を外せるのだと気づかないままだったなら、やっぱりアルファさんはティステルに来ることになっていたでしょう？」

　同盟を結ぶことで首輪を外す、そうレイジは直接ティファリシアに告げたわけではない。

　ティファリシアがたまたまそのことに気づいただけで、本来であればそのまま首輪は外せないままだったのだ。

　そうなれば、やはり『種族旗』は受け渡しが不可能で、アルファは〈解放者〉の国へ行くことになっていた。

「もちろん、あのレイジのことですから、わたしが首輪のことに気づく可能性も考えていたと思います。その場合、わたしは〝もし首輪のことに気づいていなかったらどうするつもりだったんだろう〟と考え、外せないままにしていたほうが〈解放者〉にとってプラスであることに気づきます」

　現にティファリシアはそうした。──レイジが思うままに。

「だから全部、レイジの思い通りなんですよ」

　静かにそう結んだティファリシアに、アルファはただただ呆あつ気けにとられる。

　確かに現状はレイジが用意したもので、そこまで先読みができていたことには心底驚きよう愕がくせざるをえない。

　しかし、それ以上に驚かされるのは。

（なんでそんなことが全部わかりやがるんですかこのデカ乳袋）

　同盟締結後からアルファもずっと〈解放者〉の国にいたが、まったく気づかなかった。

　もちろん、今こうして筋道だてて説明されればそうなのだとわかるが、そういったヒントもなく独力でそのことに気づけるティファリシアも十分におかしい。

　なにより。

（あのクソがそこまで〈解放者〉のことを考えていやがったなんて……）

　自分がいなくなっても立ちゆくように。

　根回しをして、準備をして。

　そこまでして、この国やティファリシアのことを──そう思いかけた矢先。

「つくづく、最低の《英雄》ですよね」

　ぽつりとティファリシアが呟つぶやいて、アルファは反射的に声をあげてしまう。

「……はぁ？」

「だってそうじゃないですか。これって、最初から自分がいなくなるつもりだったということでしょう？　全部わたしに押しつけて、《英雄》の仕事はすべて放棄して。そのための準備をしていたんですよ」

「いや、それは……」

　確かにそう見えなくもないし、実際のレイジを知っているアルファからしてもそうとしか思えないけれど。

　でも──

「そもそも、あの高さから落ちて生きやがっているかどうかも──」

「生きていますよ」

　食い気味に言い切ったティファリシアに、アルファは口をつぐむ。つぐまざるをえない。

　なぜなら。

「本当に……最低です」

　窓の外を見て呟つぶやいたティファリシアが、今にも泣き出しそうなほどに寂しげだったから。

「……………………」

　しん、と静まる部屋の空気に耐えかね、アルファはわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「ふ、ふん……まったく……いなくなっても迷惑をかけやがりますね」

　そうして気まずさを誤ご魔ま化かすように顔をそらすと、小声で吐き捨てるように言った。

「いったいどこでなにをしてやがるんですかね、あのクソニートは──」





　　　　◆◇◆◇◆






「いやー超快適だわー」

〈竜闘族〉の国アルガロン唯一の城レイグリシス。

〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》と《英雄》が住まう城の最上の部屋でくつろぐニートは、毎日なにをするでもなくベッドに寝転がってスマホをいじり、好きなときに好きなように食事を摂とり、必要なものがあれば用意させ、気まぐれに城の中を歩き回って書庫を漁ったりする城外に出ない。という契約を自ら結び、まごうことなき軟禁状態の捕虜であるにもかかわらず、なんのストレスも感じていないどころか悠々自適に過ごし、なんだったらこの城の主あるじであるかのように振る舞うレイジに。

「貴様──いったいどういうつもりだっ？」

　本来の城の主、〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》のレイリスが我慢ならないとばかりに声を荒げる。

「惰だ弱じやくな〈隷人族インフイルマ〉やあるまじき［劣血種アブセンス］の集まりである〈解放者〉……その愚おろかしい集団共の《英雄》とはいえ、あまりにも堕落している！」

　拳こぶしを震わせるレイリスに、レイジは勝手に書庫から持ってきた本から目もあげない。

「んーだから何度も言ってんじゃん、《英雄》なんてやってるつもりなかったって。やりたくないことはやらない、やりたいことしかやらない素晴らしきニートなの俺は」

「く……あくまで真剣に応対するつもりはないということか……っ」

「いやー？　十分真剣に応じてるつもりだけど？」

　と言いつつ、寝転がりながらポリポリと軽食をつまむレイジを、レイリスは嚙かみつかんばかりに睨にらみつける。

「……っ、あの忌まわしき法さえなければ、このふざけた堕落者を罰することもできるというのにっ」

　窓の外からのぞける《六面魔法体キユーブ》をじろりと睨みつけ、そんな物騒なことを呟つぶやいた《誓約者ルーラー》に、レイジはさりげなく目を細め、口元を歪ゆがめ。

　すぐにそんなことはなかったとばかりにへらへら笑って言う。

「どうでもいいけどそろそろ風呂の準備もできるし、用があるなら早く言ってくんない？」

「《誓約者ルーラー》より風呂を優先するだと……!?」

「つーか〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》さまも大概だよなー。ほぼ毎日俺のところ来てんじゃん。なに、そんなに暇ひまなの？」

「な──」

　かっと顔を赤くしたレイリスはギリリと歯を鳴らし、そのまままくし立てようとしたが。

「レイリス」

　いつの間にか部屋に入っていた自身の《英雄》──アーサーの声にはっとすると、一度息を吐き、憮ぶ然ぜんとした不機嫌さは隠さないままに言う。

「……貴重な捕虜だ。逃げ出されるわけにはいかぬからな。様子を見すぎて悪いということもなかろう」

「逃げ出す？　《大誓約魔法》に誓ってるっつーのに、ずいぶんと疑うたぐり深ぶかいな」

　茶ちや化かすように窓の外の《六面魔法体》を指さしたレイジに、レイリスはそちらを見もせず、小馬鹿にするように目を細める。

「貴様あれだけ好きに振る舞ってきて、まだその小こ癪しやくさを知らぬ《誓約者ルーラー》が存在すると本気で思っているのか？」

　対〈獣妖族ベステイア〉戦で、その後の［誓約議会オーソリテイ］で、〈海精族シーレーナ〉との会合で、〈幻魔族ストレーガ〉をダシにした四種族同盟で──〈解放者〉の《英雄》がいかなる行動をとったか。

　たとえそのすべてを知らなくとも、警戒するなというほうが不可能な話だ。

「いやいやさすがに俺も《大誓約魔法》に誓ったことを破れたりはしないってー」

　肩をすくめてＨＡＨＡＨＡＨＡと笑うレイジに、レイリスは呆あきれるような「本当にこいつが？」と言いたげな表情を浮かべてるが、すぐに不ふ遜そんに言う。

「ふん、まあ我とて実際に貴様が逃げ出せるとは思っていない。ただそれ以外の可能性がない以上、あくまで保険に──」

「ああ、ってことはまだ外に俺がここにいるってことは知らせてないわけね」

　なんということもなく、レイジがそう口にして。

「そこまでわかるのか……！」

　驚きと共に呟つぶやいたアーサーにレイジは笑みを深める。

「そりゃあな。単独で逃げ出す以外に俺がここを脱出できない確信を持ってるってことは、外部からの奪還を想定してないってことだろ？」

「必ずしもそうとは」

「限るね。《大誓約魔法》下の契約を疑うのに、まさか〝この城の防備は鉄壁だから奪われる心配はない〟なんて愉快な楽観をするわけがない。ならこう考えるべきだ。そもそも情報自体を外部に漏らしていないのだから、奪還を計画するわけがない──ってな」

　唐突かつ鮮烈に連ねられ、積み上がられた論理に。

「────」

　言葉を失うレイリスに、レイジはニヤニヤ笑いをしまわないまま続ける。

「ちなみに、疑うたぐり深ぶかく慎重なあんたがそこまで自信を持ってるってことは情報の統制にはよっぽど気をつけてるってことだから、俺がここにいるのを知ってるのは城の中の一部の使用人のみ。もちろんそいつらも契約で外に漏らさないよう縛ってるよな」

「なん……」

「そのわかりやすい反応。《誓約者ルーラー》としてはあんまりよろしくないぜー？」

　指さし笑うレイジに、かっと顔を赤くしたレイリスは。

「ふ──不愉快だ！」

　捨すて台詞ぜりふのようにそう残し、踵きびすを返して去っていく。

「はいはい、今日も新情報どうもなー」

　その小さな背中に追い打ちをかけるようにそう告げたレイジに、一人残されたアーサーが静かに言う。

「……どこで気がついたのだ」

　四種族同盟が結ばれて数日。時間が経たてば経つほど同盟間の交渉は進み、四種族の結束は高まって──相対的に同盟外の種族は追い込まれていく。

　であればこそ、〈竜闘族ドラゴーネ〉は〈解放者〉の《英雄》の身柄を引き受けているというとっておきのカードを早めに切るべきなのだ。

　そのカードがあると示しておけば同盟への牽けん制せいにもなるし、結束への足あし枷かせにもできる。

　当然そのことはこのだらしないくせに頭の切れるレイジも考えたはずなのだが。

「んー？　どこでもなにも、俺が目覚めたのが地ち下か牢ろうの時点で丸わかりじゃん」

「あれは別に……敵対種族を捕らえたとあれば自然な流れで──」

「いやいや自然な流れとか思考停止してないで、ちゃんと考えてみ？　本来地ち下か牢ろうに入れる理由はその立地、構造から力尽くでの脱走を警戒してのもの。あるいは、その劣悪な環境は犯した罪に対する罰として用いられるものだ《運命力》皆無の他種族の《英雄》である俺に、そんなの使う理由ある？」

　確かにレイジが力尽づくで脱走をするとは思えないし、なにか罪を犯したわけでもない以上罰を与える必要もない。むしろ敵対しているとはいえ、他種族の《英雄》である以上、ある程度の待遇で迎えるべきだ。

　ではなぜそうしなかったのか──。

　そう考えるアーサーの頭の中をのぞき見たように、レイジは笑って言う。

「自分で口にしてただろ？　自然な流れ、つまり無意識にあんたらは思ったんだよ。四種族同盟を結んだ〈解放者〉の《英雄切り札になりうる存在》を手に入れたから、隠したいってな」

「隠し、たい──」

「仮に俺を公に迎え入れようとすればそれなりの待遇をしなければならないし、かかる人手に比例して外に情報が漏れやすくなる。特に出鼻を押さえられるかどうかが情報拡散の度合いを決めるからな。アーサー──いや《誓約者ルーラー》サマのほうかな？　とっさに地下牢に入れようって判断はまさにその出鼻を押さえる行為だろ？」

「────」

「ま、情報を伏せるって判断自体は正解だと思うぜー。普通、四種族同盟を恐れて俺の身柄握ってるぞってすぐに明かしたくなるし、それが一番の悪手だからな」

「……だが」

　先に明かすことで四種族同盟は〈竜闘族ドラゴーネ〉に手を出しづらくなるはずでは──。

　そう口に出しかけたアーサーに、レイジはそこまで予測していたように先んじて言う。

「四種族同盟側は〈解放者〉の《英雄》を放置しておくことのリスクを理解してる。現にこうして敵方に拾われたら使い道があるしな。当然そのリスクを軽減するために居場所を摑つかもうとし、そこに人リソ員ースを割くことになる。で捜索に人員を割けば、他のことは後手に回さざるをえないわけだけど、ここで俺が想定してる他のことってなーんだ？」

「………………〈竜闘族ドラゴーネ〉の、攻略……」

「はい正解」

　今朝の朝食はパンがいい──そう口にしたときとまったく同じテンションで。

　そう言ってのけたレイジに、アーサーはただただ慄りつ然ぜんとする。

「……ここまでのことを、地下牢で目覚めたときに……」

　そんな非現実的なことが──

「いや、俺はそう読み切っただけで、情報伏せようとしたのはおたくの《誓約者ルーラー》だから。ま、あの感じじゃ考えきった末の判断じゃなくて、本能的な行動が結果的にいい方向に転がったんだろうけどな」

　ふわ、とあくびをしながら言うレイジを、アーサーは信じられないようなものでも見るようにする。

　……そう、レイジが言ったようにレイリスはすべてを考えきって判断したわけではない。

　地ち下か牢ろうに入れたのは、思いがけない幸運をとっさに隠そうとしただけだろうし、その後の口封じで情報開示のタイミングを逸してそのままにしていただけだ。

　だから驚きよう嘆たんすべきは、やはり。

　思いながら、寝転がるニートを見ると、まっすぐ視線を合わせられていて。

「で、あんたら二人がそうまでして俺に相談したいことってなんなわけ？」

　ふざけているようで、どこまでも確信に満ちたその眼まな差ざし。

　まるですべてを見通す〈神翼族エルブランシユ〉の『未来既知』のごとき断言に。

「なぜそのことを……！」

　アーサーはその言葉を口にしてしまう。

「ああやっぱそうなのな」

　思った通りの反応を引きだし、満足げに笑うレイジに、遅れてカマをかけられたのだと気づいた〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》は慌てて取り繕おうとするが。

「大丈夫だって、半ば確信してたことだから。というか、一種族の《誓約者ルーラー》と《英雄》が政務の合間になんの用もなくただ脱走が心配だからで捕虜の様子を見に来るわけがないじゃん。ならなんの用か。言い出しにくそうにしてる時点である程度内容も絞れるよな」

「──汝なんじは……つくづく」

　あとに続く言葉を吞のみ込こみ、代わりにため息を吐ついたアーサーは、警戒を解かずに言う。

「そちらの条件はなんだ」

　問いに問いで返したアーサーに、レイジは眉まゆをあげ、感心したように口元を歪ゆがめる。

「へえ、その問い返しはなかなかセンスあるな」

「見くびらないでもらいたい。汝がこちらの真意を見抜いていたように、こちらも汝に読まれていることは想定していたということだ」

「その割には、カマかけだって気づいて慌ててたみたいだけどな」

「それは…………その通りだが」

　素直に認めた《英雄》は、一瞬目を伏せたものの、すぐにまっすぐレイジを見てきて。

「いずれにせよ、汝が自らそのことを持ち出した以上、こちらの話を聞くに際しての条件があるのだろう？」

　浮遊大陸で対たい峙じし、《英雄》闘議パンテノンゲームを通してレイジを見ていたアーサーには確信があった。

　この《英雄》は決して《英雄》としての矜きよう恃じやその所属種族への責任では動かない。

　反面、四種族同盟に対する保険としての立場を受け入れる代わりに最高級の待遇を求めたように、彼自身にとって興味深い──面白いと思うものがあればいくらでも動く。

　つまり、代価を払いさえすれば、種族の利害と関係なく彼を使うことができるのだ。

　アーサー自身は彼のそのような考えを善いものと思わないし、むしろ受け入れがたい。

　場合によっては是ぜ正せいしたいと願うまでのものだ。

　だが、今は──〈竜闘族ドラゴーネ〉は、そんな悠長なことを言える状況ではない。

「ふーん、この短い期間でずいぶんと柔軟な考え方をするようになったもんだな」

「状況によって考え方などいくらでも変えるべきだろう」

「信念さえ変わってなければそれでいいって？」

「その通りだ」

　皮肉るレイジに返す、即座の言葉と毅き然ぜんとした態度。

　懐柔するでも威圧するでもなく、ただまっすぐ前を向き、目を合わせる。

　それだけで、見る者を惹ひきつける《英雄》アーサーの類たぐい希まれな《運命力カリスマ》。

　普通であれば息を吞のみ真摯に応じねばと考えずにいられないその力を前に──

「ま、話が早いのは助かるけどな」

　平然と肩をすくめたニートは薄ら笑いを浮かべ、ぴっと人差し指を立てて、

「んじゃこっちの条件は〝風呂に入ること〟な」

　意外にもほどがあることを言った。

「……風呂？」

　入浴後にこちらの相談に乗る、ということか？

　先ほど、レイリスとの会話の中でも出てきていたが、そんなに好きだったのだろうか。

　いや、そういえば〈解放者〉の国テイステルは、元〈森霊族エルフ〉の保養地でかなり立派な湯殿があるという話だ。風呂には格別の思い入れがあるのかもしれない。

「……了解した」

　いまいち釈然としないが、その程度の条件であればとばかりにうなずいたアーサーは、

「そういうことであれば、すぐにでも入浴してもらって構わない。その後再びここで──」

　話を聞いてもらおう、そう続ける前に。

「あーいやいやそうじゃなくて」

　ニートは手を振り振り、自分とアーサーを交互に指さし、

「俺とあんたが一緒に入るってことね」

　満面の笑みでそう言って。

「……………………は？」

　珍しく呆ほうけたように口にした〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》に、レイジはいかにも軽く続ける。

「ぶっちゃけ暇ひまだから話聞くだけなら全然オッケーなんだけどさー。俺って今捕虜の身なわけじゃん？　疑ってるわけじゃねーけど、どこにどんな耳目があるとも限らないしな」

　実際〈海精族〉の国ワタツミノミヤで盗聴されてたし、とさらりとぶっちゃけて。

「その点、風呂なら広いとはいえ、一応密室だし？　話をするには適してるだろ」

「い、いやそれは……」

「なにより──裸の付き合いって大事！」

　裸ということは隠すものがないということで、心理的にも積極的になって腹を割って話せる──などなどと、もっともらしいことを次から次へと並べ立てるレイジに。

「……………………」

　アーサーは表向き平静を装いながら、内心で盛大に焦っていた。

　話を聞いてもらう代わりに、レイジと一緒に風呂に入る？

　それは。それだけは──

　絶対に無理だ。

　すでに風呂は入るものとして話を進めていくレイジに、アーサーがいかにして波風立てず余計な詮索をされずに断れるものか思案していると。

「お話し中失礼致します」

　扉の外からかけられた使用人の声は。

「お風呂の準備ができました」

　アーサーにとって絶望的な報告でしかなくて。

「んじゃ先に入って待ってるわ」

「あ──」

　こんなときばかり身軽なニートは、あっさりと部屋を出て行ってしまった。





　　　　◆◇◆◇◆






「ふぃー……極楽極楽」

　湯船に浸つかり、鼻歌交じりに天井を見あげたレイジは、軽く周囲を見まわす。

　ティステルほど広くもなければ、立派でもない浴場。

　造りは極めてシンプルで、彫刻や趣向を凝らした装飾なども一切見当たらない。

　ティステルが〈森霊族エルフ〉の保養地であることを考えれば、〈竜闘族ドラゴーネ〉のまごうことなき中心地であるここの湯殿がこのレベルであるということは、〈竜闘族ドラゴーネ〉はさほど入浴にこだわりを持っていないのだろう。

　……あるいは。

　と、その先を考えかけたところで、背後でドアの開く音が聞こえて。

　顔だけ振り向けたレイジは、湯煙の向こうの人物──大きなタオルで全身を隠すようにし、所在なげに立つやたらと華きや奢しやな青年に笑いかける。

「ずいぶん遅かったじゃん、アーサー」

　名前を呼ばれ、びくりと反応したアーサーは、らしくなく視線をうろつかせながら言う。

「す……少し、髪を結い上げるのに時間がかかっただけだ」

「へえ、なるほど？」

　細い三つ編みにされていた長い髪が、一度解かれた上であらためて結い上げられている。

　確かになかなか時間がかかりそうだった。

「んじゃまあ入れよ、いい湯加減だぜ」

「あ、ああ……」

　気安く声をかけてきたレイジには目を合わさず、明後日の方向を見ながらゆっくりと湯船に近づいたアーサーは、

「待った」

　まさに湯船に入ろうと屈かがみこんだところでレイジに止められて。

「な、なんだ、今入ろうと──」

「お前まさかそのまま入るつもり？」

「……え？」

「おいおいおい、騎士王サマともあろう人がマナー違反はまずいだろー」

「マナー違反……とは……」

「タオルを巻いたままの入浴は禁止。そんなの騎士道にだってある常識中の常識じゃん？」

「騎士道にそんなものあるわけ──」

　ない、と言い切る前に。

　反射的にレイジを正面から見てしまったアーサーは気づく。

　あらわになった彼の細い肩や、鎖骨……ではなく、その顔に浮かべられたニヤニヤとした──確信めいた笑みに。

　同時に思い出した。

　その笑みを《英雄》闘議パンテノンゲームで向けられたとき、彼がなにを口にしていたのかを。




　──んじゃ、ダウト

　──あんた、アーサー王じゃないだろ？




『限定ダウト噓を告発するゲーム』で、レイジはアーサーにそう言った。

　あのときの彼が浮かべた表情を、今向けられたということは──

「……」

　ぐっと歯を嚙かみしめ、タオルの上から自身を強く抱きしめるようにしたアーサーは、俯うつむかせていた顔をあげる。

「……湯に入れば、本当に話を──こちらの願いを聞いてもらえるのだな」

　片眉まゆをあげたレイジは、口笛でも吹きそうな勢いでうなずき。

「──《大誓約魔法》に誓って？」

　即座の言葉。

　その強い口調に、レイジはわずかに目を見開き、にやりと笑って言った。

「ああ、いいぜ。誓う」

　どこまでも、軽い声。

　けれど、そこには確かに契約の光が見て取れて。

「──っ」

　一度躊ちゆう躇ちよするようにタオルを押さえる手を震わせたアーサーは、覚悟を決めたように前を向くと、勢いよく自らの肉体を守るそれを取り払った。

　レイジが目にしたのは透き通るような肌と、程よく細く均整の取れた──女性の肉体。

「やっぱりな」

　すべてを承知していたニートは、そう言ってすぐ目の前の小振りでもなければ大きすぎるわけでもない美乳をまじまじと見つめると。

「っ」

　次の瞬間、半ば飛びこむようにして湯船に浸つかったアーサーが、こちらに背を向けていることに、意地の悪い笑みを浮かべる。
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「あれー？　王の中の王ともあろう者が、顔も見ないで話する気ー？」

「じょ、条件は果たしたはずだ……！」

「んんー？　人の顔見ないで話すのはマナー守ってるって言えるのか？」

「………………」

　仕方なさそうに、のろのろとこちらに向き直ったアーサーは、顔どころか首……その下に見える胸の辺りまで見事に真っ赤で。

「あっかっ！」

　思わずレイジが突っ込むと、ぶくぶくと顔まで浸つかり、すぐにそれがまた「マナー違反だ」と指摘されると気づいたのか、悔しげに顔を引き上げ、せめてもの抵抗とばかりに両手で胸の辺りを隠すようにする。

　その仕草は、普段の凛りんとした姿とのギャップ、そしてこちらを向きながらも目をそらし、恥ち辱じよくに耐えているのが丸わかりの表情とも相まって。

「…………いやー、丸見えより断然そっちのほうがそそると思うけどな」

「……え？」

　小首を傾かしげるその仕草もなかなか破壊的と、心の中だけで付け加えたレイジは、元のにやにや笑いを浮かべて言う。

「んにゃなんでもー」

　いまいち釈然としなさそうに眉まゆをひそめたアーサーは、すぐに現在の自分の状態をかんがみて早口に言う。

「さ、さあマナーは守った、契約に従って汝なんじには約束を果たしてもらうぞ……っ」

「んー、その前にちょっと訊ききたいんだけどさ」

「ダメだ、契約に従ってただちにこちらの願いを──」

　聞いてもらう。

　そう口にしているあいだにアーサーにぐっと接近したレイジは、湯船の縁にアーサーの背がつくのを確認すると、戸惑う彼女に顔を寄せ、耳元で低く囁ささやくように言う。

「その契約、こっちからの質問は禁止なんて条件は含まれてなかったよな？」

「──」

　突然のことに声が出ず、身を守るように両手で自分を抱きしめていたがゆえに手を出すこともできなかったアーサーが硬直しているあいだに、レイジは息も吹きかかる距離で相手の目を見つながら言う。

「ってことで訊いちゃうけど──あんた、アーサー王じゃないよな？」

　繰り返された致命的な問い。

　想定外に次ぐ想定外を畳みかけられ、なにも言えないでいる彼女を尻しり目めに、どこまでも主導権を握り続けるニートは、声だけは優しげに続ける。

「いやすでに女ってわかってる時点でこんな訊きき方なんの意味もないな。……んーそうだな、グィネヴィアか、モルドレッド」

「──！」

「ああ、モルドレッドのほうか。へえこりゃ意外」

「な……っ、なん……」

　なんでわかったのか──。

　そう続けられるのもわかっているように、レイジは軽く肩をすくめて告げる。

「いやいや自分で反応したじゃん、モルドレッドですって」

　レイジが口にしたのはただの名前だ。

　ブリテンの英雄にして、伝説的な王アーサー・ペンドラゴン。

　その妻とされるグィネヴィアと、息子モルドレッド。

　彼女がアーサー・ペンドラゴンでないという前提のもとに、その周辺にいてアーサー王として召喚されうる可能性がある人間を列挙しただけ。

　そうだと告げたのは、モルドレッドと呼ばれた瞬間、露骨な反応を示した彼女自身だ。

「まあ、ナポレオンとして召喚された別人の誰かさんがいたから予測できたことだけどな」

〈獣妖族ベステイア〉の《英雄》ナポレオン・ボナパルト。

　彼女の正体は、ポーレット・ボナパルトという、ナポレオン・ボナパルトの実妹だった。

「ちなみに一応他にも候補はあったぜ？　アーサー王と父違いの姉モルゴース、エレイン、モーガン・ル・フェイ……まあ、王の姿をしてるってのと、《英雄》は創作物の影響も受けるって前提から叛はん逆ぎやくの息子モルドレッドはかなり高い確率でありえると思ってたけど」

　あらためてアーサー──アーサーとして召喚された彼女をまじまじと見て言う。

「まさか本当にモルドレッドが女だとはねー」

　アーサー王とその父違いの姉モルゴースのあいだに生まれた不義の息子モルドレッド。

　彼──いや彼女は、アーサー王伝説において極めて重要な役割を果たす。

　出自ゆえに父から捨てられたモルドレッドは、一度は父アーサーの前に騎士として舞い戻ってくるも、やがて叛逆し、カムランの戦いにおいて打ち倒されるのだ。

　その際、モルドレッドは父王アーサーに致命的な一撃を入れ、王国は崩壊していく。

　つまり、アーサー王伝説の終しゆう焉えんを作りだす原因がモルドレッドなのだ。

「しかもその叛逆の息子……娘が父王にして伝説的英雄王アーサーとして召喚されるとか」

　その皮肉もさることながら。

「後世に伝わる伝説だと男ってことになってんだけどな」

　しみじみと言うレイジに、感情が抜け落ちたように顔を伏せていたアーサー──モルドレッドはぼそりと呟つぶやく。

「それは……そうだろう。わたしは男として育てられ、騎士になったのだから」

　叛はん逆ぎやくのため、騎士として父王の前に現れる必要があったから──

　そう続けるモルドレッドに。

「でも女だろ？　その精神も。じゃなきゃ──」

　おもむろに胸を揉もんでみせたレイジに、モルドレッドは即座に振り払おうとし、その手を摑つかまれる。

　そのまま押さえ込まれるように首筋にキスをされ、

「──んっ……ぁ……っ」

　嬌きよう声せいを漏らしたところで、解放される。

「──なに、をっ」

「こんな反応はしないよな」

　へらへらと笑うレイジに、怒いかりと恥ずかしさで顔を赤くしていたモルドレッドは、試されたのだと察して、ぐっと言葉を吞のみ込こむ。

「あなたは……本当に……」

「口調も変わったな」

　柔やわらかく指摘され、自分でも気づいていなかったことにはっとし、思わずレイジを見たモルドレッドは。

「いいねー、そっちのほうが断然いいぜ？」

　そんな適当極まりない笑みと共に告げられた言葉に、毒気を抜かれる。

　この《英雄》は、本当に──

「……どこで気づいたのだ」

　ぶっきらぼうな口調。意図的にそうしたつもりだったが、レイジのほうはまるで気にしていないように首を傾かしげる。

「んー明確にどこって言われると困るな。ありすぎて」

「ありすぎ、て……？」

　そんな、馬鹿な。

「まああえて一つ決定的なものをあげるとすれば──あんたが一人称を頑かたくなに口にしなかったことか」

「……一人称？」

「さっきはじめて口にしたやつだよ。私とか俺とか我とかだな。あんたは、それを一度も使わなかった」

「────」

「そんなことで、か？　いやいや、そんな不自然なこと見逃すわけがないじゃん。一人称を口にしない理由は突き詰めると二つしかない。一人称を口にするまでもなく世界を自分だと思っているか、発言の主体者を隠そうとしているかのどちらかだ」

　指を二本立てたレイジは、人差し指だけを残し、その指先を向けて言う。

「伝説的英雄王は、前者であるように考えられるが、目の前にいるあんたはまったくそれに相応ふさわしくない。世界が自分であるように思ってるやつは周りの人間の言葉になんて耳を貸すわけがないからな。では後者とするとこれまた矛盾する。王の中の王に自信がないなんてありえないだろ。だがその矛盾はこう考えればあっさり解消される。すなわち──アーサー王を演じてるやつだから自信がなく、自分を隠そうとしているってな」

　もちろん無意識に、と付け加えた上で、目を見開くアーサーに告げる。

「さっきも言ったけど、前例があったから予測できたことだぜ？」

　ポーレット・ボナパルトはナポレオン・ボナパルトとしてこの世界に召喚され。

　太たい公こう望ぼうとして召喚された彼女は、史実の上では男だった。

　そしてファウストは──

「……いやまあそれはとりあえずいいな。まあ太公望のほうはおいとくにしても、ナポレオンはかなりいいヒントになった。あとは仕草ね」

　再び胸を隠すように自身を抱きしめていたモルドレッドを指さし、言う。

「男女の性差は明確に所作に違いが出る。それは社会的なものだけじゃなく、肉体的な構造の差異が顕著だからだ」

「肉体的な構造の……」

「まあ普通の人間が見る分にはまず気づかない。知っている人間ソーシヤルハツカーからすりゃー死ぬほどわかりやすい違いになるけどな」

　だからレイジは最初からアーサーがアーサーではない可能性を疑っていたのだ。

　一通りの話を聞き、顔を俯うつむかせていたモルドレッドは、ぼそりと呟つぶやく。

「……なんて、凄すさまじい洞察力──」

　素直に感嘆し、感動を隠さないモルドレッドに、レイジは、

「はっはっは、だろー？　……ま、この程度ならあいつにもできるだろうけどな」

「……あいつ？」

　その問いには答えず、軽く続ける。

「さて俺のほうの質問は終わったから、今度こそそっちのお願いとやらを──」

　聞いてやってもいい。

　そう続ける前にがしりとレイジの手をとったモルドレッドは、

「恥を忍んで言おう……いや、お願い申し上げる……！」

　全裸であるにもかかわらず至近距離からまっすぐ見つめ、ただただ真しん摯しに言った。

「どうか、どうか──この国を救うために知恵を貸してほしい」








三章　最適ニートと王の中の王









　光を嫌う種族──〈幻魔族ストレーガ〉。

　その国が地下深くに造られたのは当然だったが、ことさら日の光を苦手とする種の中でも、クランレウ・シミシカはさほどそれを苦に感じていなかった。

　魔神器『かたわらの闇やみ』があれば大抵の光は低減できたし、仮に光を浴びたところで多少の痛みを感じるだけだったからだ。

　他の人たちが言う〝忌まわしい〟という感覚がわからない。

　痛みを疎うとう理由が、わずらわしさを遠ざける理由が、心地悪いという言葉の意味が。

　わからない。

　そのわからなさがレウにとっての〝はじまり〟だったのかもしれない。

『わからないことは知ればいい』

　誰かにそう言われ、特になにを思うでもなくそのための行動を取った。

　忌まわしさを知るために忌まわしいと思われる状況に陥おとしいれて観察し、あるいは自らその状況に陥おちいり感覚を研ぎ澄ます。

　そうしてわからなくても諦あきらめずに行動し続けた結果が──




「レウぅ？」




　不意に近くから何者かに顔をのぞき込まれて、レウは無意識に──いや、彼女の身に纏まとう魔神器『かたわらの闇』が鋭く反応した。

　黒布の一端が刃やいばのような形状をとり、のぞき込んできた者の顔を貫こうとして──かざされた小さな手にくしゃりと握り潰つぶされる。

　超硬度の刃物に変わっていたはずの魔神器を、柔やわらかな布のように扱った少女。

〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウスト──その《偉能レアルタ》メフィストフェレス。

　ゴスロリ姿に、冗談みたいに小さな羽をつけ、ときたまぱたぱたとそれを動かしてみせる彼女は、ぱっと手を開き、何事もなかったように笑顔で言う。

「今意識飛んでましたよぉ？」

「…………そんなことない」

　簡潔に答えたレウに、メフィストフェレスはいっそう笑みを深め、

「ならいいですけどぉ。せっかくのこの光景、見ておかないともったいないですからぁ」

　そう言いながら彼女が軽く指さした先。

　そこに広がっていたのは──滅びの風景だった。
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　建物という建物は崩れ、およそまともな姿で残っているものはいない。

　そこかしこで散発的に目にするのは、対立しあう勢力の、憎しみあう個人の、《大誓約魔法》下で合意のもと行われている争い。

　この世界に来る前より、そしてこの世界に来た後も続けられていた四大貴族による飽くなき闘争。その闘争の果てが、そこにあった。

「くっふふふふふっ、愉快ですねぇ、滑こつ稽けいですねぇ、素敵ですねぇ♪　人というのは、本当に、どこまでも──あ・さ・は・か♡」

　楽しそうに愉たのしそうにつまらなさそうたのしそうに。

　笑うメフィストフェレスの横顔を、レウは特になにを思うでもなく眺める。

〈幻魔族ストレーガ〉四大貴族の頂にして象徴である［高貴なる四血姫ノーブルブラツド］。

　その［四血姫］の一人である以上、彼女はこの事態を憂うべきなのかもしれない。

　レウを担ぎ上げ、一時は〈幻魔族ストレーガ〉そのものを支配しかけたこともある吸血鬼の一族もこの崩壊の中に巻き込まれている。

　そして、そのすべてを引き起こした《英雄》を喚よび出したのはレウだ。

　最低限の責任は感じて然しかるべきなのに。

（なにも、かんじない）

［四血姫］の中でもことさら異端な立ち位置にある《欠月の零姫ゼロ》クランレウ・シミシカは、自分の内側が真っ白であることに気づいて、またかと思う。

　周りと違うという直感。

　本来であればこうであるはずという想定。

　それがわかってなお、そうなれない自分という事実を突きつけられる。

　覚え慣れたその感覚に、彼女はいつものようにそうではない相手を想おもう。

（ご主人さま……）

　ホウバミレイジ。

　レウにとってかけがえのない、誰よりもなによりも大事な、すべてを与えてくれる人。

　彼は、レウが、あるいはファウスト──メフィストフェレスがこれからやろうとしていることに対して、どう感じ、どう想い、どう対処するのか。

　そのことを考えているときだけ、レウの胸の奥はたまらなく突き動かされて。

「──たのしそうですねぇ、レウ」

　なにげなくかけられたメフィストフェレスからの言葉。

　彼女が浮かべた、すべてをわかっているような達観した表情。




「望みは叶かなった？」




　簡潔なその問いに、レウはただ黙って俯うつむく。

　その反応を見るだけで、彼女にとっては十分だったらしい。

「──まぁそうですよねぇ、いえいえこの程度で満足されちゃうと困るんですよぉ。まだこの世界の真ほん実とうも知らないのに」

「…………どういういみ？」

　この世界の真実？

　ときおりこのイタズラな悪魔は不可解で意味深な言葉をさらりと交ぜてくる。

　レウの率直な問いに、彼女はふっと息を抜くように笑って言う。

「……わからないものを、わかろうとすること。わかった答えが、望むものでなかったときの、絶望」

　自じ戒かいを込めるように。あるいは、すでに起きた事実をただ述べるように。

　呟つぶやく彼女は、すでにレウを見ていない。

「知るという行為は、どこまでも尊く──残酷」

　虚うつろな瞳は彼女自身の過去を映し出すようで──

「……それは──」

「なーんて」

　不意に、その焦点がレウに合わされる。

「別に深い意味はありませんよぉ？　『書き手』の悪い癖ですぅ」

　そう言いながらくるくるとその場で回ってみせたメフィストフェレスは、

「わたしの心配なんてしなくても、レウの希望はちゃーんと叶かないますからぁ」

　そう言って目を細めると。

「というわけで──そろそろ〝みんなびっくり復活祭〟をやりたいんですけどぉ、いいですかぁ？」

　邪悪な笑みと共に答えなどわかっているかのように、確信を持って尋ねてきた彼女に。

　ほんの一瞬、最弱国の《誓約者ルーラー》を担う金髪の少女を思い浮かべたレウは、ゆっくりと口を開いた──。





　　　　◆◇◆◇◆






「なんだと!?」

　アーサーがレイジと共に湯ゆ浴あみをするよう要求されていた──使用人より耳にしたその情報は、一瞬でレイリスを激高の坩る堝つぼに叩たたき込んだ。

（なにを考えているあの劣等《英雄》……っ）

　もとより囚とらわれの身である自覚が欠けていると忌々しく思っていたが、これほどとは。

　どこの捕虜が捕らえた側の要人、それも《英雄》との湯浴みを望むと言うのか。

　身の程知らずにもほどがある。

　それに、なにより──アーサーは女だ。

　その秘密を他種族に知られることは、アーサー・ペンドラゴンという《英雄》にとって、ひいては〈竜闘族ドラゴーネ〉にとって十分に致命傷になりうる。

（阻止しなければ……！）

　その一心で大浴場へと向かったレイリスは、ついてきていた使用人をその場にとどめ、すでに脱衣場にアーサーがいないことに焦しよう燥そうを覚えつつ、浴場へと続く扉を開け放つ。

「アーサー！」

　湯煙で視界を閉ざされた中、聞こえてきたのは。




「──ん……ぁっ……くぅんっ……ぁあ──っ」




　女性の──喘あえぎ声。

　そうして目をこらした先、見えてきたのは、全裸で絡み合う男女の姿。

　湯船の縁に手をつき、立ち上がって顔を俯うつむかせているのは、アーサー・ペンドラゴンだ。

　透き通る肌に珠たまのような汗を浮かべ、懸命になにかを堪こらえるように体を震わせている。

　やや前まえ屈かがみになっているせいか、普段は布で押さえつけ、その存在を極力消されている形のいい乳房がはっきりと見て取れて。

　その乳房が、後ろから伸ばされた男の手によって揉もみしだかれている。

　男にしては細く、美しくも見える指が、乳房の先端をつまみ上げて。

「ぁ……ん……っ」

　よく見れば、男の反対側の手は、湯船の中──アーサーの局部に伸ばされているようで、水面が揺れるたびに、アーサーは耐えがたい感覚に身を震わせている。

　そうして、その動きがゆっくりと、大きくなっていって。

「っんっ──あぁぁっ！」

　一際大きくなった嬌きよう声せいと共に顔をあげたアーサーは頰ほおを赤くし、凛りんとした普段の彼女からは想像もつかないような、女の悦よろこびに気づかされたとろけた表情をしていて──

「ん？　《誓約者ルーラー》さん？」

　不意にかけられた声。

　間が抜けたようにも聞こえるその声と共に、女性──アーサーを解放したレイジが、生まれたままの姿でそこにいることをあらためて目の当たりにし。

「──っ」

　反射的に目をそらしたレイリスは、遅れて声を張り上げた。

「い……今なにをしていた！」

「なにって、まあ見ての通り、本当に女かどうか確かめてただけだけど？」

　そう言いながら、膝ひざをつき、くたりと湯船の縁に肉体を預けているアーサーを軽く親指でさし示して。

「そういや、〈竜闘族ドラゴーネ〉の魔力溜だまりって逆げき鱗りんとか言われてるんだっけか。興味あるな。あんたも交ざる？」

　その軽薄な言葉。

　なにより──へらへらと笑いながら立つ彼と対照的に、汗ばみ、肉体を紅潮させ、ぐったりとしている〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》の姿に。




「──踏み越えたな」




　ざわり、とレイリスの纏まとう空気がささくれ立ち──

「お？」

　次の瞬間起きたことを、レイジは認識できなかった。

　気がつけば正面、十数歩は離れていたはずの〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》が、いつのまにかすぐ横、手を伸ばせば届くような距離にいて。

「……へえ」

　自らの《英雄》をその背にかばうように立つレイリスは、数瞬前と明確に違っていた。

　アメジストの瞳は鋭く縦に細められ、斬きれ味鋭い刃やいばを連想させる銀に変わり。

　血を連想させる赤い髪は、よりいっそう鮮やかに艶つやめき、ひとりでにほどかれて激情を示すかのごとくざわざわと波打っている。

　心なしか禍まが々まがしくねじくれて見える角つのに、明らかに鋭く長く伸びた爪つめ。

「もしかしてそれが『竜りゆう神じん白びやつ化か』ってやつ？」

　どこまでも軽いレイジの言葉を無視し、レイリスは低い姿勢を取って言う。

「貴様は──越えてはならぬ一線を踏み越えた」

　脅おどしつける声。口元からのぞく鋭い犬歯を隠すこともせず、好戦的な笑みを浮かべた〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》は。

「その命をもって償──」

「ま──待て……！」

　思わぬところからかけられた、制止の声。

　いまだ腰が砕けたままらしく、立とうとするもののなかなか立てず、膝ひざ立ちの姿勢のままふるふると手をあげるアーサーに、レイリスは訝いぶかしげな眼まな差ざしを向ける。

「なぜそなたが止める、アーサー。この暴虐者はそなたを……その、は、辱はずかしめて──」
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「ち、違う……」

「違う……？」

　問い返され、きちんと話そうと身体からだを起こし、呼吸を整えるように息を大きく吸ったアーサーは、その拍子に後ろに倒れそうになり──

「ん」

　さりげなく後ろに回りこんでいたレイジに支えられ、

「あ……」

　自分があまりにも無防備な姿であることに気づき、顔を赤くしながら慌てて胸元を隠す。

「……か、感謝する……」

「いやいや」

「アーサー……」

　なんだそのやりとりとばかりにジト目で見てきたレイリスに、アーサーはあらためて「違うのだ」と、今度は凛りんとした口調で言って。

「これは……その、わたしが自ら望んだことなのだ」

「アーサー自らが望んだこと……!?　そこの下げ種すな《英雄》に肉体を弄もてあそばれることが!?」

「も、弄ばれ？　──ち、違う！　いや、必ずしも違うとは言えないかもしれないが……」

「…………」

「ま──そ、その目はやめてくれ！　違う！　ちが──ぁんっ、ちょ──な、なぜ今胸を触ったホウバミレイジ！」

「いやー俺そっちのけで話進めるからさ。あと俺がそれ自由にできるってことちゃんと知ってもらったほうがいいかなって」

「このタイミングでそんなことをすれば誤解しか……」

「んー？　誤解ってなんのー？」

　にやにや。

　そうして、なにをどうすればどのように曲解されるか、完かん璧ぺきに計算した上でのレイジの言動に、さんざん二人が振り回されたあとで。

　アーサーはやっとその言葉を口にすることができた。

「わたしは〈竜闘族ドラゴーネ〉を救う代だい償しように、この男の専用使用人となったのだ！」

　文字通り一糸纏まとわず、なにも隠すことなくそう告げたアーサーに、レイリスは驚きよう愕がくする。

「な──なにを言って──」

　アーサーがレイジの専用使用人？

　いやそれよりも。

「〈竜闘族ドラゴーネ〉を救う……だと？」

　それは。

　その事実は、決して他種族に話していいことでは──

「〝賢者は話すべきことがあるゆえ口を開く、愚者は話さずにはいられないゆえ口を開く〟──って俺らの世界の賢い誰かさんが口にした言葉があるんだけど、あんたの知るアーサーは、話さずにいられないから口を開くタイプ？」

「────違う」

　アーサー・ペンドラゴンが口を開くのはそれが必要だから。

　そう静かに認めたレイリスは、最後まで真剣な表情を浮かべていたアーサーに気づき、ぐっと堪こらえるように口を閉ざした。





　　　　◆◇◆◇◆






「……《大誓約魔法》成立以降、国としての体裁をとれた六種族の中でもっとも追い込まれていたのは、なにをかくそう〈竜闘族ドラゴーネ〉だ」

　すべてを告白するように、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサーは言う。

　彼女が〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》より伝え聞き、彼女自身も確信した事実を。

「《万象の楽園この世界》に辿たどり着ついた〈竜闘族ドラゴーネ〉が建国に選んだこの地は、単に元いた世界に近い環境だったからではない」

　フライグ大陸北。険しい山間部で、翼を持つ種族でも侵入が難しい自然の要よう塞さい。

〈竜闘族ドラゴーネ〉がこの地を拠点と決めた本当の理由は。

「他種族からあらゆるものを奪うことを前提としてたから──だろ？」

　あっさりとそう続けたレイジに目を見開いたのは、黙って聞いていたレイリスだった。

「な──」

「『竜神白化』、あんたがさっき使いかけた力を見ればわかるじゃん。あんたら〈竜闘族ドラゴーネ〉は闘うことで進化し、闘うことに特化した種族だ。非常時のみ肉体そのものを変化させ、耐久性、運動性を大きく跳ね上げる。ちなみに平時からそうしないのは、変化したあとの姿だと燃費その他の面から非効率極まりないから、ってとこか」

「なぜ……そんなことまで……」

「そんなもん見たら一発だろ」

　肩をすくめたレイジは、変わらず適当な笑みを浮かべたまま言う。

「そもそも俺を拾ったのも上空警戒中、つまり地上よりはるかに厳しい環境下だ。〈神翼族エルブランシユ〉と違って魔力を纏まとってるわけでもない以上、あんたらのその身体機能は俺らと大して変わらない。なら、それ専用の特別な手段が必ずある」

「それが『竜りゆう神じん白びやつ化か』だと……」

「ま、実際に見るまでは、あくまで限りなく確からしい推測だったけどな。いやーあんたに使いかけてもらって助かったわ」

　その言葉。一瞬まじった鋭い眼まな差ざしに、レイリスは思わず呟つぶやく。

「まさか──それを確認するためだけに、わざと我を怒らせた……？」

　そのためにアーサーの肉体を弄もてあそぶような真ま似ねをした──。

　レイリスの呟きに、アーサーもまたそういうことかと言わんばかりに声を失っていて。

　そんな二人の反応すらわかっていたとばかりに、ニートはさらりと言う。

「さー？　ただ触りたかっただけかもしれないぜ？　男装女子ってそれだけで可愛かわいいし」

　へらへらと笑う彼からその真意を窺うかがうことはできない。

　けれど、ただ触りたいから触ったというなんの根拠もない言葉より、自らの仮説を実証するためだったと考えるほうがはるかに彼らしい。

　なにより。

「これが劣等種……〈隷人族インフイルマ〉をまとめあげた手腕か……」

　苦々しく呟いたレイリスに、さりげなく笑みを深めたレイジは、適当そうに言う。

「で、続きは？　他種族から奪うのが前提だった〈竜闘族ドラゴーネ〉は《大誓約魔法》のせいでなんも取れなくなって困こん窮きゆうしてたってだけの話？」

「それは……」

「……そんな単純な話ではない」

　言いよどむアーサーから引き継ぐように、レイリスが吐き捨てるように語った。

　──単純に闘う力では全種族最強。

　それは決して〈竜闘族ドラゴーネ〉の傲おごりではなく、［七滅戦セブンス］を通しての確かな事実だった。

　七度世界を滅ぼすまでの戦いとされる［七滅戦］において、六度までは〈神翼族エルブランシユ〉によるものだったが、〈神翼族エルブランシユ〉が世界を滅ぼすまでの戦いをしなければならなかったのは、〈竜闘族ドラゴーネ〉が抵抗し続けられたからだ。

〈神翼族エルブランシユ〉は確かに六度世界を滅ぼしたが、〈竜闘族ドラゴーネ〉を滅ぼすに至っていない。

　どころか、近視眼的な観点においては、〈竜闘族ドラゴーネ〉は〈神翼族エルブランシユ〉に闘いで敗れたこともないとされていた。

「それはなにも〈竜闘族ドラゴーネ〉のみに語り継がれていたものではない」

　祖先を讃たたえ、自種族の誇りを抱かせる──そんな陳腐な手段ではなく。

「種族としての最強が〈神翼族エルブランシユ〉であるのは全種族共通の認識……同様に闘うことそのものにおいて、〈竜闘族ドラゴーネ〉もまごうことなき最強って？」

「……そうだ」

「なるほどねー。で、その最強の意味をはき違えたあんたら〈竜闘族ドラゴーネ〉は、《大誓約魔法》成立を認めちゃったわけだ」

　適当極まりない口調で突きつけられた鋭い指摘。

　反論したいのに、できない、という表情のレイリスの代わりに、アーサーが尋ねる。

「最強の意味をはき違えた、とは……？」

「そのままの意味だけど？」

　軽く肩をすくめながら、レイジは遠くの壁──《六面魔法体キユーブ》のあるあたりを見て言う。

「［七滅戦セブンス］によってだいたいすべての種族が大損害を受けた。この損害の程度は各種族でそれほど隔たりがない……少なくとも各々はそう思った。だからこそ〝もうこんなのはごめんだ、限定的不戦協約を作ろう〟ってなったわけだろ？」

　自種族の被害は少ないと思っていれば、《大誓約魔法》の作成に同意する必要はない。

　重要なのは魔法の使える全種族がその作成に同意し参加したというところにあるのだ。

「まあその成立過程には疑問の余地があるけどな。いずれにせよ、各種族は思ったはずだ。〝こんなものは我が種族が覇権を取るにあたってなんの障害にもならない〟ってな」

　当然だ。《大誓約魔法》がある限り、自種族は覇権が取れない──そういう自覚がもしあったのなら、その種族は《大誓約魔法》を作るのに反対、ないし参加することを拒否すればいいのだから。

「じゃあ具体的に〈竜闘族ドラゴーネ〉はどう思ったのか？　〈竜闘族ドラゴーネ〉は〈神翼族エルブランシユ〉や〈森霊族エルフ〉ほどではないにせよ、種としての寿命が長い。肉体の強度は先にあげた『竜りゆう神じん白びやつ化か』を持ち出さなくとも高いし、山間部で採れる作物、牧畜等にも限界があるこんな厳しい環境下を平気で選んじゃう時点で精神力にも超自信がある。〝よし、〈竜闘族ドラゴーネ〉は［七滅戦］で被こうむった被害をいち早く挽ばん回かいできる。その上で限定的に残った闘い、《誓約戦争》を利用し、闘いにおいて最強の〈竜闘族ドラゴーネ〉が世界を征せいす〟──あんたらの祖先は大方こんなふうに考えてたんだろうなー。それが明白な考え違いであることにも気づかないで」

　薄い笑み。

　そこに込められた意味を読み取ってなお、レイリスは激高したりはしなかった。

　それどころか、沈痛な面持ちで、悔かい悟ごを嚙かみしめるように言う。

「……その、通りだ」

　闘いにおいて優れる種族は闘いをしてこそ意義がある。

　その本当の意味を、闘わずにすごすことのなかった彼らは知らなかった。

「《大誓約魔法》によって著しい制限の課された状況での戦闘は、我らにとって致命的な枷かせとなった。……我らは気づかなかったのだ。〈竜闘族ドラゴーネ〉にとっての闘いの真の意味を」

〈竜闘族ドラゴーネ〉にとっての闘いの意味。

　それは。

「人の生き死に。生きるか死ぬかの瀬戸際において、あんたら〈竜闘族ドラゴーネ〉は最大限力が発揮できる」

「────」

「今のも別に難しくないだろ。《大誓約魔法》が《誓約戦争》においてなにを禁じたのかを考えりゃすぐわかる」

　他者を害する行為を禁じた《大誓約魔法》。その誓約を限定的に解除する《誓約戦争》においても、相手を死に至らしめることだけは頑かたくなに制限された。

「まあ生き死ににかかわらず、常から闘うことが生いき甲が斐いみたいな連中からすれば、《誓約戦争》時のみそれが許されるとか苦行以外のなにものでもないんじゃね」

　レイジの言うとおり、〈竜闘族ドラゴーネ〉にとって闘いが許されず、許されたとしても極めて限定された条件下という《大誓約魔法》施行後の世界は常に拷問されている状態にも等しい。

　やりたいことができない状況。

　戦闘ではない戦闘。どうあっても力を出し尽つくせず、鬱うつ屈くつとした状況。

　そんな不満以外のなにものでもない状況が何年も何十年も続けば──

「ああもなるよなー」

　ニヤリと笑むレイジが意味深に視線を外へと向けて。

「な──そこまで……!?」

「いや待てアーサー！　これはこやつの手で、我らの反応からカマをかけているだけだ！」

「お、賢い」

「ふん、これだけ繰り返されれば誰でも──」

「でも残念。今回はバッチリわかっちゃってるんだわ」

　確信に満ちた笑みが「は？」という顔になるのを見た上で、レイジはさらりと言う。

「民全体に蔓延する極度の無気力状態。それがあんたら〈竜闘族ドラゴーネ〉が直面してる最大の危機だろ？」

「────」

「はい、正解」

「ぐ……っ、貴様っ」

「冗談だよ冗談。あんたがいい反応してくれるから思わずからかっちゃうわー」

　遠慮なく笑うレイジに、レイリスは沸き立つ怒いかりを抑えようと懸命に自身を律する。

　その様子もまた楽しいとばかりにレイジは、あくまで世間話のように続けた。

「〈竜闘族ドラゴーネ〉がそうなってる可能性は、あんたらの特性と《大誓約魔法》について訊きいたときから思ってたことだったからな。〈解放者〉の国テイステルに流れてきた〈竜闘族〉の国アルガロン出身の〈隷人族インフイルマ〉からも訊いてはいたし、あんたらの様子見て、使用人から話聞いて、あの部屋から街の様子眺めたらああやっぱりなってなるじゃん？」

　片手にスマホを取り出したレイジは、望遠機能を使って撮った街の様子──不自然に人が少ない大通り、俯うつむきながら歩く人々の写真を表示しながら言う。

「全力を尽くせないという事実は、全力を尽くそうとすること自体が無駄だという考えに容易に直結する。全力を尽つくすのが無駄である以上、手を抜くようになり、やる気が出ないというのが常態になる──典型的な無気力症候群の症状だ。無気力症候群は勝ち負けへのこだわりが強いやつが陥おちいりやすい。生死をかけた闘いに強い執着心、文字通り生いき甲が斐いだった〈竜闘族ドラゴーネ〉がかかるのは当然っちゃ当然だなー」

　国全体が無気力症候群に陥った〈竜闘族ドラゴーネ〉。

　その被害は甚大、というレベルではなかった。

　ただでさえ低い出生率は絶望的に低下し、種族全体で労働意欲の減退、余暇を楽しむ気力も失われ、なんのために生きているのかとすら問いかけられない状態にまで至り──

「他国の《英雄俺》に知恵を借りるまで追い詰められたわけだ」

　そう結んだレイジに、レイリスもアーサーもなにも言わない。

　俯うつむき、押し黙り。

　けれどそれではなにも変わらないと気づいたように、レイリスが静かに言う。

「［誓約議会オーソリテイ］で……貴様が発した〈隷人族インフイルマ〉解放宣言」

「ん？　ああ、あんたらがいち早く実行してくれたやつな」

「あれは下等な〈隷人族インフイルマ〉など不要──と判断したからではない。働き手そのものを必要としないほど、国としての機能が停滞していたからだ」

　誰も使わない公共施設に意味はなく、当然そこで働く者も必要ない。

　生産性のない国に未来などあるわけもなく、〈竜闘族ドラゴーネ〉は真綿で首を絞められているようにゆっくりと死んでいっている──。

「だろうな」

　苦渋の告白に一言で返すレイジにも表情を変えず、レイリスは訥とつ々とつと続ける。

「《大誓約魔法》成立直後から、このような状態であったわけではない……時の為政者──《誓約者ルーラー》は、どうにかそうさせまいと、閉へい塞そく感を打破しようと、努力をし続けて……」

「結果これ、と」

　過程とかどうでもいい。

　そう断じたレイジに、アーサーがさすがにそれはないと口を挟もうとして。

「ま、そういうもろもろ全部知って俺はここに来たんだけどねー」

「え……？」

「いやいや言ったじゃん。フィレンタニアから狙ねらってここに落ちてきたって」

「──なっ」

　その話を聞いていなかったレイリスが狂人を見るような眼まな差ざしを向け、すでに聞いていたアーサーは、その先へと思考を進める。

　レイジは〈竜闘族ドラゴーネ〉の窮きゆう地ちを知っていてわざわざ落ちてきた？

「……！　では──」

　最初から〈竜闘族ドラゴーネ〉を救うつもりで──




「いやー国民全員無気力無活性ってようするにそれ種族全体がニートってことじゃん？」




「……………………は？」

　種族全体が、ニート……？

　呆ほうけるアーサーに、レイジはこの上なく嬉うれしそうに笑って言った。

「そんなのニートオブニート、エリートニートの俺が行かなかったら噓うそだろ！」

　ずっと行こうと思ってたんだよねーと、まるで旅行気分で続けたレイジは。

「ま、そのついでに話くらいは聞いてやるよ。話聞いたからってやるとは限らんけど」

　まったく悪気なく笑う。

「なにを……言ってるのだ……この男は……」

　レイリスが怒いかりと困惑と驚きよう愕がくをない交ぜにしたような声で言う。

「こ、こんな男が……こんな男に……アーサーは……」

「レイリス」

　それ以上続けなくていいとばかりに首を横に振ったアーサーに、レイジがにやりと笑う。

「おやぁ？　《誓約者ルーラー》さんはご不満かな？　というか──」

　言いながら、隣のアーサーを抱き寄せ、遠慮なく胸を揉もむ。

「ぁ……っ、……んんっ」

　そうして漏れてしまう嬌きよう声せいを堪こらえるように、自分の指を嚙かむアーサーに顔を近づけ、レイジはいかにも好き勝手にしている様子を見せつけながら言う。

「ご自分の《英雄》を俺が自由にしていることが勘弁ならない？」

「き──貴様ぁああ！」

　瞬間的な激げき昂こう。

　服を着たまま湯船に突っ込まんばかりのレイリスに──

　レイジは人差し指を突き出す。

「……、…………？」

《運命力》皆無であるレイジにできることがあるとも思えない。

　まごうことなく、なんの変哲もない、ただの人差し指。

　それを、突き出された──？

　あまりにも突拍子のない行動に、レイリスは目を細め、訝いぶかしみ、口を開こうとして。

「こうされると、指先に注目せざるをえないだろ？」

「……？　それが──」

「なんのための行動なのか、どういう意味があるのか──考えるよな」

　言いながら、もう一方の手でスマホを手にしたレイジは、そこに表示していたタイマーをぴったり七秒で止めてみせていて。

「怒いかりの感情は六秒ないし七秒でピークを過ぎる。つまりそのあいだに意識を感情から逸そらさせると怒りそのものを抑え、打ち消すことができる。事実、あんたはもう理性のタガを外すほどの怒りを俺に感じてないだろ？」

「────」

「突発的かつ意味不明な行動で意識を感情ではなく理性に移させ、相手をこちらの思い通りにコントロールする。これは別に魔法でもなんでもない。知識と合理性の理解で為なすただの詐技術術だ」

　言葉と仕草、なにより観察と思考で相手を完全に掌握する好ましき隣人ソーシヤルハツカーは、完全に圧倒されるレイリスとアーサーを前に冷笑と共に言い、

「ま、それはそれとして」

　へらっと笑うと、なんの気もなさそうに再度レイリスを指さす。

「確認したかったんだよねー」

「……確、認？」

「この状況であんたが無意識になにに注目し、どういう感情を発はつ露ろするのか」

　言いながら立ち上がったレイジは、アーサーを解放し、湯船からもあがる。

「ふぃーいい湯だったわ」

　そう口にする彼は、なにも隠さず堂々とレイリスの前に立っていて。

「──」

「はい目そらした」

　いつの間にか息も吹きかかるような至近距離にまで近づいていたレイジに、無意識に顔をそらし、目の前の裸体から逃れるようにしていたレイリスは気づけなかった。

「なに──」

　を言っているのか。

　そう言い終わる前に。

「タッチ」

　レイジの手はなにもないようにしか見えないレイリスの胸を触っていて。

　その手がふにょりとした柔やわらかな感触を得たことに。

「っ!!」

「──あいてっ」

　声にならないレイリスの悲鳴と、バチリという《大誓約魔法》の絶対防御魔法の発動はほぼ同時だった。

「あーいて。わかっててもいてぇもんはいてぇな」

　手をふりふり、気だるげにそんなことを口にしたレイジは、そのままへらっと笑う。

「ま、でも──やっぱそうだったな」

「な……、ぅ……、……」

　胸を触られた。女だとバレた。

　恥ずかしさと焦り。

　そしてなによりも。

「なぜ……なぜ……」

　女だとわかったのか──。

　そう言いたげなレイリスに、レイジは小首を傾かしげ、薄く笑って。

「あんた〈竜闘族〉の《誓約者》じゃなくて、巫女だった妹のほうだろ？」

　それ以上に衝撃的な真実を、口にしてみせた。





　　　　◆◇◆◇◆






「同じやりとりすんのめんどいから先に言うけど、気づいた理由はアーサーが〝レイリスが《英雄》を嫌っている理由〟について話したときな」

「わたしの……？」

　レイジに冷たく当たってきたレイリス。

　そのレイリスをフォローするように、アーサーが話していた過去。

「《英雄》召喚での事故。あの事故の話で、なぜ〈竜闘族〉の《誓約者》が男だって偽ってるのかがわかった。ついでにアーサー──モルドレッドが喚ばれた理由も」

　それは、つまり。

「ああ、もしかして〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》がなんで女だとわかってたかって話も必要？　アーサー──モルドレッドのときにしたのとほぼほぼ同じなんだけど、元々男として育てられたモルドレッド以上にあんたの仕草めっちゃ女だからね？」

　生来の肉体的な根拠は元より、女性として生きてきたという社会的な根拠まである彼──いや彼女は、モルドレッド以上にわかりやすい。

　そして。

「つーか、喚よび出されたアーサー《英雄》が男装女子な時点で真っ先にそこ疑うしな。まあそこは卵が先か鶏が先かってところだけど」

　さらりとそう続けたレイジに、ずっと目を見開いたままだったレイリス──いやレイリスの妹である彼女は、いっそ皮肉るように力なく笑って。

「本当に……なんなのだ貴様は……」

「よく言われるなそれ。その度に言うのめんどくせーんだけど、ただのニートだよニート」

　やりたくないことはやらない、やりたいことだけやる、たまに気まぐれも起こすニート。

　そんなレイジの言葉に、彼女は再度柔やわく、なにかを諦あきらめたように笑い。

「……気まぐれか……ならば今から我が話すこともただの気まぐれだ」

　静かに、語る。

　──〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》レイリス。

　本物の彼は、民や臣の先頭に立ち、そのためだけに働く素晴らしい為政者だった。

《大誓約魔法》成立以降、〈竜闘族ドラゴーネ〉全体に蔓まん延えんする絶望の病。

　この大問題に対しても、精力的に対策案を考えだし、試行し続けた。

《誓約戦争》が《英雄戦争》に変わった当初、〈竜闘族ドラゴーネ〉はあえて《英雄》を使わないという策をとったのも彼の発案によるものだ。

　他種族から無謀と嘲あざけられたこの施策にも当然意図がある。

「我ら〈竜闘族ドラゴーネ〉にとって、敵は強大であれば強大であるほどよい！」

　別世界から召喚した《英雄》の尋常ならざる《運命力》と《偉能レアルタ》は並の種族では到底太刀打ちできない。

　そんな強すぎる相手だからこそ、〈竜闘族ドラゴーネ〉は闘争の火を灯ともらせ、命を燃え上がらせることができる──。

　だが、その目もく論ろみも《英雄》たちの大半が局地的な闘いのみにその存在価値を見いだすのではなく、もっと大局的な視野に座していたこと、そして仮に局地的な闘いを好んだとしてもあまりの力の差に闘い以前の形になってしまうことによって崩れた。

　なにより、《英雄戦争》は互いの種族に要求があり、その要求の下に話し合いでは折り合いがつかない結果行われる。

　つまり、《英雄戦争》に負ければ、〈竜闘族ドラゴーネ〉にとって譲れないなにかを奪われるのだ。

　個別の闘い自体を重要視し、戦争には負け続けるという形は、種族全体に多大な負担を強いることになる。

　ほどなくして、レイリスも《英雄》召喚という選択肢をとらざるをえなくなり──

「我……私が、召喚の儀を執とり行うことになった」

　ぽつりと、レイリス──レイリスを騙かたっていた双子の妹レイリアは言う。

　異世界の《英雄》を招く召喚の儀式は、各種族当代一人の巫み女こによってのみ行われる。

　その力を継承していたのが自分であることに、レイリアは奮い立った。

　彼女は偉大な兄を誰よりも尊敬し、その役に立ちたいと常々から願っていたからだ。

　召喚には複雑な儀式が必要とされる。

　だが、自分には偉大な兄とまったく同じ血が流れている。

《英雄》の召喚など造作もない──

「……それがとんだ勘違いだとも気づかずに」

　吐き捨てるような言葉と、強烈な自じ嘲ちよう。

「レイリア……」

　当時を思い出したのか、角つのを震わせ、強く強く唇を嚙かみしめたレイリアに、アーサーがそっと寄りそう。

　そんな二人の痛ましい姿に特に同情するでもなく。

「で、具体的にはどういう事故だったわけ？」

　レイジのその問いに、レイリアの代わりにアーサーが言った。

「……魔力の過剰供給による、召喚陣の暴発だ」

「あーあれって暴発とかするんだ」

「異世界からの《英雄》を招くにあたって必要な魔力は莫ばく大だいなものとなる。それらの瞬間的な放出が困難である以上、術者が事前にため込む形で用意しておくのだが……」

　何度も確認したはずの貯蔵魔力は、なぜかレイリアの想定したものより多くなっていた。

　そのことに気づいたときには、すでに召喚の術が起動したあとで。

「本来なら術者が死ぬところを《誓約者ルーラー》のレイリスが間一髪かばったことであんたは一命を取り留めたと。じゃやっぱその入れ墨の下の傷ってそのとき負ったものか」

　レイジが指さしたのは、レイリアの額ひたい。

　その部分を手で覆うようにした彼女は、顔を俯うつむかせたまま訥とつ々とつと語る。

「……レイリス兄様は、万が一に備えてはじめから儀式に付き添ってくださっていた。私はそんな必要はないと強がりを言って…………、……本当に……愚おろかで……っ」

「んーと、そのレイリスはどうやってあんたに《誓約者ルーラー》譲ったわけ？」

　感傷をぶった切ってるとしか思えないレイジの言葉に、再度アーサーが言う。

「……《誓約者ルーラー》の権限委譲は、《誓約者ルーラー》自身と譲り受けるものの同意さえあれば、通常の契約と同様に執とり行われる」

「いやそれは知ってる。具体的にあんたの兄はなんて言って譲ってきた？」

「──！　それはっ」

「アーサー」

　無神経さをとがめるような口調のアーサーを押しとどめ、レイリアは続ける。

「こんなやつに気遣われるほうがむしろ侮ぶ辱じよくされているように感じる」

　そうして睨にらみつけるようにレイジを見て言う。

「〝〈竜闘族ドラゴーネ〉を頼む。レイリアが気に病むことは一切ない。どうか愚かな兄のようにはならないでほしい。すまない〟──それがレイリス兄様の残した最後の言葉のすべてだ」

「んで、あんたは偉大な《誓約者ルーラー》だと思ってた兄になりすまし、今までレイリスとしてやってきたと」

「……そうだ。もちろん私がレイリス兄様のような素晴らしい《誓約者ルーラー》になれるとは思っていない。だが、危機に瀕ひんす〈竜闘族ドラゴーネ〉の民のためにも兄様の遺志を継ぎ、可能な限り近づく必要がある。だから──」

「なるほどねーすごい秘密知っちゃったわ」

　言いながら、再びスマホを見せた彼は、ＲＥＣ録音状態を解除し、再生ボタンを押して、レイリアの声で語られている一連の事実を確認させる。

「は──!?」

　魔法のような技術。

　そしてそれ以上にレイジの浮かべた表情に、レイリアの背中に冷たいものが伝う。

　まずい。この〝やっべ、この情報どう拡散したら一番楽しめるかな？〟と顔に書いてあるような表情は絶対にまずい！

「うーん、〈竜闘族ドラゴーネ〉のみんなに知ってもらうかねー？」

「な──」

　ただでさえ追い込まれている〈竜闘族ドラゴーネ〉が、この上そんな大スキャンダルにさらされたら──と思いかけて。

「き、貴様は囚とらわれの身だ！　この城から出ることはできない！」

　そうだ、《大誓約魔法》の下に結んだ契約がある──。

「と思うじゃん？　はいここで契約内容を思い出してみよっか。俺が結んだのは【許可無くここレイグリシス城から出ない】ってものでした」

　そう、その代わりにこの城で一番いい部屋をあてがうというもの──

「だけじゃないよなあ？」

　レイリアの思考を読んだかのように、ニートは悪い笑みを浮かべる。

「【俺の指定した専用使用人を一人よろしく】【使用人は絶対服従】この二つ覚えてる？」

「そ……それが、どうした」

　確かにレイジは追加でそれらの要求も通してきた。

「はい、じゃあもう一度さっきの条件に立ち返ってみよう。俺は【許可無くここレイグリシス城から出ない】。そう、許可が無い限りここから出ることはできないわけだ」

　裏を返せば、許可さえあれば城から出られる。

　もちろんその場合許可を下すのは契約相手であるレイリアやアーサーとなるわけで。

「ふん、そんなもの私たちが下すわけが──」

「【使用人は絶対服従】」

　ニヤニヤと笑うレイジが見るのは、青ざめた表情の〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》で──。

「なあ、俺専用使用人？」

　最低最悪ニート《英雄》の言葉に、アーサーモルドレツドはカムランの戦い生涯の最後以来、はじめて膝ひざをつき天を仰ぎたくなった。








四章　ニート、転がす









「では──第一回『四種族同盟会議』をはじめていきましょうか」

〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》アエル・アウラが、腰までの長い紫の髪を揺らし、柔やわらかく微笑ほほえむと、その場にいるすべての者がいっせいに顔をあげる。

　浮遊大陸フィレンタニア。〈神翼族エルブランシユ〉の最高意思決定機関エルティロイ神殿。

〈神翼族エルブランシユ〉の技術の粋を集めた天魔石製の上下移動装置を使い、最上階近くの階層に設しつらえられた静せい謐ひつな会議場に集ったのは、ありえないほど豪華な顔ぶれだった。

　つい最近どこかで見たような円卓を囲み、入り口より最も遠い位置に座るのは、

〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》アエル・アウラとその《英雄》ジャンヌ・ダルク。

　そこから時計回りに──

〈獣妖族ベステイア〉《誓約者ルーラー》テリシネとその《英雄》ナポレオンポーレツト・ボナパルト。

〈解放者〉《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリン。

〈海精族シーレーナ〉《誓約者ルーラー》セイレ・ユーフォニアとその《英雄》太たい公こう望ぼう。

「あはっ、あらためて見ても壮観だねぇ♪」

　集った面々が面々だけに、重苦しくなりそうな中、派手な桃色の髪の少女──太公望が朗らかに笑って言う。

「四種族ぜーんぶの《誓約者ルーラー》と《英雄》がちゃんと集まるなんて」

〈神翼族エルブランシユ〉〈獣妖族ベステイア〉〈海精族シーレーナ〉、そして〈解放者〉。

　四種族同盟を結んだ種族の《誓約者ルーラー》と《英雄》──すなわち種の最高権力者がこの場に集っていた。

　……一部を除いて。

「リョーちんリョーちん、あきまへんえ。全部はちごてますやろ」

　太公望の隣に座る艶なまめいた女性、〈海精族シーレーナ〉《誓約者ルーラー》のセイレが、やんわりと微笑みながら斜め前──〈解放者〉の席を見て言う。

「《英雄》はんのおらんところもあるんやから」

「ぁ～そぉだった、ごめんねーティファティファ」

　両手を合わせて、いかにも申し訳なさそうに謝る太公望。

　あくまで笑顔だが、目は笑っていない彼女のその表情が意図するところは明白で。

（……主導権争い）

　ティファリシアは太公望の視線を無表情で受けながら思う。

　四種族同盟とある以上、同盟を結んだ種族は対等の立場──などと考えている者はこの場には一人も存在しない。

　同盟は同盟外の相手と対立するときだけ結束するのであって、それ以外のときは内部での競争が必須になる。

「確かに」

　太たい公こう望ぼうの言葉のあとを引き継ぐように、大きな狐きつね耳と九本の尻尾しつぽが特徴的な金髪の美女──〈獣妖族ベステイア〉《誓約者ルーラー》テリシネも言う。

「四種族同盟と銘打つ以上、その長おさ……《誓約者ルーラー》と《英雄》が一堂に会すことに強い意味があるとウラは考える。特にこの会合は初顔合わせ……文字通り顔を合わせることにその本懐があると思うのだが」

「ぉお～もっともっぽぃことゆーねぇ。さすがはテリテリ。前《誓約者ルーラー》エドラスエドエドとは違ぅな～」

［犬桜ペリート］［猫楓コーシカ］［狐蓮ルナール］［兎欄クニークルス］［羊杏シヤーフ］の異なるルーツを持つ五種連合によって成り立っている〈獣妖族ベステイア〉。

《誓約者ルーラー》はその五種の長が持ち回りで務めることになっているのだが、前任者である［猫楓］種の長エドラスが失態を犯し、任期途中で免職に追い込まれたため、その前の《誓約者ルーラー》である［狐蓮］種の長テリシネが返り咲くこととなった。

「《誓約者ルーラー》が変わるのはウラら〈獣妖族ベステイア〉の宿命。速やかな理解をウラは求める」

「それはもちろん♪　……デモデモぉ、正直意外だったカナ～。テリテリってナポレオンちゃんと相性ょくなぃって思ってたカラさー」

　あくまで軽口でテリシネのすぐ隣にちょこんと座る、幼い容姿と裏腹の強い存在感を放つ赤髪の少女──ナポレオン・ボナパルトを見る。

「ふふ、愉快なことをおっしゃいますのね。相性、だなんて」

「ぇえ～、相性は大事だょー。ぁたしたちはそこのところバッチリだもんねーセイレ」

「せやなぁリョーちん」

　顔を見合わせ、ニコやかに笑う〈海精族シーレーナ〉の二人は、そうして言う。

「少なくとも《英雄》と《誓約者ルーラー》がお互いに主導権を奪い合おうとする──そんなことはありしまへんなぁ」

〈獣妖族〉はそうであるとばかりに告げられて。

「……なにか不思議な誤解があるようですわね」

〈獣妖族ベステイア〉《英雄》ナポレオンは小首を傾かしげながらさらりと応じ、

「というより、言いがかりに近いとウラは考える。無論、前任者エドラスが〈海精族シーレーナ〉に行ったことを思えば言いがかりをつけたくなるのもわからなくはない」

「えぇ～言いがかりだなんてそんな──」

「ちなみに」

　太公望の言葉を遮さえぎって、テリシネはあくまでやんわりと言う。

「エドラスが〈海精族シーレーナ〉に仕掛けた《英雄戦争》。あれはウラが《誓約者ルーラー》であっても仕掛けたであろう」

　直近の〈獣妖族ベステイア〉と〈海精族シーレーナ〉の《英雄戦争》。

　その戦いで、〈海精族シーレーナ〉は惨敗し、〈獣妖族ベステイア〉に領土を奪われている。

「…………へぇ？」

　薄く笑う太たい公こう望ぼうに答えたのは、ナポレオンで。

「〈海精族シーレーナ〉はわたくしたち〈獣妖族ベステイア〉からすれば草刈り場でしたもの」

「取れるところから取る。当然の判断であるとウラは考える」

　息の合った言葉と、明白な煽あおり。

　それらを向けられた〈海精族シーレーナ〉の二人は、表情を消し──あっさりと破顔した。

「──ま、そーだょね～」

「ウチらがそちらさんの立場でも同じことしたやろなぁ」

　なんの後腐れもない、そう言わんばかりの爽さわやかな笑みは、しかし。

「だからとゅって、奪われたことを許すわけじゃなぃケドね～」

「恨みつらみは一朝一夕では消えまへんえ？」

　黒い感情の込められたものへと変わって──




「両者ともその辺で」




　本来上位などが存在しないはずの円卓の中でも、明らかに上位に位置する『世界の管理者』が、ここまでのやりとりが起きることをすべてわかっていたように穏やかに告げる。

「各種族、それぞれ思うところはあるでしょう。ですが、今この場では過去のことは一いつ旦たんに流し、未来について語っていければと思います」

　なんのひねりもない形式的な言葉。

　だが、だからこそ矛を収めるのには適している。

「元よりわたくしたちに過去のことを掘り返そうという意図はありませんわ」

「過去より未来ってゅーのには、ぁたしたちもさんせーだょ。ただそのためにも──」

　そこでまたちらりとティファリシアを見て、太公望は言う。

「〈解放者〉《英雄レイジつち》が行方不明であることにつぃて、今後どーしてぃくかってゅーのは話してぃかなぃとねー♪」

「その点は異論ありませんわ。むしろ、なににも先だって話すべきことだとわたくしたち〈獣妖族ベステイア〉も思っていましたから」

　一転して意見の一致を見た〈海精族シーレーナ〉と〈獣妖族ベステイア〉の両《英雄》。

　彼女たち二人の単純ではない笑顔を受けて、アエル・アウラは正面の〈解放者〉《誓約者ルーラー》を見ながら言った。

「では、まずその点を議題としていきましょう。当事者たる〈解放者〉《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンさん。あなたは自らの《英雄》の不在をどう考えていますか」

〈解放者〉の《英雄》が不在──今もって行方不明であることについて、わざわざ四種族同盟議会の中で取り上げられた意味。

　それが〈解放者〉批判であるとわからないほど、ティファリシアも愚おろかではなかった。

「仮に〈解放者〉の《英雄》がウラら四種族同盟外の敵対種族の手に落ちたとすれば、多大な被害が想定されるとウラは推測する」

「ま、当然取引材料に使われちゃうよね～」

「〈森霊族エルフ〉〈竜闘族ドラゴーネ〉〈幻魔族ストレーガ〉。どの種族に囚とらわれたにせよ、わたくしたち四種族同盟との交渉に使われればそのデメリットははかりしれませんわね」

「それ以前に、〈解放者〉の《英雄》はんが無事でいはってたらええんですけど」

　口々に連ねられるレイジの不在と、それに伴う四種族同盟が被こうむるであろう損害の想定。

　それらは〈解放者〉の落ち度、すなわちその代表たるティファリシアの発言権剝はく奪だつという方向へと徐々に導かれていって──




「──くだらない」




　わかりやすすぎる。

　失笑と共にティファリシアが発した鮮烈な一言は、その場を一瞬静まらせる。

　その間かん隙げきを突くように、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》は笑顔一いつ閃せん、言う。

「〈解放者〉の《英雄》が取った単独行動に伴った『種族旗』交換の不備。これに関してはお詫わびのしようもありません。ですが、その件はすでに解決済みのこと。それ以外でわたしたち〈解放者〉になにか落ち度があるでしょうか」

　会議場の全員を見渡し、淀よどみなくそう尋ねたティファリシアに、ナポレオンが言う。

「あら、随分と強気でいらっしゃいますのね。先ほどから繰り返し述べていますけれど、〈解放者〉の《英雄》の身柄を交換条件に相手方から要求を出されたとき、わたくしたち四種族同盟が受ける被害は──」

「前提として」

　堂々と途中で遮さえぎって、ティファリシアは続ける。

「〈解放者〉の《英雄》を助ける、つまり相手の用件を吞のむという結論ありきで語られていると思うのですが、そちらについては間違いありませんか？」

　レイジが無事で、かつ同盟外の種族──〈森霊族エルフ〉〈竜闘族ドラゴーネ〉〈幻魔族ストレーガ〉に囚われていたとき、彼の身柄がタダで手に入れられることはありえないだろう。

　そこにはなにがしかの交換条件が提示され、その交換条件は弱小種族である〈解放者〉単体にではなく、〈解放者〉も参加している四種族同盟そのものに求められる。

　その要求が四種族同盟にとっての損害──という話は当然のことだが、相手の要求を吞のむという前提の下で語られている。

「……ティファティファのその言ぃ方だと、ぁたしたち四種族同盟が相手からの要求を吞まなくてもぃーって受け取れるケド？」

「その通りです」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく。そう断じたティファリシアに。

「──なに言ってやがるんですか貴様！」

　扉を開いて入ってきたのは、会議場の外で聞き耳を立てていたアルファだった。

「あ──」

　全員の注目を集めたアルファは、誰よりも自分が一番驚いたような表情を浮かべ、

「し……失礼しまシタ」

　そう言って出て行こうとして。

「いえ、この際ですからアルファさんも聞いていってください」

　ティファリシアのその言葉に訝いぶかしげに足を止める。

　アルファのその反応を確認し、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ははっきりと続けた。

「〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジの身柄に関して、四種族同盟はいかなる責任も負う必要はありません。それはもっぱら〈解放者〉のみの問題ですから」

「それはつまり──」

「レイジっちは見捨てる、ってことカナ？」

「はい」

　淀よどみない首肯。

　穏やかで自信に満ちた笑みさえ浮かべて見せたティファリシアに。

「その言葉を信用しろと？」

　口だけならなんとでも言える──そういうニュアンスを、テリシネは隠しもしなくて。

　同じような表情を浮かべた面々を見回しながら、ティファリシアは誰かのように笑って言った。




「それ、わたしに限った話ではないですよね？」




「……？　なにを言って」

「この会議でみなさんの話したことが本当に実行されるかどうか、その保証はどこにもありません。先ほどのやりとりを例にあげるまでもなく、各種族間には過去の確執もあります。みなさんはみなさんの種族が最も大事でしょう？」

　そう言って〈獣妖族ベステイア〉と〈海精族シーレーナ〉を見たティファリシアは、自分の胸に手を当てて。

「〈解放者〉もそうです。──ですが、それが問題であることも理解しています。発言や約束が無意味になければ、会議そのものが形骸化しかねませんから」

「……なるほど、そうきますのね」

　話の終着点に気づいたナポレオンが笑みを深めたのを横目に、ティファリシアは言う。

「ですから、わたし──〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンはみなさんに提案します。【四種族同盟会議内で発言されたことは《大誓約魔法》の下、必ず実行する】、そう誓い合うと」

「な──」

　驚きよう愕がくの声をあげたのはアルファだけだったが、セイレやテリシネ、ジャンヌは目を見開き、太たい公こう望ぼうやナポレオンは目を細める。

「それなら確かに噓うそや虚言、実行するつもりのない発言はできなくなりますわね」

《大誓約魔法》に誓う以上、魔法的強制力の下、この会議でやると宣言したことはやらなければならないし、やらないと言った以上、どれだけやりたくてもやれなくなる。

「でもでも、それだと、本当にティファティファはレイジっちを見捨てることになるんじゃなーぃ？」

　あくまで軽く言った太公望に、ティファリシアはさらりと応じる。

「ですからそれでかまわないと言ったはずです。ああ、ついでと言ってはなんですが、この際ですのできちんと宣言しておきましょう。【わたしはレイジと共謀していません。レイジがなぜあんな行動を取ったのかはおろか、レイジの生死すら把握していないです。以上の発言が《大誓約魔法》に誓って噓ではないことを、この場の皆さんに誓います】」

　まだ全員がティファリシアの案に賛成すると言っていない以上、この場での発言に噓偽りを含まないという強制力は働いていない。

　にもかかわらず、契約の魔法が光ったということは、ティファリシア自身の意思でこの場の全員に対して一方的な契約を結んだということ。

　明らかに自身に不利な契約を結んでみせたティファリシアに、テリシネが言う。

「……したがって、ホウバミレイジがフィレンタニアから落ちたことも含めてすべて〈解放者〉の策略という線はない、と証明したと」

　同時に〈解放者〉の発言権を奪うという目もく論ろみも無意味になった。

　そして。

「懸念が解消されましたら、先ほどわたしが提議させていただいた件について、みなさんのご意見をぜひお聞かせください」

　すでに答えが出ているも同然の提案に意見を求める。

　それはようするに、〈解放者〉の提案に同意を、〈解放者〉がみなを納得させたという事実を作ることに他ならなくて。

（このデカ乳袋……）

　やはり以前と違う──そうアルファが思ったそのとき。




「あはっ」




　大げさに円卓に身を乗り出し、笑い出した太たい公こう望ぼうに、全員が注目する。

「ティファティファはもしかして勘違ぃしてるんじゃなぃカナー？」

「…………勘違い、ですか？」

「そだね～、もっと言ぇば──レイジっちを切り捨てるってことの意味を知らなーぃ」

　いつの間にか派手な釣つり竿ざお『宝貝パオペエ・打だ神しん鞭べん』を手にしていた太公望は軽く一振りして──ティファリシアの横の空席をさし、言う。

「レイジっちっていうとっておきの《英雄》が不在なのに、ぁたしたちが〈解放者〉と組む理由ってなにかぁる？」

　いつも明るく朗らかな彼女が口にした、冷淡な言葉。

〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジ。

《運命力》皆無の彼がどれだけのことをしてきたのか、彼自身の力がどれだけ大きなものであるのか──この場にいる全員が知っている。

〈解放者〉と組むメリットは、奇想天外で驚天動地の発想をいともたやすく実行し、状況をすべて己の良い方向に動かしてきた彼の頭脳を使えるということで、それしかない。

　それゆえに、同盟内の他種族からすれば〈解放者〉とは彼自身をさすまでになっているという事実。

　その動かしようのない事実を四種族同盟会議という場で指摘されてしまって。

「────」

　鋭利な刃物を喉のど元に突きつけられるような錯覚。

　当事者でもなければ、まったく無関係であるはずのアルファでさえ感じたそれは、当然当事者であるティファリシアに突き刺──




「勘違いしているのはそちらでしょう？」




　慌てるでも引くでもかわすでもなく。

　堂々と正面から迎え撃つように、隣席に伸ばされた『宝貝・打神鞭』の先を摑つかんだ〈解放者〉の《誓約者ルーラー》は、不敵に笑う。

「あなたがたが〈解放者わたしたち〉と組む理由？　あるに決まっています」

「──へ～、たとぇば？」

「そもそもこの同盟はなんのために結ばれたものですか？」

　質問に質問で返し。

　その答えも待たずに続ける。

「〝そんなもの、各種族で変わりうる〟──ええ、もちろんそうでしょう。その上で、四種族に共通する目的がなにかといえば、この世界の破壊を為なしうる〈幻魔族ストレーガ〉への対抗措置であるはずです」

〈森霊族エルフ〉〈竜闘族ドラゴーネ〉。同盟に未参加の種族は他にもあれど、現状危険視すべきは一種族しかいない。

〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウストとその《偉能レアルタ》メフィストフェレス。

　彼らは他の《英雄》が決して抱かない、この世界の破壊というものを為しうる。

　そして、それだけの力をもっていてなお、目的が不明めい瞭りようという極めて異質な存在。力はあるのに目的が不明瞭というのは、単純に世界の破壊を目もく論ろんでいるのより性た質ちが悪い。

「その意見に関しては、異論はありませんわ。けれど」

「それが《英雄》を欠いた〈解放者〉と組むメリットにつながるわけではない──その通りですナポレオンさん。……ところで、その散々危険視している〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》、彼を喚び出した巫女がどの種族の印を持っているかご存知ですか？」

〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》ファウストを喚よび出した巫み女こ。

　いつも黒い布……魔神器『かたわらの闇やみ』を身に纏まとい、〈解放者〉の下に身を置いていた銀髪の少女［四血姫］クランレウ・シミシカ。

　彼女の太ももに刻まれていた印は。

「あ──」

　実際にそれを目にしたことのあるセイレが声を漏らし、ティファリシアがすかさず自身の首輪に刻まれたそれを指さしながら続ける。

「そう、〈解放者〉の刻印です」

　レウがレイジと結んだ主従契約。

　その関係性は、レウが〈幻魔族ストレーガ〉の《英雄》に戻った今も続いている。

「は……はぁっ？　じゃああのクソノゾキ魔は……」

　実質的に〈解放者〉に所属している──？

「詭き弁べんだ」

　アルファの驚きに満ちた言葉を遮さえぎるように、テリシネが言う。

「そもそもその刻印も〈解放者〉そのものではなく、〈解放者〉の《英雄》の為しえたもので、《英雄》が不在である以上さしたる効果はない、とウラは考える」

「ええ、詭き弁べんですね。詭弁ですが、レウさんが〈解放者〉であることは事実です」

　余裕に満ちた笑顔。

　ティファリシアが言うように、現実に〈幻魔族ストレーガ〉の巫み女こクランレウ・シミシカは〈解放者〉の種族印をその身に刻んでおり、〈解放者〉として行動を制限されうる。

　それはホウバミレイジの不在と関係なくまごうことなき事実で。

「もちろん、〈幻魔族ストレーガ〉の巫女が〈解放者〉の種族印を持つことの意味を決めるのはみなさんです」

　それがなにかを意味するのは、この同盟の中に〈解放者〉が存在している場合のみ──。

「なにより」

　一拍の間を取って、誰よりもホウバミレイジの近くにいた少女は鮮やかに微笑ほほえむ。

「みなさんがそれだけ重要視している〈解放者〉の《英雄》と敵対しないですむ。これだけでも〈解放者〉と同盟を結び続ける理由になると思いますが」

　ホウバミレイジという《英雄》の不在が〈解放者〉の決定的瑕か疵しとなるのならば、まさにその《英雄》を敵に回さないためにも彼が所属する〈解放者〉という種族は内部に取り込まなければならない。

　それは徹てつ頭とう徹てつ尾び正論で。

「…………本当に変わったねぇ、ティファティファ」

　太たい公こう望ぼうが、どこか嬉うれしそうにポツリと言い──




「なるほど。確かにクレアリシア・クリアグリンが重なってくる」




　呟つぶやいたのは、一連のあいだ口を挟まずにいた〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》。

　いつの間にかその瞳が金に染まっていて、ティファリシアは目を見開き、細める。

「……それは、どういう意味でしょう？」

　クレアリシア・クリアグリン。

　現〈森霊族エルフ〉《誓約者ルーラー》オフィリア・リンドレイグの実姉にして、元〈森霊族エルフ〉の巫女。

　そして、一六年前に〈隷人族インフイルマ〉とのあいだに子を生なすという、王族にあるまじき前代未聞の大罪を犯し、辺境の地ティステルに追放された後、病で没した故人。

　クレアリシアについて外部の者が知りうる情報など、その程度のものだろう。

　もちろんそれは対外的なものでしかなく、彼女が犯した罪の結果生まれた［劣血種アブセンス］の娘──ティファリシア・クリアグリンにとっては違う。

〈森霊族〉の一避暑地テイステルで育ち、王族でありながら母以外の〈森霊族エルフ〉をほとんと知らず、他国に行く機会もなければ知り合う者も極端に少なかったティファリシアにとって、クレアリシアは母である前にお茶ちや目めな姉であり、一緒に遊んでくれる友であり、巫女としての技術を継承してくれる師であった。

　つらい境遇に置かれているはずなのに決して笑顔を絶やさず、いつか〈隷人族〉や［劣血種弱い立場の者］をなくしたいと誇大妄想を語り、そうかと思えば、同じ笑顔で事実として行き詰まっていたティステルを現実に即した政治的手腕でどうにかしてみせる。

　娘のティファリシアから見てもつかみどころのない、でもだからこそ魅力的で、使用人たちからも慕われ、心の底からこうなりたいと思わせてくれた──最愛の母。

　その母の名が、なぜここで出てくるのか。

（そういえば……）

　ちらりと見るのはアルファ──ティファリシアと同じ［劣血種アブセンス］の少女。

　こちらは秘匿されているが、アエルもまた〈隷人族インフイルマ〉とのあいだにアルファという子を生なしている。

　同じ［劣血種］の母としてなにか関わりがあった？　あるいは──

　訝いぶかしむティファリシアに、アエルは穏やかに微笑ほほえむ。

「ああ、深い意味はありませんよ。単に、あなたがお母上の遺志を引き継ぐ政策をここでも行おうとしているのが視みえただけですから」

　母という言葉を強調した未来既知者に、ティファリシアはわずかに眉まゆをひそめて言う。

「〈隷人族〉や［劣血種行き場のない者］の地位向上というのは確かに亡き母の遺志であり、わたし──わたしたち〈解放者〉の宿願です。そのための政策など、この場に限らずどこであっても行っていたつもりですが」

「そうでしたねー」

　適当極まりなくそう流したように聞こえる言葉に、心をざわつかせたティファリシアは、一度目を閉じると、雑念を振り払うように意図的に笑みを浮かべる。

「……話が逸それました。わたしたち〈解放者〉への疑念が晴れたところで、さっそくこれからについて話しましょう。まずは先ほどわたしが提議させていただいた契約を──」

「ああ、それなのですけれど、わたくしたち〈獣妖族ベステイア〉からいくつか提案が──」

「んー、それダト、ぁたしたち〈海精族シーレーナ〉は──」

　再び本筋に戻った議論。

　先ほどまであったはずの〈解放者〉放逐の流れはきれいさっぱり消え去り、会議全体の主導権すら握ろうとしはじめたティファリシアに、誰も疑問をはさまない。

　すでに、彼女はこの場で対等とみなされたのだ。

　ホウバミレイジと彼の残したものを利用し尽つくすことで。

　そのことに、この場で唯一部外者に近いアルファは感嘆と脅威を感じつつ思ってしまう。

　──確かにティファリシアは《誓約者ルーラー》として変わった。

　その手腕は、シャクだが優秀と言ってやってもいいけれど。

（……ボクには無理しやがってるとしか思えないのですが）

　アルファと二人きりのときに見せる疲れたような表情。

　寂しげに遠くを見やる仕草。

　それらは彼女自身無意識に、誰かを求めているとしか思えなくて。

「──では、それらの条件を盛り込んだ上で、四種族会議中の発言に偽りは禁じるという契約を結びましょう」

　アルファの懸念とは裏腹に、ティファリシアは《英雄》の不在もまるで気にしていないように社交的な笑みを浮かべた。





　　　　◆◇◆◇◆






「いやーほんとなんて言うか」

　あてがわれた部屋で、レイジはクッション性だけは最高のベッドに寝転がりながら、揃そろいの衣装、対照的な表情で立つ二人の美少女をじっくりと眺めて言う。

「我ながらマジ会心の出来だと思うわー」

　胸と下腹部を申し訳程度に覆った、過激な下着同然の姿。

　色を白で統一し、羊耳付きのカチューシャに揃いのロンググローブとニーソックスを添えることで、きちんとしたコスプレ衣装となっている。

「耳付きカチューシャだけじゃさすがに、と思って、急きゆう遽きよ用意させたものだけど……やりゃあできるもんだなー」

　うんうんとうなずくレイジが満足そうな表情を浮かべるのと裏腹に、観賞されている二人の少女のうち、背の高い方──アーサーが言う。

「も、もう、いいだろう……？」

　普段布で押さえつけている胸を、ほぼ露あらわにしているアーサーは、それが心こころ許もとないのか、はたまたとてつもない肌の露出自体が恥ずかしいのか、顔を赤くし自身を抱きしめるようにしながらレイジにお伺いを立ててきて。

「んー、まだだな」

「……だ、だが」

「あれ、口答えしちゃう？」

「う……」

「アーサー」

　隣に立つ小柄な少女──レイリスが咎とがめるような眼まな差ざしを向け、小声で言う。

「クズ《英雄》がクズな要求しかしてこないことに腹が立つのはわかる。だが、すべては〈竜闘族ドラゴーネ〉のため。ここは耐え難きを耐えて辛抱するのだ」

「……い、いやわたしはそこまでは……」

「つーか聞こえてるんだけど？」

　レイジの楽しそうな言葉に身体からだを震わせたアーサーは、覚悟を決めたようにうなずく。

「わ、わかった……なにをすればいいんだ」

「そうだな、とりあえず二人で〝ありがとうございますご主人さま〟って言ってみようか」

「は、はあ？　そんなことをなぜ──」

「ありがとうございます♪　ご主人さま♪」

　アーサーが疑問を口にしているあいだに、完かん璧ぺきな笑顔でレイリスがそう言って。

「おーそれだよそれ。アーサーは？」

「…………あ、ありがとうございます、ご主人さま……」

「んー硬い！　硬すぎる！　これはレイリスの圧勝だなー」

「しょ、勝負なのか……？」

「勝ち負けがあったほうが張り合いがあるし、見てる側も楽しいじゃん？」

「…………まあ、そう言えなくもないが……」

「じゃ、次。〝かしこまりました、ご主人さま〟言ってみよう」

「かしこまりました♪　ご主人さま♪」

「か……かしこまりました、ご主人、さま……」

「レイリスいいねー！　迷いがなくて。じゃあ次は──」

　立ち上がったレイジは、笑みを貼りつけたレイリスに近づくと、顎あごを上向かせ、

「キスしてみて？」

　笑顔。

「な、なにを言って──っ」

　顔を赤くし、慌てるアーサー同様、レイリスも目を見開くが。

「──わかりましたご主人さま♪」

　そう言うやいなや、レイジの唇──と見せかけて頰ほおにキスをして。

　その機転と、変わらぬ表情に、レイジは笑いながら言う。

「さすがはレイリア」

「──貴様その名前でっ」

「え？　なに？」

「……なんでもないですご主人さま♪」

　頰をひくつかせながらも笑顔をキープしたレイリスに、アーサーはただただ感嘆する。

　よくよく耳を澄ませると小声で、

「〈竜闘族ドラゴーネ〉のため〈竜闘族ドラゴーネ〉のため〈竜闘族ドラゴーネ〉のため〈竜闘族ドラゴーネ〉のため……」

　と呟つぶやいているのが聞こえたが、それでもすごい。
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（……そうだ、わたしも恥じている場合ではない）

　そもそもレイリスがレイジ専用使用人となる契約を結んだのは、アーサーのせいなのだ。

　アーサーが安易にレイジの専用使用人となったがために、【許可無く城の外に出ない──許可さえあれば城の外に出られる＝アーサーがレイジ専用使用人なのでいくらでも許可をもらって外に出られる】という、契約の穴を作ってしまった。

　自由に外に出られてしまえば、四種族同盟の下へと行くこともできるし、〈竜闘族ドラゴーネ〉の致命的な秘密を流すことも可能。

〈竜闘族ドラゴーネ〉にとって絶体絶命の状況はしかし、レイリスもまたアーサーと同じ〝レイジ専用使用人〟となる契約を結ぶことでどうにか回避することができた。

　すでに〈竜闘族ドラゴーネ〉の息の根を止められるにもかかわらず、レイリスの従者化で満足したレイジには疑問しか残らないが、現状は一種族の《英雄》と《誓約者ルーラー》が、《運命力》ゼロの、普段はまるで働く気配もないニートに仕えているという屈くつ辱じよく的状況──。

（そのことを思えば……）

　アーサー個人の恥ち辱じよくなどどうでもいいことであるはず。

　一度強くうなずいたアーサーは、まっすぐレイジを見つめると、力一杯言った。

「ご、ご主人さま！」

「ん？　お、アーサーもやる気になった感じ？」

「わたしにできることであれば、なんでも言ってほし──言ってください！」

　ぎこちない笑顔。

　それが自分でもわかって、どうしようもなく恥ずかしくなり、顔を俯うつむかせたアーサーに、

「──ふーん。なんでも、ねえ……」

　悪い笑みを浮かべたレイジは念を押すように訊きく。

「本当になんでもやんの？」

「…………も、もちろんだ──ではなく、もちろん、です」

「《大誓約魔法》に誓って？」

　さらりと続けられた言葉は、簡単にはうなずけない内容を伴っていて。

「……アーサー」

　小声でのレイリスの注意を受けるまでもなく躊ちゆう躇ちよしたアーサーは、その反応をレイジが見透かしていたことに気づき、言う。

「その代わり、汝なんじ──ご主人さまにも吞のんでもらいたい条件がある」

　強い意志を感じさせる、眼まな差ざし。

　肉を斬きらせて骨を断つような腹の据わった態度に、レイジは口元を歪ゆがめた。

「言ってみ？」

「絶対にこの国を救ってほしい。口先だけではなく、結果としてこの国を救うための手段を、方策をとってもらえるのであれば……」

　そこで一拍の間を取り、なぜか顔を赤くし、けれど裂れつ帛ぱくの気合いでもってその恥ずかしさを振り切った彼女は、レイジの目を見て言った。

「この身も、心も、未来永劫すべて捧げると──《大誓約魔法》に、誓い、ます」

　自ら口にしておきながら、耐えがたいとばかりにすぐに顔を俯かせた彼女に。

「──だ、ダメだ!!」

　声をあげたのは、《誓約者ルーラー》の少女で。

「いくら〈竜闘族ドラゴーネ〉のためでも、モルドレッドがこのクズにそこまでしてやる理由はない！」

「レイリア……元はといえば《英雄》として召喚されたわたしの力不足が招いた結果だ。その責任をわたしが取るのは当然のこと」

「違う！　それなら召喚した我にだって同等の……いや、その召喚によって優秀な王だった兄様まで失ったのだから、むしろ我が責を負うべきだ」

「レイリアはただ喚よび出しただけで、そこから先は──」

「はっはっは、責任の押しつけ合いならともかく、取り合いとかウケるー」

　腹を抱えて笑うレイジに、呆ほうけるようなリアクションを見せたレイリスは、一転して烈火のごとく叫んだ。

「なにがおかしい！」

「なにが？　んーそうだな、あえて言うなら──なにもかも？」

　鋭く細められた目。

　気け圧おされたレイリスと対照的に、レイジは再びへらへらと笑って言う。

「そもそも俺になにかをやらせたいのなら、もっと簡単な手段があるんじゃねーの？　《英雄》らしい手段がさ」

　言いながら、レイジが見るのはアーサーの腰。ショーツにしか見えない露出の激しいそこに佩はいた、剣帯と無骨な剣だ。

　レイジ専用使用人の身に堕おとされ、屈くつ辱じよく的な格好をさせられてもなお、身につけ続けた己が証あかし。

　刀身の紅あかいその剣が、彼女の《英雄》としての力を示すものであることは疑いない。

「あんたがモルドレッドである以上、手にしている剣は【エクスカリバー】……じゃなく、【クラレント】か。まあ銘はともかく、それがあんたの《偉能レアルタ》なのは間違いないだろ？」

「それは……」

「使えばいいじゃん。《英雄》闘議パンテノンゲームのときも言ったけど、【刀身に触れさせることでこちらの意思を自由にできる】──そういうものなら、今の状況にうってつけだし」

「────」

　息を吞のんだのはアーサーではなく、レイリスだ。

　なぜそれを、と驚きよう愕がくの眼まな差ざしを向ける彼女と裏腹に、腰の剣に手を添えたアーサーは小さく首を横に振る。

「使うつもりはない」

　短い言葉と共に顔を伏せた彼女は、けれど強い意志を感じさせる眼差しを向けてきて。

「少なくとも、今使うつもりはない」

「……ふーん。それってやっぱその《偉能レアルタ》の効果が個人的に気に入らないから？」

「な──」

　今度は声まで漏らしたレイリスに、レイジは確信を得る。

「ああやっぱそうか。ま、モルドレッドっつったら裏切りとか復ふく讐しゆうとか翻意のイメージがまず先立つもんな」

　父王アーサーに捨てられ、それでも彼の騎士に加わったモルドレッド。

　彼女は最終的にその王国を終わらせるまでの戦いを起こす。その戦いで使用されるのがクラレントという剣だ。

「カムランの戦いで父王に入れた最後の一撃。それがクラレントによるものなら、当然そこに付与されるイメージもそういうものにならざるをえない。《英雄》闘議パンテノンゲームの『限定ダウト』でさえ不満だったあんたからすれば、《偉能レアルタ》はなるべく使いたくないってわけねー」

　うなずきながら言うレイジに、アーサーは目を伏せ、腰の剣から手を離す。

「……どう受け取られてもかまわない。確かなのは、わたしが口にしたことに偽りはないということだけだ」

　ぐっと顎あごを引き、レイジを見つめる彼女の瞳にはどこまでも強い意志の光が見て取れて。

「へえ……」

　使用人の身に堕おとされ、耳付きカチューシャに下着同然の格好をさせられる辱はずかしめを受けてなお衰えない《英雄》としての魅力カリスマ性。

　偽りのアーサー王として召喚されながら、本物の騎士王に勝るとも劣らないその力を確認し、レイジは笑う。

「なるほど真面目まじめなのは結構。真剣なのもいいことかもな。──でもさーそれで結果が伴わないならなんの意味もなくない？」

　痛つう烈れつな皮肉。

〈竜闘族ドラゴーネ〉のために、と血道を上げて努力してきた二人を真正面から切り捨てる言葉。

　図星であるからこそ、声も出ないレイリスと裏腹に。

「……だからこそだ」

　ぐっと堪こらえるように、自らをかき抱くようにしたアーサーは言う。

「結果が伴わなければ、あらゆる過程は無駄。確かにそうだろう。わたしたちは真面目に、真剣にやって結果が残せなかった。そして、だからこそ、今真面目に真剣に──助力を求めている」

　自分たちの力だけでは解決策が見つからなかった。

《誓約者ルーラー》《英雄》……種族の長おさ、王として、自らの力で国を救えない不ふ甲が斐いなさ、他力に頼らざるをえない屈くつ辱じよく。

　それらを、種族を救うためならと、すべて吞のみ込こんで、頭を下げる──。

　恥も外聞もない態度はしかし、偽りでありながらも王の中の王としてのカリスマを十全に備える《英雄》が取ることで大きな意味を持つ。

　彼女ほどの《英雄》が、すべてを犠牲にしてまで取った選択。

　常人であればはっとさせられ、胸を打たれるその言動に。

「一種族の《英雄》と《誓約者ルーラー》が揃そろって他力本願を堂々と宣言するとかほんと笑えるわ」

　ニートは少しも動じず笑って言う。

「〈竜闘族ドラゴーネ〉の民がそのこと知ったらどう思うんだろうな？」

「貴様……！」

　それだけは看過できないと食ってかかろうとしたレイリスを、アーサーが押しとどめる。

　そうしてまっすぐレイジを見つめて言った。

「わたしたちの行動はいつか民にも知られるかもしれない。そのことで非難のそしりを受けるのであれば甘んじて受けよう。〈竜闘族ドラゴーネ〉が救われる──その一点さえ守られるのであれば、どんなことでも受け入れる覚悟がある」

　だから、どんな言葉も屈くつ辱じよくも、この決意を揺らがせることはできない──。

　そう言わんばかりの強い眼まな差ざしに、レイジは意味深に目を細め、

「ふーん、あっそ」

　素っ気ないにもほどがある言葉を返して肩をすくめる。

「ま、俺なら働く気がないニートに国の命運託すとか絶対やらないけどねー」

　そうして軽く片手をあげ、ごろりと寝返りを打ったニートにレイリスが目を剝むく。

「な、働く気がないって、先ほど言っていた画期的なアイデアというのは!?」

「んー疲れちゃったからまた今度ね」

「はあ!?　そんなこと許されるわけが──」

「あるだろ」

　するりと背中越しに顔だけ振り向けて。

「あんたらはあくまで俺からのアイデア待ちなんだから」

　適当極まりないのにどこまでも鋭い反論に、レイリスは言葉に詰まる。

　他者に頼りきりになることのデメリット。その本質をまざまざと見せつけられて──。

「んな険しい顔しなくても大丈夫だってー」

　へらっと笑ったレイジは、一転してゆるく言う。

「一応試したいことは試せたし、そのうち言うからさ。──そのうちな」

　念を押す言葉。

　それ以上を許さない意思表示に。

「……わかった。今日のところは引こう」

「アーサー!?」

　厳おごそかにうなずいたアーサーにレイリスが食ってかかるように続ける。

「引き下がるのか!?　ここまでのことをされたのだぞ、我らは！」

　言いながら、自らの耳付きカチューシャと下着同然の衣装を指さしたレイリスに、

「そ……それは」

　アーサーは思い出してしまったとばかりに顔を赤くし、自身を抱きしめて。

「あっはっは、確かにー」

「貴様が笑うなホウバミレイジ!!」

「んんー？　言葉遣いがなってないんじゃないのー？」

「案の一つも出せない貴様に尽つくす礼などない！」

「あっそ。じゃあもう絶対言うのやめよー」

「レイリス……！」

「が……ぐ……っ、こ、こんなクズ《英雄》だぞ……っ？」

「だが、その頭脳が本物であることは各種族の《英雄》や《誓約者ルーラー》も認めている……わたしも同意見だ。なにより〈竜闘族ドラゴーネ〉のためならばどんな苦難も越えると決めただろう？」

　その言葉を耳にした瞬間、目を見開き。

「──申し訳ありませんでした……ご主人さま」

「そうそう、そうやって殊勝な態度を続けてれば話してやるぜー？　いつかね」

「──っ」

「ま、そんな感じで。今日はもう眠いから寝るわー」

　あくびをしながらそう言うと、あっさりと目を閉じ眠りに入っていく。

　そのあまりにもあんまりな姿に、飛びかかりたい衝動をどうにか抑えつけたレイリスは、低く低く呟つぶやくのだった。

「自力で〈竜闘族ドラゴーネ〉を救う方法を考え出してやる……！」
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　──などと意気込んでみたものの、三日ほど考え込んでもやはり一向に思いつかなくて。

「そんな簡単に思いつくなら兄様だって悩むものか……」

　力なく吐き捨てるように独りごちたレイリスは、午前中の政務を行うべく足早に玉座へと向かう──途中。

「あーレイリアー」

　後ろから誰かにそう声をかけられ。

「じゃなかった、レイリスー」

　慌ててあたりを見回し、呼びかけたクズ《英雄》の下へと全力で駆け寄る。

「き──貴様っ、わざとやっているだろう……!?」

「あ、うん。やってる」

「悪気なく認めるな!!」

「まあそんなどうでもいいことは置いといてさ」

「どうっ──わかってるのか!?　その事実は城内でも知る者がいない、極めて重大な──」

「誰もいないことわかって言ってるに決まってんじゃん。つーか言葉遣い違くない？」

「────っ…………失礼、しました。なんでしょう……ご主人さま……♪」

「この本の続きがさー書庫にないんだけど。どこにあんの？」

「……本？　そんなものどうでも……〝〈竜闘族ドラゴーネ〉古代史・二六〟!?　まさか、この短期間でここまですべて──」

「ん？　あれ、なに、こんなので見直しちゃう感じ？」

　にやにや。

「そ、そんなわけっ……ご、ごほん。──これは元より二六で完結しているものです。続きなど最初から存在しません」

「いやいやそれはありえないなー。どう考えても途中だったし」

「……はあ？　ちゃんと近代における最終戦争［七滅戦セブンス］最後の戦いとなった〈竜闘族ドラゴーネ〉と〈神翼族エルブランシユ〉によるセルガリア戦役まで描かれているはずですが」

「そもそもセルガリア戦役がなんで［七滅戦］最後の戦いになったわけ？　どこにも最後なんて書かれてないじゃん」

「書かれていなくとも、その戦いの直後に開かれた全種族による会合、［誓約議会オーソリテイ］において［七滅戦］の終結が宣言されて──」

「だから」

　途中でかぶせるように。

「その終結を宣言した［誓約議会］と《大誓約魔法》について、一切記述がないよな？」

　とん、と指先で本を叩たたいたレイジに、レイリスはようやくその意図するところがわかって目を見開く。

「この世界の古代ってのは［七滅戦］終結までとされている。そして［七滅戦］最後の戦いは確かに〈竜闘族ドラゴーネ〉と〈神翼族エルブランシユ〉が真正面からぶつかったセルガリア戦役だ。だが、それを最後と規定するためには［七滅戦］終結のために開かれた［誓約議会］とその後の世界を決定づけることになった《大誓約魔法》成立について触れる必要がある」

　終わりの明記がないのに、最後の戦いなどと呼ぶことはできない。

「ちなみに、古代史の続きである〝〈竜闘族ドラゴーネ〉中世近代史・一〟では［誓約議会］や《大誓約魔法》に触れた記述もあるが、非常に短い。あたかも成立過程についてはすでに別途詳細に記したと言わんばかりに、な。──いやー不思議だよなあ」

「…………なにが、言いたい」

「だから最初から言ってんじゃん。明らかに隠されてる〝〈竜闘族〉古代史・二七〟はどこにあんの？」

　どこまでも笑顔のレイジに。

　レイリスはぐっと押し黙り、頰ほおを強こわばらせ、唇を嚙かんで──

「──あーなるほど、レイリアも知らないのね」

　あっさりとそう見抜かれ、声が出そうになった。

　どうして、それを。

　寸前でその言葉を吞のみ込こんだ彼女はしかし。

「ん、オッケー。ならいいわ。自分で探すから」

　にやにや顔のニートがすでに求めるべき反応を得たのだとわかって歯は嚙がみする。

　……この男の前では取り繕うことすら馬鹿らしくなってくる。

　思わず舌打ちしたくなって、堪こらえるように目を閉じたレイリスは、代わりに皮肉るような満面の笑みを浮かべて言った。

「──お気をつけくださいねご主人さま。城内に隠しものを探し出そうとする不届きな輩やからを襲う仕掛けがないとも限りませんから♪」

　もちろん口から出任せだ。レイリス自身この城でそのようなものに遭遇したことはないし、亡き父母や兄からもそんなものがあるという話は聞いたことがない。

　である以上、そんなものはどこにもないのだろう。

　だが、レイジにそれが噓うそであると見抜く根拠はない。

　もちろん、完全に信じきることはないだろうが、ほんの少しでも不安が残れば躊ちゆう躇ちよとして彼の行動を阻害できるに違いない──。

　演技の笑顔の裏で邪悪な本当の笑みを含ませたレイリスに、ニートはあっさり言う。

「ああ、それなら大丈夫。隠し場所はもう目星ついてるし、侵入者向けの罠わなは全部解除してあるから」

「…………………………え？」

　隠し、場所？

　侵入者向けの罠──？

「いやー暇ひまつぶしに城内歩いてたら超不自然な構造の場所があったからさー。なんだこれって進んでいくうちに見つけちゃったんだよね隠し部屋。見つけてトラップ全解除したところで飽きて放置してたんだけど、あそこにこれの続きがあるってことかーなるほどなー」

　確かに明らかに手つかずだったしなあそこ、と一人納得しているレイジに。

「は──はあああ!?　ちょ、ちょちょ、ちょっと待て！　あ──いえ、待ってください!!」

　歩き去ろうとするレイジにすがりついて、レイリスは必死の形相で言う。

「か、隠し部屋……!?　そ、そんなものが本当にこの城にあったのか？　ですっ？」

「あったのかですてｗ」

　吹き出して笑うレイジに、顔を赤くし、そんなことはどうでもいいとふるふると顔を横に振るレイリス。

　レイリスも知らない隠し部屋が本当にあるのなら。

　そこに、現状を打破するための〝なにか〟が存在する可能性がある！

「お願いします！　教えてくださいご主人さま！　なんでもしますから!!」

　その必死さに、レイジは仕方ないとばかりに言う。

「んー？　なに、そんなに知りたいの？」

　ドヤ顔が最高に苛いら立だたしいが背に腹は代えられない。

　こくこくとうなずいたレイリスに、レイジはニコっと笑って。

「まあ噓だから教えようがないんだけどね」

「────は？」

「俺が知らなくてレイリスが知ってるような部屋がもしあれば、今の会話の中で〝なぜあそこが！〟とかって反応になってたじゃん？」

　だから。

「……つ、つまり、隠し部屋を見つけたというのは」

「その反応を見るためのブラフ」

　あっさりとそうのたまったレイジに、レイリスは脱力してその場に座り込んでしまう。

　ぬか喜び。降って湧わいた活路が再びふさがれる失望感。

　……いや、違う。

　そもそも降って湧くような路みちに活路を見いだそうとするその態度に問題があるのだ。

　そんなものにすがるから──クズ《英雄こいつ》に弄もてあそばれる。

　見あげた先で、レイジは目を細め、うっすら酷こく薄はくな笑みを浮かべていて。

「やっぱわかりやすいな」

　静かな言葉。そこに込められた不可解な感情にレイリスが眉まゆをひそめると、あっという間に元の笑顔に戻ってへらへらと言う。

「とりあえずレイリスが知る限りそういう部屋はないわけね。オッケーオッケー。ほんとレイリスは目が口ほどにものを言って助かるわ」

「……貴様……っ」

「まあそれはそれとして、アーサー呼んどいてくれる？　疲れたからマッサージしてもらうわ。あ、レイリスは適当な軽食の配はい膳ぜんよろしく。あと部屋も軽く掃除してもらうかなー」

「はあ!?　我もアーサーもこのあと政務が──」

「俺は別に玉座の間でやってもらってもいいけど？」

　それはつまり他の者の前でレイジをご主人さま呼ばわりするということで。

「……っ」

「いやーマッサージはレイリスのも悪くないんだけどさ。使用人モードになってるとつまんないんだよね。弄いじって屈くつ辱じよく感じさせてもあいつの……ん、それはいいな。その点、アーサーは屈辱じゃなくて戸惑いとか恥じらいを見せつつやってくれるから新鮮なんだわ」

「…………このクズ《英雄》……！」

「ん、なに？　俺専用使用人」

「」

「あ、パン食いたいわ俺。パン持ってきて甘くないやつ」

「………………かしこまり、ました、ご主人さま…………♪」

　ニゴリと笑ったレイリスは煮えくりかえった内心をどうにか明かさずにすんだ。





　　　　◆◇◆◇◆






「……はぁ」

　そのため息は意図せず出たもので、吐ついた瞬間レイリスは口を押さえた。

　まずい、今のを聞かれていたら──

　そう思って顔をあげた彼女が見るのは、ベッドの上。

　そこでは誇り高い〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサーが、一生懸命クズ《英雄》──ホウバミレイジの全身を揉もみほぐしていた。

　普段細く三つ編みにしている美しいブロンドの長い髪を下ろし、「使用人として奉公するときは制服着用が義務じゃん？」というレイジの主張により、レイリス同様例の下着にしか見えないコスプレ衣装に身を包んでいるアーサーは、恥ち辱じよくというよりは単純に恥ずかしいのだろう、普段白くしか見えない肌にうっすらと朱がさしている。

　その姿はベッドの上という場所も相まって、妙に色気のようなものが漂っていて──思わず見とれていたレイリスは、アーサーと目が合っていることに数秒経たってから気づいた。

「……レイリス？」

「あ、う、い、いや今のは──」

「やはり閉鎖するより他に方法はなさそうか？」

「…………閉鎖？」

「……？　使われなくなった公共施設の再利用について考えていたのではないのか？」

　言われてから、レイリスは自分がレイジの部屋を掃除しつつ国内問題──機能しなくなった公共施設の再利用案を列挙した書類を手にしていることを思い出した。

「あ……ああ、そ、そうだ。なかなか効果的な案がなくてな。思わずため息が」

「というのは噓うそで、〝なぜ〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》と《誓約者ルーラー》がこんなクズ《英雄》の使用人としてこき使われなければならないのだ！　何度考えても屈くつ辱じよくだ！　だが、どうにもできない、悔しいっ〟って感じでため息出ちゃった？」

「──だ、なん、そ、そんなわけ……」

「あっはっはっ、ほんと噓下へ手ただなー。アルファ並み」

「レイリス……」

「アーサー信じるな！　我はあくまで政策に頭を悩ませていただけで」

「……大丈夫だ。信じている」

「目が信じてない！　表情が憐れん憫びんに満ちている！」

「い、いやそれは……その、レイリスの格好が……」

「……っ、こ、これは……アーサーだって同じだろう……っ？」

「す、すまない……やめようこの話は」

「えー続けりゃいいじゃーん。俺は楽しいよ？」

「貴様を悦よろこばせてなんの意味がある!?」

「いやいや俺ご主人さま。きみなんだっけ？」

「…………っ、ご主人さまの……使用人、です……」

「だよなー？」

　ギリギリと歯を鳴らすレイリスを楽しそうに眺めながら、レイジはさらりと言う。

「ほんと簡単なことなのになー現状の打破なんて。なんでこんな簡単なことに気づかないのか不思議だわー」

「…………気づかない？」

　ぴくりと反応したアーサーが呟つぶやき。

「……ふん、確かに口だけなら簡単なことであろうな」

「口以外でも示してるけどねー」

「どこが──」

「待てレイリス」

　不意に真剣な表情で、アーサーがなにかに気づいたように手を伸ばす。

　そのままマッサージの手も止め、いつのまにかこちらに顔だけ振り向けているレイジを見ながら考える。

　ホウバミレイジは《英雄》だ。

　クズ、最低、ニートといくら言おうと、それらは決して本質を突いていない。

　人間としての性質がそうだとしても、この世界での本質は《英雄》なのだから。

《英雄》である以上、目的があることも確かで、であればこそ彼がここ──〈竜闘族ドラゴーネ〉の国に自ら来たことには必ず意味がある。

　そしてその意味がなんであれ〈竜闘族ドラゴーネ〉に用がある以上、滅びてもらっては困るはず。

　そういう前提。そういう前提で考える。

　穴があるのは承知している。元よりモルドレッドは知略を巡らすのが得意ではない。

　だが考えるのが苦手でも、人を見る目の確かさには自負があった。

　復ふく讐しゆうを意図し、誰かを裏切るにあたって、それこそがもっとも重要であったから。

　レイジは〈竜闘族ドラゴーネ〉の国に目的があり、その目的を果たすために〈竜闘族ドラゴーネ〉には滅びを回避してもらわなければならない──そう考えたとき、彼はこの国を救うための方策を考える必要が出てくる。

　そしてその方策をまだ思いついていないから、考える時間を稼いでいる──アーサーはそう考えていた。

　だが、そうじゃないとしたら？

　類たぐい希まれなニート《英雄》は、すでにこの国を救う道筋を見いだしているとしたら──？




　──口以外でも示してるけどねー




　示しているということは、アーサーたちに気づかせようとしている？

　これまでのレイジの言葉。

　気まぐれに満ちた《英雄》の行動。

　それらが示し唆さしていたことの意味を考えれば──

「ヒントを！」

　突然そう叫んだアーサーに、レイリスがびくりと身体からだを震わせ、ニートはにやりと笑む。

「言葉だけで人が動かせると思うか？」

　さらりと告げられたレイジの言葉に、はっとしたアーサーは、数秒の躊ちゆう躇ちよののち、決意の表情を浮かべると、ただでさえ薄着の衣装を脱ぎ捨てて。

「ヒ……ヒントを…………く、ください──……代わりに──わたしの身体を……」

「アーサー!?」

　顔を真っ赤にし、今にもこの場から逃げ出したそうなのに、ぎこちなく身体をくねらせ、色仕掛けのような、不可解な懇願をしているアーサーに、驚きよう愕がくするレイリスと裏腹に。

「ほー。さすがは〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》」

　レイジは少しも驚かず、むしろ笑みを深めて、

「しょうがねーなー。その熱意に免じて二つヒントを出してやろう。一つ目、格言にもなってるその政策に気づけるのは異世界出身のあんただけってこと。二つ目は──これだ」

　左手でサイドテーブルからなにかを摑つかみあげる。

　それは、レイジがレイリスに持ってこさせた──

「……パン？」

　レイリスの呟つぶやきに、レイジはへらへらと言う。

「言っただろ、すでに示してるって」

　──やはり、すでに考えついていた。

　最初からこの流れを導くためにレイリスにパンを持ってこさせていたのだ。

　パンに関わり、異世界出身者にだけわかる……元の世界で格言にもなっている政策──

「………………パンとサーカス？」

　まさか、というニュアンスで呟かれた言葉に、レイジは軽く人差し指の先端を向け。

「正解」

　再びベッドに寝転びながらパンをかじる。

「ヒント出しまくりとはいえ、一発で当てるとはやるじゃーん」

　言葉の割に最初からそんなことはわかっていたと言わんばかりのテンションのレイジに、アーサーはしかし顔を曇らせた。

「パンとサーカス……」

　それが稀き代たいの詐術師ホウバミレイジが考えた〈竜闘族ドラゴーネ〉を救う政策──？

「アーサー？　どうした？」

　希望に満ちてもいいはずの表情が暗いままであることに気づいたレイリスが尋ね、アーサーはその言葉に背を押されるようにレイジを見て言う。

「パンとサーカスというのは──いわゆる愚民政策の代表的なものではなかったか……？」

「お、さすが王の中の王の娘」

　あっさり認めたレイジに、アーサーはショックを受けるような素振りを見せる。

　そうして、訝いぶかしんでいるレイリスに説明するように言った。

「愚民政策とは、一部の権力者が、被支配者である民の関心を政治から背そむけるのを目的としてとる下策だ……パン食とサーカス娯楽を提供し続ければ、民はそちらにのみ熱中するため、政治に興味を払わなくなる、と」

「な……そんなものがどうして〈竜闘族ドラゴーネ〉を救うことに──」

「と、単純に、表面だけをなぞれば当然そういう疑問が出てくるよな」

　激げき昂こうをいなすように。

　かぶせ気味に言ったレイジは、戸惑う二人を眺めながら言う。

「あんたらが今過敏に反応したのは愚民政策って表層の言葉だろ？　民を愚おろかにするだなんて言語道断──ってな」

　大げさに両手を広げ、すぐにその手を思いきり打ち合わせる。

　パン、という大きな音は、否いや応おうもなくこの場にいる者すべての意識をそちらに向けて。

「もっと本質を見ようぜ？」

　あくまで挑発するように、ニートは不敵に言う。

「パンとサーカスは確かに愚民政策の代表的なものだ。〝満足な豚より不満足な人間であれ〟って誰かさんが言ってたとおり、低級な快楽で満足する者は愚かしい。……でもさ、今の〈竜闘族ドラゴーネ〉ってその愚かしいと言われる次元にすら立ってないよな？」

「愚かしいと言われる次元にすら、立ってない……？」

「継続的になにかをする気力がない。あらゆる事象に積極的な行動がとれない。満足不満足以前の問題じゃん。むしろ、今この国に必要なのは民が熱中できるような何かだろ」

「あ──」

　いち早く気づいたレイリスが目を見開く。

　──パンとサーカスを提供し続ければ、民はそちらにのみ熱中する

「逆にその性質を利用するということか……！」

　現状の〈竜闘族ドラゴーネ〉に必要なのは、熱中できるなにか。

　つまり、パンとサーカスこそがもっとも欲されていると言える。

「んで、食糧需給率の記録見たけど、あれが間違ってないなら〈竜闘族ドラゴーネ〉は食い物に関しては困ってないよな」

　食べかけのパン片手に、スマホを取り出し写メを見るレイジに、レイリスが目を剝むく。

「…………いつのまに……」

　資料はレイリスの自室に保管していたはずで、つまりこのニートは勝手にその部屋に入っていたということだ。

　不法に侵入したということより、あれだけ日頃だらけていたにもかかわらず、しっかりやるべきこともやっていたということに不覚ながら感心してしまって。

「ということは、今の〈竜闘族ドラゴーネ〉に必要なのはサーカスということか。しかしそれは──」

　アーサーの言葉に、慌てて意識をそちらに向ける。

「そ、そうだ。娯楽……という発想ではないが、我ら〈竜闘族ドラゴーネ〉にとっての生いき甲が斐いは戦い……それらは《大誓約魔法》によって制限されていると言ったはずだぞ」

「だから、本質を見ろよ」

「…………本質？」

「確かに〈竜闘族ドラゴーネ〉にとっての生き甲斐は戦いだろうな。なら戦いの本質はどこにある？　っていうか──俺がさんざん見せてきたよな、あんたらを使って」

　アーサーとレイリス。

　レイジが二人を使って行ったのは──思って、お互いを見たレイリスとアーサーは、露出度の高い同じようなコスプレ衣装を纏まとっていることに気づいて、顔を赤くしながら言う。

「き、貴様まさか、こんな格好を全国民にさせるつもりかっ？」

「んー、それも悪くないけど、〈竜闘族ドラゴーネ〉男もいるしなあ。つーかそこじゃないわ。本質って言ってるじゃん。なんで俺はアーサーとレイリスに同じ格好をさせたと思う？」

「そんなもの同じ使用人だからに──」

　同じ、使用人……？

　同じ使用人、同じ格好。

　同じ条件で、レイジがしていたのは。

「比較──競争か」

　先んじて答えに至ったアーサーをレイジは大げさに指さして言う。

「はい、大正解。アーサーの勝ちー」

「ぐっ……我も今同じことを考えていたのに……」

　タッチの差で間に合わなかった──そう考えたのを見透かしたように。

「それだよ」

　眼前でそう呟つぶやいたレイジは、レイリスの胸を指先でとんと突いて言う。

「今抱いた感情。競い争い勝利に喜び、敗北に悔しがること──それこそが勝負の本質だ」

　どくん、とレイジに突かれた胸が大きく跳ねた気がして、一拍遅れて離れたレイリスは慌てて言う。

「だ──だから、戦い全般は《大誓約魔法》で禁じられているだろうっ？」

　他者を害する行為──暴力を禁じた《大誓約魔法》。唯一の例外である《英雄戦争》は、国家間の闘争となる上、代だい償しようを必要とするためおいそれと行うこともできない。

「なら戦い以外でやれば？」

「はあ……？　そんなもの──」

「──そうか！」

　レイリスと対照的に、閃ひらめいたとばかりに立ち上がって叫んだアーサーは、

「あっ……」

　先ほどの〝お願い〟で自分がほぼ全裸であることを忘れていたらしい。

　慌てて衣装をつけなおし、一転して気まずげに咳せき払ばらいをして言う。

「しょ、勝負ごとと聞いて戦いだけを思い浮かべるのが間違いだったのだ……競争と考えれば、いくらでも方策はある……」

「アーサーが今みたいなハプニング起こせば男はみんな一発でやる気起きそうだけどな」

「そ、それはっ」

「……ふん、それでやる気が起きるのは貴様くらいのものだろう」

「いやー〈竜闘族ドラゴーネ〉もちゃんと発情期あるんだろ？　なら、十分効果的だと思うぜ。なんだったらそのつもりでもその衣装着せたし」

　へらへらと笑うレイジは冗談なのか本気なのかがわからない。

　とりあえず無視し、レイリスはアーサーを見て言う。

「しかし民が興味を持つ、戦い以外の競争か……」

　勝負と言えば戦いに直結するレイリス──あるいは〈竜闘族ドラゴーネ〉からすれば、それはそれで難題に思えたが。

「競技祭」

　アーサーがぽつりと言って。

「……競技祭？」

「たとえば……そうだな、わたしがこの世界に来て最初に驚いたのが竜騎兵の存在だったのだが、〈竜闘族ドラゴーネ〉であれば誰もが竜に乗ることができるそうだな。この竜に乗った者同士での競争を王家主催で執とり行うのはどうだろう」

　──それになんの意味が？

　竜など当たり前のレイリスからすれば、竜に乗った者同士がわざわざ競争し、その優劣をつけることに意味など見いだせない。

　もちろん、兵が戯れにそのようなことをするというのであればわかるが。

「おー、いいじゃんそれ。国民誰もが親しみやすく参加可能でありながら、新鮮さ目新しさもあり、戦いの本質も味わえる上、その先まで考えられる」

「その先……？」

「かなりいい案だと思うぜ。さすがは騎士王の娘。騎兵からの着想はさすがだな」

「そ、そうか……？　それは……なんというか……素直に嬉うれしい、な」

　はにかむように照れるアーサーとは対照的に、レイリスは首を傾かしげていて。

「試してみればいいじゃん」

「…………え？」

「納得いかないんだろ？　なら実際にやってみろ──ってな」

　そう言ってレイジは上を指さしてにやりと笑った。
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「おー、やっぱ空からの眺めいいわー」

　レイグリシス城上空。地上からはなにをしているのかわからない程度の高度に、レイジ、レイリス、アーサーの三人はいた。

　それぞれ一人乗り用の竜にまたがっており、周囲に他に人影はない。

「なるほど。確かにここであれば、近衛このえ兵へいを一時的に引かせれば人目につくこともない」

　白い竜に騎馬のようにまたがったアーサーが感心するように呟つぶやくのに続いて、黒い竜に乗ったレイリスが頰ほおをひくつかせながら叫ぶ。

「準備がよすぎる……というか──なぜ我らはこの格好のままなのだ!?」

　レイリスもアーサーも、羊耳カチューシャをつけ、下着同然の露出度マックスなコスプレ姿のまま。

　この姿を誰かに見られたら〈竜闘族ドラゴーネ〉は一発で終わるといっても過言ではないのに、

「思った通りコスプレして竜に乗る姿は絵になるなー」

　いいよーいいよーと言いながら赤い竜に腰掛けて足を組んだニートはスマホのカメラでばしばし写真を撮っていた。

「こ、このクズ《英雄》……！」

「だがレイリス、先ほど言われていたとおり、この格好は我らの正体を隠す手段にもなる」

　レイリスもアーサーも男ということになっている以上、まごうことなき女としか言えない格好の今、逆に二人が〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》と《英雄》であると気づかれることはない──とレイジは言っていた。

　言っていたが。
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「顔を見られたらバレるだろうっ？」

「…………まあ、そんな気もするが」

「だーいじょうぶだって。絶対顔よりまず格好に目がいくから。そのあと顔も見るだろうけどな」

「結局顔見られているではないか！」

「さて、んじゃ撮影も終わったし、早速レースのほうに行ってみるかー」

　レイリスの苦情はあっさり無視して、レイジは軽く前方を指さす。

「即席レースだからコースは適当な。まず、正面小さく見える天魔石……浮遊してる岩が一つ目のチェックポイント、あそこまで行ってぐるっと左に回る。そのまま右奥に見える二つ目の岩を今度は右に回って、ぐーっと左に旋回してそこのでかい三つ目の岩の左を通ってきたらここまで戻ってきて俺の前がゴール。言うまでもなく先に通過できた方の勝ち。ざっと……二マイル、三二〇〇メートル走ってとこか」

　走ってねーけど、と笑うレイジは、真剣に聞いていたアーサーと、どこか不満そうなレイリスを交互に見てから付け加えるように言う。

「今回は一対一だし負けた方は罰ゲームね」

「──はあ!?　なぜそんなことを！」

　と声を荒らげたレイリスと裏腹に、アーサーは深くうなずく。

「……なるほど。そちらのほうが勝負としての本質が強まるということだな」

　現実に勝ち負けのある戦いにおいて、勝者は栄誉を、敗者は代だい償しようを支払う。

　このレースにおいても同じことを行おうというわけだ。

「ちなみに二人はなんか相手にさせたい罰ゲームとかある？」

「相手にさせたい……」

「罰ゲーム……？」

　レイリスとアーサー、二人がお互いを見るように呟つぶやき、目が合ってしまったことを恥じるように顔を背そむける。

「そんなものは──」

「ああ特になければ俺が勝手に決めるわ」

　そのにやにやとした笑みを見た瞬間、レイリスは背筋がぞっとして、反射的に言った。

「ア、アーサーが負けたらドレスを着てもらうっ！」

「えっ」

「ふーん、なんで？」

「そ、その……アーサーは、そんなにスタイルがいいし、元々女なのだから、ドレスを着ればさぞかし似合うだろう、と……」

「ああなるほど、レイリスはアーサーが本当は女らしい格好したいんじゃないかって思ってるわけね。んで罰ゲームにかこつけてそういう姿をさせてあげようと」

「……レ、レイリス、わたしは別に──」

「ば、罰ゲームだと言っているだろう！　アーサーはどうなのだ！」

「…………では、レイリスが負けたらわたしとベッドを共にしてもらう」

「な──!?」

「あ、か、勘違いしないでくれ。そういう意味ではない。ただその──古参の使用人に聞いてしまったのだ。レイリス──レイリアは、幼くして両親を亡くしたこともあり寂しがりやで誰かと一緒に寝ることがなによりも好きな子だったと」

「ちょ、そ、それは本当に昔の、子供の頃の話で！」

「〈竜闘族ドラゴーネ〉の寿命で考えれば、レイリアはまだ十分に子供と呼べる年頃なのではないか？」

「それは──あくまで身体的な話であって……！」

　慌てふためくレイリスに、なにか思うところがあったのか、ふっと息を抜くようにしたアーサーは、不敵な笑みを浮かべて。

「レイリスも言っていただろう。これは罰ゲームだ」

　相手の嫌がることをさせるのが罰ゲーム。だから問題ない。

　そう続けずとも示し唆さしたアーサーに、レイリスはなにも言えなくなって。

　その様子を一切口出しせず見守っていたレイジが代わりに言う。

「んじゃ、それを《大誓約魔法》に誓ってもらおうか」

　さも当然のように笑うレイジに、レイリスが眉まゆをひそめる。

「は？　なぜわざわざ……」

「そりゃ口約束じゃちゃんと履行されるかわからないし」

「貴様ではないのだから、そんなことは──」

「あとはまあ、このレースのルールを確定させるためってのもあるな」

　レイリスに最後まで言わせずそう続けたレイジに、アーサーが疑問を口にする。

「……ルール？」

「さっき俺が言ったレースのルールを遵じゆん守しゆすると誓うことで、ルール外の行動＝反則負けにできるじゃん？」

「……なるほど、それならば確かにルール違反か微妙な行動を取った場合でも、各々が議論して判断するのではなく、《大誓約魔法》が即座に決断を下すという形になるな」

　レースが円滑に進められるし、微妙な判定で揉もめたりすることもない。

「そうそう。《大誓約魔法》による保証があるってことは、ルール内であればなんでもできる【勝負】になるってことだしな」

「ルール内であれば……」

「なんでもできる【勝負】……」

　追従するように呟つぶやいた二人は、なんとなく指示されたコースをもう一度見る。

　そうして、そのまま目を細めて熱心になにやら確認しだしたアーサーに、レイリスがちくりと言う。

「アーサー……楽しそうだな？」

「……！　そ、そんなことはないぞ」

　慌てて手を振ったアーサーは、バランスを崩しかけ、手綱を摑つかみ直す。

「ない……はず、だが──」

　口元に指先を当てて考え込むようにしたアーサーは、やがて悔かい悟ごするように重苦しく呟いた。

「すまないレイリス……少し、楽しんでいるかもしれない」

　そのあまりにまっすぐな謝罪に、指摘したレイリスのほうが戸惑った。

「い……いやまあ、そこまで真剣に謝らなくてもいいが……」

　──ちょっと楽しそうだと思ったのは我もだし。

「〝ちょっと楽しそうだと思ったのは我もだし〟って？」

　いつのまにかすぐ近くにいたレイジに囁ささやかれ、竜ごと弾はじかれるように離れたレイリスは、遅れて叫んだ。

「──そ、そんなこと思っていない!!　断じて思うわけがない!!」

「……へえ？　んじゃ、レイリス、竜レースとは別に俺と軽い【勝負】をしようぜ」

「貴様と、【勝負】……？」

「竜レース終了後、レイリスが竜レースはやっぱりつまらないと思ったら、俺専用使用人の契約を解除してやるよ」

「なに!?」

「その代わり、レース終了後、竜レースは面白い、楽しい、もう一回やりたい！　と思ったら、使用人契約とは別に俺の願いを無条件で一つ聞いてもらう」

　レイリスがレイジの専用使用人であることは、言うまでもなく屈くつ辱じよく極まりない状況で、解除が可能であるのであれば一瞬でも早くしたい。

　それが為なしえられるのであれば、竜レースを楽しまないことなどたやすいし、そもそもレイリスの気持ち次第である以上、こんなもの【勝負】にもなりえない。

「馬鹿め……見誤ったな。その言葉に偽りはないな、ホウバミレイジ！」

　もう撤回はさせないと返答を急がせるレイリスに、レイジはあくまでへらへらと笑って。

「ああ、《大誓約魔法》に誓う」

　言うやいなや、契約の魔法陣が光った。

「よしアーサー、さっさとこんなものは終わらせるぞ！」

「……ああ。だが、レイリス、その前に一つだけ言っておくことがある」

「……？　なんだ？」

「【勝負】である以上、わたしは故意に負けることはできない」

　すまない、と頭を下げたアーサー。

　どこまでも真剣でありながら、爽さわやかさを感じさせるその表情。

　思わず目を奪われたレイリスは、その事実を隠すように顔を背そむけて。

「──と、当然だろう。謝る必要もない」

「そうか。では──」

　そうして契約の光は再度、今度はアーサーとレイリスのあいだに現れ、

「んじゃいくぜー。よーい、スタート」

　適当極まりないレイジのかけ声と共に、〈竜闘族ドラゴーネ〉《英雄》アーサーＶＳ〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》レイリスの竜レースの火ぶたが切って落とされた。
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　スタートで先行したのはアーサーの白い竜だった。

「……くっ、クズ《英雄》め！　スタートの合図が適当すぎるっ」

　文句を叫びながら、レイリスも遅れて黒い竜を駆ってアーサーのあとに続く。

「いやー悪い悪い」

　レイジのまったく気持ちのこもっていない謝罪を遠くに聞きながら、レイリスは前まえ屈かがみになって黒い竜の背にピタリと張りつくような体勢を取る。

　すると、それが合図であったかのように、黒い竜はぐんぐんアーサーの白い竜へと迫っていった。

「ほー、まさに人竜一体って感じだな」

　──当然だろう。

〈竜闘族ドラゴーネ〉の元いた世界でも存在し、生活に密接に関わっていた竜。

　元来〈竜闘族ドラゴーネ〉は幼い頃より竜と共に育ち、竜を従え、騎竜の技術も習得する文化にある。

　当然〈竜闘族ドラゴーネ〉の王族であるレイリス──レイリアも例外ではなく、それどころか歴代の王族の中でも抜きんでてその技術に秀でていたため、お忍びで近衛このえ竜騎兵に交ざってエリートである彼らを圧倒した経験があった。

　だから。

「竜の扱いで我に敵かなうわけがなかろう！」

　一つ目のコーナリングに差しかかったところで、レイリスの黒い竜がアーサーの白い竜に並んだ。

　勢いからして、コーナーを曲がりきったときにはレイリスがアーサーを抜くのは間違いなく。

「先に行かせてもらうぞ、アーサー！」

　コーナーを周りながらレイリスが叫び、

「すまないレイリス」

　アーサーは、手綱から放した片手で、とん、とレイリスを押して。

「……っ!?」

　普段であればどうということもない衝撃は、ギリギリの体勢でコーナリングを攻めていた瞬間であったがゆえに、レイリスのバランスを著しく崩した。

「く、ぁ……っ」

　落竜してもおかしくない状態にもかかわらずなんとか踏みとどまれたのは、ひとえにレイリスの竜さばきによるところが大きくて──

「ふう、どうにか……って待て！　今のは反則ではないのか!?」

　思わず背後を振り返ったレイリスは、その声が届いていないことに気づき歯は嚙がみする。

　──いや、そうじゃない。

　そもそもこのレースのルールは《大誓約魔法》によって保証されているのだ。

　アーサーの妨害行動がルールに抵触していたとすれば、即座に失格になっている。

　そうなっていない以上、ルールはアーサーの行動を〝是ぜ〟と言っているということだ。

　なにより。




　──ルール内であればなんでもできる【勝負】になるってことだしな




　レイジは竜レースのことをそう言っていた。

　それをアーサーは正確に理解し、実行したまで。

　竜レースである以上、幼い頃より竜に親しんでいるレイリスのほうが圧倒的に有利。

　だがそれはあくまで単純に競争したらの話だ。

　態勢を立て直し、最短で回るコースに戻ったレイリスが前を見ると、すでにアーサーははるか先へと進んでいた。

「……ちっ」

　再び竜に張りつくような姿勢を取ったレイリスは、直線でぐんぐん加速し、開いた差を縮めようとするが、今まで本気を出していなかったのか、はたまた慣れたのか、アーサーの白い竜のほうも先ほどとは違う加速を見せ、まったく追いつかせない。

　そうこうしているうちにアーサーのほうは三つ目のコーナーを曲がりはじめ、最後の直線へと躍り出ようとしていた。

　いまだ二つ目のコーナーを曲がりきったところのレイリスでは、逆転不可能な差。

　そのことをわかっているのか、コーナリングを回るところでこちらを向いたアーサーは、不敵な笑みを浮かべているように見えて。

　その笑みを見た瞬間、レイリスの胸に火がついた。

「そちらがそのつもりなら──こちらも本気を出すまでだ！」

　言うやいなや、レイリスの瞳が銀へと変わり、赤い髪は鮮やかに艶つやめいていく。

『竜りゆう神じん白びやつ化か』──。

〈竜闘族ドラゴーネ〉が正当な闘いにおいてのみ見せる、真の姿。

　手綱を離し、硬い鱗うろこがひしめく竜の肌を右手の鋭く伸びた爪つめでしっかりと摑つかんだレイリスは、自由になった左手を前方に向け、

「破っ！」

　一喝。

　声と共に放たれた衝撃波は、狙ねらい過あやまたず白い竜の翼を強く打った。

「──っ！」

　一転してバランスを崩した白い竜に、アーサーはさすがの身体能力でどうにか投げ出されずにすんだが、大きく高度を落とした竜がまた飛行態勢を取り戻し、再上昇するまでに相応の時間がかかった。

　そしてそれは『竜りゆう神じん白びやつ化か』によって全力全開状態のレイリスにとって追いつき、追い越すのには十分すぎて。

「はーっはっはっは！　悪く思うなアーサー！」

『竜神白化』は、常より性格も凶暴化させる。

　歯をみせて快活に笑うレイリスがアーサーのすぐ近くを通り過ぎてゴールへ到達しようとした、そのとき。

「……こちらこそだ、レイリス」

【クラレント】──。

　静かな言葉と共に閃ひらめいた紅い剣。

　いつの間にか抜かれていたアーサー──モルドレッドの剣が、ほんのわずかにレイリスの黒竜に触れて。

「っ！」

　瞬間、黒竜はそれまでの従順ぶりが噓のように背に乗せた主あるじを振り落とさんと暴れはじめた。

「ぐっ、う、お、落ち着け──ってああああああっ」

　突如仲なか違たがいをはじめたレイリスたちを尻しり目めに、アーサーと白い竜はゆっくりとレイジの前を通過していき、

「はいアーサーの勝ちー」

　アーサーＶＳレイリスの竜レースは、アーサーの勝利で幕を閉じた。
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「ぐぅぅ──《偉能レアルタ》まで使うなんて卑ひ怯きようだぞアーサー！」

　城内の部屋に戻り、開口一番悔しそうに言ったレイリスに答えたのはアーサーではなくレイジだった。

「いやいや超フェアだったじゃん。《偉能レアルタ》なんていつでも使えるのに、レイリスが『竜神白化』使ったの確認してからだったし。相手が奥の手を使う全力を尽くすのならば、こちらもそれに応えるまで──って感じだったよな？」

「……そこまで高尚なものではないが」

　ちらりと剣に視線を落とし、謙けん虚きよにそう述べたアーサーはしかし、レイジの言葉を完全には否定しなくて。

「ま、実際かなり余裕はあったよな。てっきり騎士としての武力と王としての統率力カリスマだけが抜きんでてんのかと思ってたけど、判断力、対応力も圧倒的じゃん。それでなんで〈神翼族〉とこの前の戦いには出張らなかったわけ？」

　レイジたちがフィレンタニアを訪れた際に行われた〈竜闘族ドラゴーネ〉と〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄戦争》。

　結果的にジャンヌ一人で〈竜闘族ドラゴーネ〉を征せいしたあの戦いに、アーサーは出陣すらしなかった。

　レイジの問いかけに、紅あかい刀身の剣を腰に収めた〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》は静かに答える。

「単純な話だ。あなたの言うとおり、わたしの秀でた点は武力と統率力だけだからだ。あそこでわたしが〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》と相まみえたところで勝利しえた可能性は五分。そして統率者たるわたしがあの場で敗北したときの〈竜闘族ドラゴーネ〉が負う傷は計り知れない」

「……へえ」

　極めて冷静な状況判断。それは、単純な個の武力など比較にならないほど重宝されるべきもので。

「ふん、そもそもあの《英雄戦争》ははじめから負けることを見越して行ったものだ。強敵相手の《英雄戦争》を行うことにこそ意味があったからな」

　アーサーを補足するようにレイリスも言う。

「だいたい本気でやる相手というのであれば、〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》はあまりにも〈竜闘族ドラゴーネ〉と相性が悪すぎる」

「あーまあ、アーサー王──正確にはその父ちゃんが持ってる〝ペンドラゴン〟って称号も『竜を統べし者』って意味だし、〈竜闘族ドラゴーネ〉にとってジャンヌの〝竜殺しシリーズ〟は笑えるぐらい相性最悪ではあるな」

　聖マルグリッドのロザリオと聖カトリーヌの剣。どちらも竜殺しの名を冠するため、〈竜闘族ドラゴーネ〉はもちろん、竜に由ゆ縁えんを持つアーサーにも有効だろう。

　事前にそれらの情報があるのであれば、ある程度戦闘の展開も予測できる。

　彼女たちは正確にそのことを理解し、結果を度外視してその過程における恩恵を受けるために《英雄戦争》を挑んでいたわけだ。

「ちゃんと考えてんじゃん」

「当然だろう。我らをなんだと思っている」

「いやーアーサーは十分わかるんだけどなー。誰かさんは相手の妨害ありってルールに気づかなかったし」

「う……それは……そ、そうだ！　そもそもそのルールがおかしい！　いや、そういうルールであるのならもっと事前に周知すべきであろうっ？」

「だからわざわざ口に出して言ったじゃん。ルール内であればなんでもできる【勝負】って。そもそもレイリスもそのことに途中で気づいたから『竜りゆう神じん白びやつ化か』使ったんだろうし」

「ぅ、ぐ……」

　途中という言葉を強調された意味を察せられないほどレイリスも愚おろかではなかった。

　レイジの指定した竜レース。

　それは単に竜の性能や騎竜の技術を競うものではなく、ルールを理解し、その中で最大限的確に利用することで勝利を目指す【勝負】だったのだ。

　アーサーはそれにいち早く気づき、レイリスは遅れをとった。

　だから。

「──もう一度だ！　もう一度【勝負】するぞアーサー！」

　握りしめた拳こぶしを思いきり振り下ろし、レイリスはアーサーに詰め寄る。

　その勢いに押されるように身体からだをのけぞらせたアーサーは、目を見開き、それはまずいと言わんばかりに両手を伸ばして。

「レ……レイリス、それは──」

「次は負けぬ！　そうだ、我の乗った黒竜ラストレアのほうが竜としての力は上であるというのであれば、そちらを譲ってもいい！」

「い、いや、そういうことではなく……」

「なんだ!?　他になにか条件をつけたほうがいいというのであれば、話し合った上で──」




「あれー？　レイリス、今なんて言った？」




　にやにやと。

　これ以上なく楽しそうに笑うレイジが、ぽんとレイリスの肩を叩たたいてきて。

「もう一回言ってくれる？」

「……？　だから、竜レースをもう一度──や、ろう……と……」

　口にしている途中で。

　ようやくレイリスは気づいた。

　自分がしていたもう一つの【勝負】を。

　──その【勝負】にも自分が負けていたことを。

「ん？　もう一回竜レースをしたい？　なんで？」

　にやにやにやにや。

「ぁ……そ、それは…………そう、負けたからだ！　誇りある〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》として負けっ放しというのは許されることではない」

「うんうん、負けたらもう一回やりたくなるよなー」

「そ、そうだ、あくまで負けたからで──」

「楽しんでるよな？　竜レース」

　ズバリその言葉を突きつけられ。

　ぱくぱくと言い訳らしきものを口にしようとしたものの、やがて悔しげにそっぽを向き。




「………………楽しんで、ます……」




「はい、俺の勝ちー」

　勝利宣言をしたレイジはベッドに寝転がり、誇るでも煽あおるでもなくはじめからそうなることを知っていたかのようで。

「くっ……確かに楽しいと言えなくもなかった……なかったが！　勝ってさえいればもう一度やりたいなどとは──」

　言わなかったのに、そう続けようとして。

　レイリスはふとレース直前にアーサーが口にしていたことを思い出した。




　──【勝負】である以上、わたしは故意に負けることはできない




「あ──まさか、アーサーがあのとき言っていたのは」

　この状況を予期していたから？

　竜レースにおいて、アーサーが勝てば、レイリスは再戦を要求してくる。

　それはそのままレイジの勝利条件を満たすことであると、アーサーはあのときすでに気づいていた──？

「……すまないレイリス」

　申し訳なさそうに頭を下げるアーサーは、レイリスの推測を肯定していて。

　そんな二人をにやにやと見ていたレイジは、軽く言う。

「ま、ちょっと考えればわかるだろ。レイリスの性格からして負けたら再挑戦せずにはいられないくらいのことは」

　そしてそれは──

「……貴様も同じ、ということか」

　すべて見えていたからこそ、レイジはレイリスにあんな【勝負】を挑んできた。

「なぜそこまで……」

　悔しげに呟つぶやいたレイリスに、レイジは鋭く目を細める。

「情報こそがすべてを制す」

「……は？」

「レース前の段階で、アーサーは竜レースの本質を理解し、お前は理解してなかった。その時点で結果もその後の展開も決まりきってる」

　ごくごく当然のようにそう呟いたレイジに。

「────」

　レイリスは、ただただ圧倒される。

　アーサーはレイリスと長い時間を過ごしているし、なによりも大事な秘密を共有している相手だ。

　レイリスにとって、アーサーほど自分を理解している者はいない。

　そんなアーサーが竜レースで負けたレイリスが再挑戦を挑むだろうと予測できたことは十分にわかる。

　だが、この男は違う。

　目下四種族同盟に属する〈解放者〉の《英雄》というまごうことなき敵であり、策士であるという事前情報から最大限の警戒心を持ってあたっている相手だ。

　レイリスの信念も志向も知るよしもない……ない、はずなのに。

　竜レースに勝てればレイリスは再戦を挑まざるをえないと考えたアーサー以上に、正確な予期をし、絶対に勝てる【勝負】をレイリスに吞ませた──。

（……なんなのだ）

　なんなのだ、この男は──。

　悔しさや驚きを超え、恐怖さえ感じるホウバミレイジという《英雄》から、レイリスは目をそらすことができなくなっていて。

「さて」

　ベッドから起き上がり、こちらを向いた彼に、びくりと大げさに反応してしまった。

「んじゃ約束のほうを果たしてもらうかな」

「……や、約束？」

「【勝負】の代だい償しよう」

　さーっと顔を青ざめさせたレイリスに、レイジは指を一本立てて。

「願い、なんでも叶かなえてくれるんだろ？」

　邪悪に笑った。








五章　胴元ニートと偶像姫









　翌日。レイグリシス城前の広場に集められた民たちを眼下に、〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》レイリスが告げたのは耳を疑うような言葉だった。




「諸君、祭りだ」




「………………祭り？」「今祭りとおっしゃったか……？」「まさか……」

　ざわつく民たちの前でレイリスはどこまでも毅き然ぜんとした態度で言った。

「一週間後、〈竜闘族ドラゴーネ〉全国民参加の『全竜レース』を開催する!!」

　ばっと右手を突き出すと広場の空に魔法陣が出現し、そこに文字が生じていく。

「王家主催、『全竜レース』……？」「参加者……竜に乗れる者であれば誰でも……」「優勝者には──なんでも一つ望みを叶かなえる？」

　ざわざわざわ。

　明らかに困惑している民たちに、表向き不敵な表情を浮かべ、堂々と立っているレイリスも不安になってきて。

「……おい、本当にこれでいいんだろうな？」

　思わず小声で尋ねると、民たちからは見えない位置に座り込んでいたレイジがあくび混じりに言う。

「いーんじゃねーの？」

「想定以上に不安がっているように思えるのだが」

「そりゃそうだろ。いきなり優勝者の望みはなんでも叶えるなんて言われたら戸惑うし、なに言ってんのってなるわ」

「そういう条件を組み込めと言ったのは貴様だろう!?」

「……レイリス。民の前だ」

　レイジとは違い、きちんと周囲から見える位置で控えていたアーサーが、静かに言う。

「どんなときでも王は民の前では王でいなければならない」

「…………く」

「まーまーいいから。俺の言ったとおりに演説しちゃって」

　どこまでも適当なレイジにふつふつとわき上がる苛いら立だち。

　それらを払ふつ拭しよくするように目を閉じたレイリスは、一度深呼吸をすると、まっすぐ前を見て声を張った。

「日頃労働に精を出し、国のため、自らのために働く国民諸君。諸君らへの感謝の念は計り知れない。しかるに、我は此こ度たびのレースおよび優勝者に対する褒賞を考えるに至った。無論、全国民参加とは言ったが、強制ではない。ただ──」

　そこで一拍の間を取ったレイリスは、左手をまっすぐ伸ばし、合図をするように動かすと、愛竜である黒竜ラストレアを演説するバルコニーに呼び寄せて。

「竜を駆り、戦いこそを本懐とする〈竜闘族ドラゴーネ〉……その〈竜闘族ドラゴーネ〉の中で誰が一番であるのか決めるという、どうあっても血湧わき肉躍る究極の祭りに、〝我こそは最強〟との想おもいを持つ者が参加せぬわけはないと思うが、な」

　暗に、自分も参加し、それどころか優勝すると言わんばかりの不敵で挑戦的な笑みに。

　ざわついていた広場はぴたりと静かになり。

「……上等だぜ」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉を皮切りに、そこかしこから、「言うねえ……」「おお、《誓約者ルーラー》さまにケンカ売られたぞ」「よーし買うぜそのケンカ」などという声が聞こえはじめて。

「レイリスさまには悪いが優勝は俺がもらう！」「いやオレだ!!」「ああ!?　あんたらにできるわけがないだろ!!　この私だ！」「優勝して俺が《誓約者ルーラー》になってやる！」

　やがて怒号のような形で広場全体に行き渡っていった。

「これは──」

　ついぞ見なかった活気に溢あふれ、闘志を燃やす国民たちの姿。

　その状況を目の当たりにしたレイリスは、自分で焚たきつけておきながら、信じられないものを見ているかのような気持ちになって。

「ま、第一段階は無事クリアーってとこだな」

　すべてを画策したニートが当然のようにそう呟いてバルコニーを後にするのを呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。





　　　　◆◇◆◇◆






〈竜闘族ドラゴーネ〉最強を決める全竜レース開催。

　その報は瞬く間にアルガロン全土に行き渡り──

　一週間後のレース開催日にはとてつもない数の参加者が集まることとなった。

「おー、空の大渋滞って感じだなこりゃ」

　スタート地点であるレイグリシス城上空。

　そこに黒い粒のようにうじゃうじゃと待機する竜と乗り手たちを自室の窓から仰ぎ見ながらレイジは笑う。

「さっすが戦闘大好き〈竜闘族ドラゴーネ〉。いい感じに滾たぎってんねえ」

　その隣で同じように空を見あげていたアーサーは、信じられない想いで呟く。

「本当に……ここまで集まるとは」

　一週間前の告知から開催日の今日まで。

　あれだけの熱狂を目の当たりにしてなお、レイリスとアーサーの心中を占めていたのは、〝本当に彼らは竜レースに参加してくれるのか？〟という疑念に満ちた想おもいだった。

　確かに広場での演説以降、パートナーとなる竜を探す者、すでに見つかっていて練習に精を出す者は散見した。

　しかし、それでも今日まで、彼ら全員が本当に出場してくれるとは思えなかったのだ。

　レイリスやアーサー──〈竜闘族ドラゴーネ〉の王は、今まで問題打開のために、様々な政策を、法を制定し、発布してきた。

　その中にはごく短期的に見れば結果が出たものもあった。

　だが、継続的に続けていこうとすると決まって同じ無気力状態に戻っていったのだ。

　だからこそ歴代の《誓約者ルーラー》もアーサーも、この状況は〈竜闘族ドラゴーネ〉が本性として欲する他者を害する行為単純な戦いを禁じた《大誓約魔法》を根源的な原因とする、対処不可能な問題と考えていたのに──

「いやーそりゃそうだろ。この国の政策全部見たけど、〈竜闘族〉の王あんたらが行ってきたのって、換言すれば全部日常に関わることじゃん」

　アーサーの心を読んだように。

　レイジはどうということもなさそうに言う。

「無気力症候群ってのは一般的に特定の事柄に対してのみその症状が現れる。それが国中で常に起きてるってことは、その特定の事柄が〝日常そのもの〟だと考えるしかない。つまり〈竜闘族ドラゴーネ〉は平穏すぎる日常ってものに対して無気力になってたってことだ」

「平穏すぎる日常に対して……」

「たとえば使われなくなった公共施設の再利用、あるいは低下する出生率への経済的支援という形でのてこ入れ、恒常的な地域活性化を目的とした共同作業……そんなもんいくらしたって、クソ退屈で普通な日常って事実は変わらない」

「──それは」

「いくら刺激的なことをと思っても、他者を害する《大誓約魔法》が枷かせとなってなにもできなかったから、か？　──できてんじゃん、刺激的なこと」

　言いながら、レイジは親指で上空を指さし、人差し指の先をアーサーに向ける。

「あんたらは〈竜闘族ドラゴーネ〉の生いき甲が斐いである戦いを、他者を害する行為と断定しすぎた。確かに戦いの本質は競争で、そこに他者を蹴け落おとすという要素は含まれる。だが、それだけがすべてじゃない。他者を害する行為はすべて戦いと言えても、戦いは必ずしも他者を害する行為を含むわけじゃない、ってね」

　包ほう含がん関係ってやつだ、と付け加えてから、へらっと笑って続ける。

「実際、〈神翼族エルブランシユ〉との《英雄戦争》っつー非日常時は普通だったしなー。なに、ただ戦闘が好きだから、戦える《英雄戦争》時は元気になってるとでも思ってた？」

「────」

　……思っていた。

　いや思うだけでなく、事実として民からそういう声も聞いていたのだ。

　つまりそれは、民自身も無意識に感じていたことで、目の前のニートは当事者ですら気づいていなかったことを見抜いた──。

　あらためて、ホウバミレイジという《英雄》の卓抜した目に驚きよう愕がくするアーサーは、

「ま、これもちょっとした日常の延長でしかないし、状況を打破したって言うには早すぎるけどな」

　あっさりとそう言いのけられて、肩すかしをくらう。

「し、しかし、実際にこうして……」

「ああ、土壌を整えて種を蒔まいて芽くらいは出た。あとは──」

　言いながら、レイジが見るのは窓ではなく、その反対側。

　開かれた扉の向こうに立っていたレイリスを見て。

「大輪の花をバンバン咲かせまくるだけだ」





　　　　◆◇◆◇◆






「ホ、ホ、ホウバミレイジぃぃ……っ」

　部屋に入ってきて開口一番。

　レイジの名前を呼んだレイリスは震えていた。

　その身を焦がさんばかりの憤怒で。

「おーレイリス。震えてるけど、やっぱ寒い？」

「きっさまああああああああ!!　なんだこの格好はあああああああ!!」

「え、なに？　貴様？　誰のことそれ」

「ぁぐっ……くぐっ……ご、ご主人さま、なんなの、でしょうか……？　このひどすぎる格好は……！」

　羊耳付きカチューシャに、白のニーソックスとロンググローブ、下着同然の胸と下腹部だけをわずかに覆う布。

　それはようするに、これまでレイジがさんざん着せてきたコスプレ姿で。

「似合ってるぜ！」

　びっと親指を突き上げたレイジに、レイリスの下ろされた赤い髪が逆立った。

　それを見て慌てたのはレイジではなくアーサーで。

「レイリス落ち着け、今『竜りゆう神じん白びやつ化か』を使えばレースに支障が出かねん」

「アーサー……信じられるか？　こ、このクズ変態《英雄》が我に命じたことが……！」

「…………ま、まあ気持ちは、わかる……」

「気持ちはわかるではない!!　このクズはよりにもよって【勝負】の代だい償しようたる願いを使って我にこのこすぷれ姿でレースに出ることを命じてきたのだぞ!?」

　レイリスとレイジの【勝負】。

　レイリスに竜レースを楽しませ、もう一度やりたいと言わせることに成功し、見事【勝負】に勝利したレイジは、そこで得た絶対命令権を使って、レイリスに【コスプレ姿で竜レースに出場すること】という命令を下したのだ。

「信じられるか？　信じられるか!?　こ、こいつは……こいつは拒否できないことをいいことに我に死ぬよりもひどい罰を与えてきたのだ!!」

　怒いかりにか、あるいは別の感情にか、繰り返し言うレイリスに、レイジは手を叩たたいて笑う。

「あっはっは、マジ泣きそうになっててウケるー」

「ウケるではないわ馬鹿あああ!!」

「…………レイリア」

　小声でその名前を呟つぶやいたアーサーは、本当に涙を湛えているレイリスに召喚されたばかりの頃を思い出した。

　倒れ伏すレイリスの名を叫びながら泣き続ける少女の姿。

　レイリスに成り代わった当初、うまくいかず自室で涙に暮れていた日々。

　控えめで自信がなく、気弱だった巫み女この少女は、やがて悔しさと誇り、敬愛する兄王たれという熱望を糧に、強したたかに傲ごう慢まんに成長していった──とアーサーには思えたのだが。

（身勝手な思い込みだったのかもしれないな）

　レイリス──レイリアの本質はなにも変わっていない。純粋かつまっすぐで──まだ成長途中の少女のまま。

　アーサーが勝手に頼りがいのある、寄りかかってもいい《誓約者ルーラー》とみなしたのだ。

　だから。

「ホウバミレイジ」

　言葉と同時。アーサーは一刹せつ那なで腰の剣を抜き、切っ先をレイジの喉のど元に突きつけて。

「──アーサー!?」

「…………へえ？」

　アーサーの突然の凶行に遅れて反応した二人は、それぞれ驚きよう愕がくと感心の眼まな差ざしを向ける。

　それらをあえて無視して、アーサーは凪ないだ水面のごとき心持ちで静かに尋ねた。

「レイリスがその姿で竜レースに出場しなければならぬ理由、その真意を包み隠さず話せ」

「嫌だって言ったら？」
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　即答。

　喉のど元の剣などないかのような言葉に、アーサーは迷わなかった。

「我が《偉能レアルタ》──【クラレント】で、汝なんじを斬きる」

　わずかに力を込めると、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサーが《偉能レアルタ》──【クラレント】は紅あかい光を帯びる。

　今までにない反応。

　それは、つまり。

「おー、マジっぽいな。どうせ貫こうとしたって《大誓約魔法》に弾はじかれる──とか言えなさそうな感じ」

　あくまで平然と。

　だが、鋭く目を細めたレイジに、アーサーは声だけで促す。

「返答を」

　短い応酬と、張り詰められた糸のような危うい緊張。

　固唾かたずを吞のんだレイリスとは裏腹に。




「そんなことしなくても最初から言うつもりだったっつーの」




　レイジの答えは間が抜けているにも程があって。

「は……？」

「つーかそもそもほぼ理由言ってあるし」

「え……そうなのかレイリス？」

「き、聞いてない、聞いていないぞ！　【コスプレ姿で竜レースに出ろ】と言われただけで──」

「違うだろ。俺が言ったのは【コスプレ姿で竜レースに出て優勝しろ】だぜ？」

「……？　それのどこが違っているのだ。少し言い回しが異なっているだけで、結局はこすぷれをして竜レースに出ろということではないか」

　竜レース優勝者に与えられる〝なんでも叶かなえる権利〟。

　これもレイジの命で設定されたものだが、予定ではレースに出場するレイリスが手に入れることになっている。

　つまり、レイリスには優勝の義務があるのだ。

　訝いぶかしむレイリスに、レイジはわざとらしくため息を吐ついてみせ、

「はああ……わかってないなー。コスプレして竜レースに出るだけならいちいち《大誓約魔法》の下に絶対遵守の命令を使ったりしねーよ。おわかり？　俺専用使用人のレイリスさん」

「う……」

　確かにレイジ専用使用人という言葉を持ち出されれば、レイリスに抗あらがうすべはない。

　しかしだからこそ、疑問も深まる。

「ならば、なぜわざわざ命令権を……？」

　あらためてのアーサーの問いに、レイジは口の中だけで「今答え言ったんだけどな」と呟つぶやき、

「とりあえずどっちもレースが終わったときにはわかる。それで納得がいかないってんなら遠慮なく斬きっていいぜ」

　そう煙けむに巻くように続けて。

「どっちもって……どう考えてもこの格好は関係ないであろうが……」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡ、それはどうかなー？」

「適当すぎる！　アーサー、このクズやはりなにも考えていないぞ！」

「…………」

「……アーサー？」

「んじゃ、まだ判断を迷ってるアーサーのためにも、わっかりやすいヒントをさらに出しといてやろう」

　そう言ってレイジは人差し指を立てた。

「注目は浴びれば浴びるほど効果が高くなる。──ってなわけで、そろそろスタート地点に行ったほうがいいんじゃねーの？」





　　　　◆◇◆◇◆






　レイグリシス城上空、数え切れないほどの参加者たちを眼下に。

「──栄えある第一回全竜レース参加者の諸君。ここからは急きゆう遽きよ体調不良に見舞われた《誓約者ルーラー》レイリスに代わり、〈竜闘族ドラゴーネ〉が《英雄》アーサー・ペンドラゴンが取り仕切らせてもらう！」

　白い竜にまたがり、背後に近衛このえ竜騎兵を従えたアーサーは、その類たぐい希まれな《運命力カリスマ》で聴衆を惹ひきつけ、あらかじめかけられていた拡声魔法と表示魔法を使用して毅き然ぜんと言う。

「諸君らの高い志と素晴らしい熱意により、全竜レースという祭りを盛り上げるためここまでの参加者が集ったこと、まずは《誓約者ルーラー》に代わって礼を述べよう！　その上で、参加者諸君らにはまず予選を戦ってもらいたい旨を告げる──」

　予定したとおりの言葉を口にしていくアーサーを見ながら──裸に近いコスプレ姿のレイリスは、いつもの愛竜ではない、くすんだ鈍にび色いろの竜にまたがりながら小さくなっていた。

　なぜなら──

「……おい、なんかすごい格好したのがいるぞ」「あれってもうほとんど下着なんじゃ……」「誰だありゃ」「……〝アイリス〟？　聞いたことないぞ」「でも……可愛かわいい……」

　それなりに広いスタート地点のレイグリシス城上空で。

　レイリス──もとい、レース登録名〝アイリス〟はこの上なく周囲の視線を集め、誰よりも目立っていた。

「──く、くぅう……こ、こんなもの、ただの見世物ではないか……っ」

　当然と言えば当然だ。

　竜を操れる者、すなわち〈竜闘族ドラゴーネ〉のほとんどが参加する竜レース。

　人死にが出るようなものではないといえ、なんでもありのルールであることを公示している以上、その本質はれっきとした戦いであり、相応の装備で挑むべきものだ。

　その竜レースに、裸に近い薄着……どころか明らかに動物のコスプレをしている少女。

　何事かと思わないほうがおかしい。

　レイリスとて逆の立場なら眉まゆをひそめ、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けていたかも──

「……うぁあぁあ……っ」

　自分で考えてドツボにはまったレイリスは頭を抱える。

　幸いにして、今のところその正体が〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》レイリス……どころか、その双子の妹であり、すでに亡くなったとされた巫み女こレイリアであると気づいた者はないが、だからといって安心できるものでもないし、なにより単純に格好が死ぬほど恥ずかしい。

「あのクズ《英雄》……なにが〝注目は浴びれば浴びるほど効果が高くなる〟だ、高まるのは屈くつ辱じよくと恥ずかしさだけではないか……！」

　そう、ぶつぶつと恨み言を呟つぶやいているうちに、スターターであるアーサーの説明が佳境を迎えていた。

「──以上の規則を厳守することを各々《大誓約魔法》に誓ってもらおう！」

「おおおおお！」

　地響きのような声と、まばゆいばかりにそこかしこで生じる契約の光。

　それらを確認した上で、一段高い空へと舞い上がったアーサーは、腰の剣──【クラレント】を掲げ、

「では全竜レース予選──────スタート！」

　振り下ろされると同時に背後に控えていた数十の近衛このえ竜騎兵が竜たちをいななかせ、色とりどりのブレスを頭上に吐かせた。

　派手なスタートの合図同様、優に一〇〇〇を超える参加者たちもまた気合いの声や怒号をあげながら各々の竜たちを羽ばたかせる。

　大地に足着くゆえ二次元的にならざるをえない地上と違い、横にだけでなく縦にも広がることができる空。

　どれだけ参加者が多かろうと、さほど混乱はない──と思いこんでいたレイリスは、その考えが間違っていたことを即座に知った。

　スムーズにスタートを切れたのは最前列にいた極一部だけで。

「いったっ、今誰か殴ってこなかった!?」「おいこら邪魔だ！　どけ！」「ちょっとー、うちが先だったんですけどー」「ああ!?　てめえ今俺の竜に当たっただろ!?」「あん？　それがどうした？」「──上等だ！　ぶっ殺してやる!!」

　上下前後左右。

　スタート直後にもかかわらず、いたるところで竜に乗ったままの小競り合いがはじまっている。

　それだけではない。

　一〇〇〇を超える竜がいっせいに羽ばたくのだ。

　狂った気流が、いくつもの竜をでたらめな方向へと流し、あちこちでぶつかりあいが起きる。

　無論、それらもまたすぐに闘争へと発展していって。

「…………なるほどな」

　すぐ横で、竜そっちのけで殴り合う男たちを横目に、レイリスは呆あきれたように呟く。

「ここまであのクズ《英雄》の予想通りなわけだ」

　全竜レースはまず予選を行い、参加者をふるいにかけた上で、あらためて決勝を行う。

　予選はスタート地点であるレイグリシス城から南東一〇キロの方角にあるフェルグライス山の山頂を折り返し地点に、まっすぐ帰ってくるのみの単純なコース。

　決勝に残るためには上位二〇名に入る必要があるため、それなりに厳しいレースになると予測されたが。

「──ま、楽勝だろ。ちゃんと俺の言いつけを守れれば」

　腹立たしいにもほどがある口調で告げられたホウバミレイジによる言いつけ。

　それは、シンプル極まりなく〝冷静であれ〟ということだった。

　予選において絶対必須なのは、能力の高い竜でも操竜技術でもなく、感情の制御だと。

　確かにレースの参加者が極端に増えているため、特にスタート地点では混乱が予想される。しかし予選のコースはアーサーと試しで行った竜レースよりもはるかに距離が長い。

　多少の遅れを被こうむっても、竜の能力と操竜技術さえあればいくらでも覆くつがえせるだろう──というレイリスの予測は、残念ながらハズレもハズレ、大ハズレだった。

「いてっ、当たったぞ！」「てめーこそ風がうぜーんだよ!!」「あああ!?」「やんのかこら!!」

「…………」

　そこかしこで起きる争乱に沈黙を貫き、多少気流を乱されたくらいで目くじらを立てず、ただひたすらに渋滞状態の竜たちを避よけることに集中する。

　元より、戦いに特化した〈竜闘族ドラゴーネ〉は血気盛んでスイッチが入るとすぐに手が出やすい。

　そこへきて、〝妨害が可能な竜レース＝妨害という名の下、合法的に相手を殴れる！〟とあれば、殴らない理由がないとすら言える。

「…………しかし、本当に大人しいな、お前」

　レイリスが呟つぶやきかけたのは自らがまたがる鈍にび色いろの竜だ。

〈竜闘族ドラゴーネ〉同様、竜にも性格がある。比較的猛たけ々だけしい性格が多いとされる竜の中で、レイリスが今回選んだ竜は、周囲の喧けん噪そうも多少の衝撃や小突きも平然と受け流し続けていた。

「というか……鈍にぶい？　まあ助かるが」

　言葉が通じないのをいいことに、割とひどいことを言うレイリスに、鈍色の竜は周囲を気にせずゆったりまったりと進んでいく。

　──それでいいのだ。

　実はこの予選レースの妨害行動アリというのは明確な罠わななのだから。

　目的地への到達順位を競うレースという形式において、妨害が有効なのは、あくまで自分が他の全員より有利に立てる場合に限る。

　一〇〇〇を超える競争者の存在するこのレースで妨害は、自滅への最短距離でしかない。

　そして。

「調子こいて先頭いってんのは誰だ!?」「あいつら徒党を組んでやがるぞ！」「蹴け落おとせ蹴落とせえええええ!!」

　極端に目立つ行動もまた推奨されない。

　混雑するスタート地点で幸運にも完かん璧ぺきな位置取りができ、最初から最後まで誰も寄せつけないほどの圧倒的な速度を保つ竜と、その竜に相応ふさわしい操竜技術を持つ者であればいい。

　だが、それらのうち一つでも欠けていれば、単騎での突出は後続にとって格好の標的であるし、中途半端な団体行動もまたそれ以上の数の暴力に襲われる理由にしかならない。

　しかるに──。

「道中中段待機、抑えて直線勝負──ってな」

　ネックウォーマーを引き上げたレイジが呟つぶやいた通りの作戦を展開したレイリス──〝アイリス〟は、見事倍率五〇倍以上をくぐり抜け、予選を突破した。





　　　　◆◇◆◇◆






「がああああくそおおおお!!」「あそこであいつの妨害がなければ……！」「ぬううう、この俺が勝てなかったとは……！」

　予選レースを終え、レイリスが見て回っていたのは決勝に進めなかった参加者たちだった。

　国民のほとんどに参加資格のあった全竜レースという祭り。

　その盛り上がりは、レイリスの想定をはるかに超えていた。

　もちろんその想定外は喜ばしいものだ。民に広がっていた慢性的な無気力と閉へい塞そく感。

　その解消の一助にして突破口になりうるものなのだから。

　そしてそれゆえに、その結果──予選敗退という〝祭りの終わり〟がもたらすものに不安感を抱いていた。

　敗北という結果と、非日常の終しゆう焉えん。

　それは再び元の無気力状態に戻るのに十分な理由である気がして──

「ちっ……少しばかり熱くなりすぎたぜ」「あーあ、決勝を待たずにもうおしまいか」「つまらねーな」

「……あ──」

「ん？　なんだ？」

「い、いや……その……」

「……つーか、すげえ格好してんなあんた……〈獣妖族ベステイア〉のフリかそれ？」

「おー半裸のお嬢ちゃん」「キミ勝ち残ったんだ」「へえ、〝アイリス〟ってのか」

「わ、我──じゃなかった、わたしのことはどうでもいい……です。その……あなたたちはもう戻ってしまうんですか……？」

「んー？　ああまあ、負けちまったしなあ」「あーあ、絶対優勝できると思ったのにな」「途中から殴り合いに夢中になってたからなあ……」「ま、それもレース中だからできたことだし……」

　日常に戻れば、また元の退屈に──

　そう続けられそうになった、そのとき。




「──あーテステス。聞こえてるかー？　……聞こえてるな、よし。はいはーい、予選敗退して帰ろうとしてるやつこっち注目ー」




　聞き覚えのある声。

　とてつもなく嫌な予感に声のしたほうを振り仰いだレイリスは。

「──んなっ!?」

　全員を見渡すことのできる上空。

　そこにいたのは、なぜかレイリスの愛竜ラストレアの上に立ち、妙に偉そうな態度の男で。

　……と、いうか。

　口元まであげたネックウォーマーで顔は隠しているが、どう見てもホウバミレイジが堂々と声を張り上げていた。

「予選おつかれー。勝ち上がったやつはおめでとー、敗けたやつはどんまーい」

　適当極まりない言葉。

　……言うまでもなく〈解放者〉の《英雄》が〈竜闘族ドラゴーネ〉の国にいるなどという話は国民に知らせていないし、知られれば大惨事どころの話ではない。

　にも、かかわらず。

　──なにをやっているのだあの馬鹿は!?

　そう口にしたいのをどうにか吞のみ込こめたのは、レイジの横に微妙に気まずげなアーサーがいたからだ。

　やや俯うつむきながらも、アーサーはいつものように声を張って言う。

「あー……彼は……〈竜闘族ドラゴーネ〉公認の……ブックメーカー賭け屋、だ」

「ブックメーカー？」「王族公認の……？」「あいつ〈隷人族インフイルマ〉か？」

　という声がそこかしこから聞こえてくる中、ニートは口元を隠してもわかるへらへら笑いを浮かべて言う。

「どうもどうもご紹介にあずかりました、〝〈竜闘族ドラゴーネ〉公認ブックメーカー〟でーす。というわけでさっそく──ドン」

　レイジが右手を広げると、タイミングよく巨大な魔法陣が生じる。

　そこに描かれていたのは、〝優勝するのは誰か？〟　という大きな文字と、決勝に残ったメンバーの名前、各々が勝利した場合に払い戻される際の倍率。

「倍率は予選の結果プラス独自の検証によるものなんで、突っ込みはなしでよろしく。賭かけ金は一口１００レガスからねー」

　それで語るべきことは語ったとばかりに黙った〝〈竜闘族ドラゴーネ〉公認ブックメーカー〟に敗退者たちがざわつく。

「……なんだ？　優勝者を当てろってこと？」「金、賭けるのか」「持ってきてないぞ俺」「でもあれ、参加しろってことだよな──」

「あー、勘違いすんなよ。参加は強制じゃないぜー？」

　再びレイジが口を開くと、しんと静まりかえる。

　その統率された感じに笑みを深めて、

「たださあ、すでに敗退してるし決勝は見ないで帰るとか、残るにしてもただ漠然と見るだけ──なんて、つまらなくね？」

　肩をすくめ、眉まゆをひそめ、煽あおるような口調のあとには、右手を突き出し、一本ずつ指を立てていく。

「この俺を負かした憎いアンチクショウを倒す代理者に望みを託す、あるいはなかなかやりやがったあの野郎を応援する、もちろん決勝に残った二〇人を冷静に比べてこいつが勝つと見抜き、結果を当てていい想おもいをするんでもいい。ブックメーカーの俺はその手助けをするだけだ」

　流麗な語り口、スマートな笑顔。

　それらをすべてを根こそぎからひっくり返すように獰どう猛もうに笑って、声を張り上げる。




「これは全〈竜闘族ドラゴーネ〉を巻き込んだ祭りだ!!　最後まで楽しまなかったら噓うそだろっ!?　そうじゃねえのかてめえらぁあぁああ!!」




　吠ほえるようなその声は、あらかじめ仕掛けられていた音声拡大魔法によって響き渡り。

「──おおおおっし、のった！　ラズガーのクソ野郎に１０００レガス！」

　呼応するように勢いよく手をあげた男をきっかけに、雪崩なだれを打ったように声と手があがる。

「レスガドに１０００レガスだブックメーカー！」「こっちはアルスに２０００レガス！」「サリエアの姉御に４０００レガス入れてくれ！」「ダナリアルに１００００だぁ!!」

　一気にレース中に負けるとも劣らない熱量を集めたレイジは、

「へいへい、賭け票配るから順番になー。──アーサー」

　一転してそれらをいなすようにぞんざいに手を振り、アーサーを見るとなにも言わずに下がっていってしまう。

「あ、ああ……賭かけの申し込みは近衛このえ隊が受け付ける！　各自空いているところを見つけ、列を作って混乱を避けてくれ！」

　あらかじめ言い含められていたのか、すでに間隔をあけて整列していた近衛このえ兵へいたちが粛々と受付をし始める。

　……というか、言うだけ言ってレイジはなにもしていない。

　少し離れたところに引っ込み、器用に竜の上で寝転がって、完全に傍観者状態だ。

　騒然としながらもきちんと列を作って並ぶ民達とそれらを巧みにさばくアーサーたちを横目に、レイリスはだらしないことこの上ないニート──ならぬブックメーカーに近づいて小声で言う。

「貴様これはいったいどういうつもりだ……!?」

「んー？　ああ、レイリスには言ってなかったっけ？　これが今回の作戦の第二段階ってやつだよ」

「第二段階ぃ……？」

　眉まゆを寄せるレイリスに、レイジは指を三本立てる。

「言っただろ？　計画は三段階で構成されてる。〝竜レース〟〝ブックメーカー〟そして──〝アイリス〟の三つでな」

「はぁ？　我？　なにを言って──」

「お、そろそろ決勝がスタートするっぽいぜー？」

「誤ご魔ま化かすなっ、まだスターターのアーサーが……」

　振り返ると、アーサーは確かに予選のとき同様一段高い位置で【クラレント】を抜こうとしていた。

「……え？　本当にもう準備を終えているのか？　いつの間に──っておい!!」

　寝転がったまま器用に竜を操るレイジは、すでにレイリスから離れていっていて。

「……くっ、レースが終わったら約束通りすべて話してもらうからな！」

　捨すて台詞ぜりふのようにそう声をかけたレイリスに。

「そっちこそ──きちんと命令は守れよ？」

「あぁ？」

「絶対優勝しろ」

　適当極まりないはずの言葉。

　それが妙に胸に響いたことに、レイリスは首を傾かしげざるをえなかった。





　　　　◆◇◆◇◆






「全竜レース決勝────スタート！」

　アーサーの声を合図に、予選を勝ち抜いた二〇組がいっせいにスタートする。

　予選のときよりはるかに少ない参加人数。

　それゆえ、粛々としたものになるかと思いきや。

「……!?　なん──なんだこれは……!?」

　空の上にもかかわらず、地響きのごとき歓声。

　それらがコース外を飛ぶ観戦者からあげられていることに、レイリスのみならず参加者全員が驚きよう愕がくする。

　彼らはすでに予選で敗退し、このレースとはなんの関係もないはずなのに──！

「関係はあるだろー。結果次第じゃ臨時収入が入るかもしれねーんだから」

　竜の上に寝転がり、すでにレースを見てもいないニートが参加者たちの心情を読み取ったかのように呟つぶやいて。

　あらかじめ計画の概要を聞かされていたアーサーが心底驚いたようにレースではなく、レースを取り巻く観客達の熱狂を眺めて言う。

「……ここまでとは……」

「ギャンブルってのは、理屈ではなく感情、もっと言えばお脳に直接効いてくるからな。まったく興味のない出来事の賭かけでも感情を揺り動かされざるをえないのに、いわんや自分がたったいままで参加していた競技なら──ってね」

「最初から、これを見越して──」

「さー？　ま、何度も言うが、ここまででまだ第二段階だからな。最終段階まで行けるかは──あいつ次第だぜ？」

　そのあいつ──レイリスは、歓声に驚きこそしたものの、それどころではない現実に直面していた。

「…………くっ、こやつら──」

　予選と違い、決勝レースの参加者はたった二〇組。

　当然そのコースも、一〇〇〇を超える参加者用の大ざっぱなものなどではなく、アーサーと戦ったときのようなコーナリングと直線が繰り返され、細かな技術と竜自身のスピードを試されるものになっている。

　また、足の引っ張り合いや悪目立ちをしないことこそが予選突破の最大の鍵だったが、決勝はそんなものもない。

　いわば純粋な意味でのレース──であるにもかかわらず。

「レイリス……!?」

　状況に気づいたアーサーが思わず声をあげてしまうほどに、レイリス一人が明らかに置いていかれていた。

「甘く見ていた……っ」

　予選において求められたのは戦術眼と技術、そして堪え忍ぶ精神力。

　この決勝レースに立った彼ら彼女らは、予選に出場した一〇〇〇人よりもそれらを兼ね備えているのだ。

　一筋縄でいくわけがないとは思っていたが、まさかこれほどとは。

　おまけにレイリスは、乗れば即身バレするという理由から愛竜に乗れていない。

　どころか、予選突破に主眼を置いたために、普通の竜よりも成熟した精神の持ち主──裏を返せばのんびり屋の竜に乗っている。

　単純な竜の能力で言えば、二〇組の中で最も劣っているだろう。

　もちろん、レイリスも歴代王族でトップと言われる騎竜技術を持ち、近衛このえ竜騎兵の中に交じり、その誰よりもうまい操竜をしたという自負がある。

　だが──所しよ詮せんは井の中の蛙かわずならぬ、城の中の巫み女こ。

　すべての〈竜闘族ドラゴーネ〉という大海の中では、己の矮わい小しようさを実感せざるをえない──

「わけが、ないがな……！」

　独りごちたレイリスは、先ゆく面々を必死に睨にらみつける。

　──全〈竜闘族ドラゴーネ〉の中でナンバーワンを決める？

　なら、それは我をおいて他にない。

　レイリアではなく、レイリス……いやアイリスこそがもっとも優れた騎竜者だ！

「もらった！」

　七つあるコーナー。

　その三つ目の途中でついに一組をかわし、一九位となったレイリスは、直線に向かうと同時にそれを使った。

「はぁああああああ!!」

「『竜りゆう神じん白びやつ化か』……！」

　肉体を変化させ、その力を密着する竜にも伝える『竜神白化』。

　爆発的な加速を得た鈍にび色いろの竜は、直線で一気に前を行く数組を抜き去った。

　急な順位の変動に喜び、あるいは悲しみ──いずれにせよ盛り上がる観客たちを尻しり目めに、アーサーは思わず身を乗り出して呟つぶやいた。

「……使うのが、早すぎる」

『竜神白化』による肉体強化は、能力を使い、力を解放したその瞬間が最大値であり、時間と共にその効果は薄れていく。

　もちろん、他種族が相手であれば『竜神白化』を使うことそのものがアドバンテージとなる。

　基本的には使うのは早ければ早いほどいいが──残念ながらこのレースに出場しているのは全員が同じ〈竜闘族ドラゴーネ〉だ。

　誰もが『竜りゆう神じん白びやつ化か』を使える状況である以上、使うタイミングを誤れば命取りになりかねない。

　そして、アーサーが見る限り、あるいはアーサーでなくとも──レイリスの『竜神白化』は明らかに早すぎた。

「……そんなことはわかりきっている……！」

　レイリスとて、『竜神白化』が切り札であり、その使うタイミングこそがこの正当なレースを戦うにあたって重要なのは理解していた。

　だが、あそこで力を使わなければ、レイリスの竜は前に追いつくどころか集団にも入れず、勝負の俎そ上じように載ることすらなかっただろう。

　それだけレイリスの竜は能力が──あるいは性格がのんびりしすぎていた。

「……ふ、いまさらだな」

　元よりそんなことは承知していたことだ。

　それに、予選はこの竜の性格が明らかにプラスに働いていた。

　条件に合わなくなったからと嘆くのは道理に反する。

「多少の不利などねじ伏せればいい！」

『竜神白化』中の猛たけ々だけしい性格変化。

　それすらも生かすかのように、レイリスは力強く攻めた。

　四つ目のコーナー、五つ目のコーナーまでは、他の組を追い越すだけの勢いを保ち続け、六つ目のコーナを回りきり、最後のコーナーに差しかかったところでついに先頭集団に並び──かけた、瞬間。

「──！」

　ほぼ同時に使われた『竜神白化』。

　ラストスパートのタイミングは、合理的に考えればここしかないと言わんばかりに。

　いっせいに急加速する彼らに、抗あらがうすべなどなかった。

　先頭集団のみならず、一度は抜いた二番手集団にまで吞のみ込こまれ、置いていかれ。

　レイリスが感じるのは、不可解なほどゆっくりと流れる時間だった。

　観客があげる悲鳴、怒号。

　空域一帯を包みあげ、見ることすらできそうなほどに濃密な、興奮。

　それらが妙に遅く、遠くに感じる。

　──我は、負けるのか？

　言葉にすると途方もなく重い現実。

　負ける。

　敗北。

　……それも仕方のないことなのかもしれない。

　竜の能力差。

　想像以上に優秀だった決勝進出者たち。

　自らに対する傲おごりもあったかもしれない。

　負ける理由など、いくらでも考えられる。

　──別にいいではないか。

　竜レースの開催目的は果たせた。

　無気力だった民たちは噓うそのように生き生きとし、熱狂している。

　負けたところで、命を奪われるわけでもなければ、なにかが失われるわけでもない。

　…………本当に？

　ああ、優勝者にはなんでも一つ望みを叶かなえるというのがあった。

　あのクズ《英雄》はそれもなにかに利用しようとしていたから、それが知れないというのは少し、惜しいかもしれない。

　クズ《英雄》……。




　──言っただろ？




　声が。

　──計画は三段階で構成されてる

　聞こえる。

　──〝竜レース〟〝ブックメーカー〟そして──〝アイリス〟の三つでな

　…………三段階で構成されている計画。

　その計画に、アイリスレイリスが優勝することも、含まれている。

　そう、あの男は言った。

　まるでアイリスレイリスが優勝するのは当然で、はじめからそうなることが見えているかのように。

　でも──でも、これが現実だ。

　アイリスレイリスは敗れる。

　万事休す──誰もがそう思う状況で。

　アイリスレイリス自身すらそう考えざるをえない。

　その、はずなのに。




「アイリス」




　現実に響き渡った声。

　観客たちの叫びにもかき消されず、しっかりとアイリスレイリスに届いた言葉。

　その言葉が、アイリスレイリスの顔をあげさせ、声のしたほうへと向かせて。

　直前まで──レースすら見ていなかったレイジが、いつのまにか竜の背に立ち、まっすぐレイリスを見つめていることに、気づく。

　見たこともない真剣な表情──。

　思ってもみなかった、意外な顔に目を奪われたのは一瞬で。

　一転してへらへらした笑みを浮かべたレイジは、ただ一言、

「約束、守れよ？」

　レース直前と同じように。

　適当なのに、柔やわらかく──言って。

　約束。

　約束──




　優勝しろ




　その契約を思い出した瞬間。

　レイリスの脳裏で契約の魔法陣が光り、ぞわりと髪が逆立って鮮血のごとく紅あかく染まった。

　その反応は。

　つまり──

「なっ、『竜りゆう神じん白びやつ化か』!?」

　叫んだアーサーに少なくはない観客が振り返り、それ以上の者たちがその変化に目を見開く。

「おい、二回目だぞ!?」「というか──そもそもまだ『竜神白化』中だろ！」「『竜神白化』の重ねがけ!?」

　ありえない、あるまじき現象。

　奇跡としか言えない状況に、観戦者は最高潮の興奮、狂乱状態でアイリスレイリスに声援を送る。

　それらを背に、二度目の急加速を得たレイリスはあっという間に第二集団を抜き去り──けれど第一集団には届かない。

　どうあっても覆くつがえせない距離と、限界の速度。

　これ以上は、レイリスの能力では不可能だとわかって。

「──なあ、お前」

　レイリスは声をかける。

　硬い鱗うろこに覆われ、ここまで共に戦ってきた相棒に。

　囁ささやきかける。

「我は、このレースに勝ちたい。勝って、あの馬鹿を見返したい」

　視線を向けた先に、もうレイジは見えない。

　そんなものだ。そういうやつだ。

　笑ってしまいそうになりながら、続ける。

「だが、もう我一人ではどうにもならないらしい。情けない話だがな」

　レイリスに今できることは、すべてした。

　認める。受け入れる。

　その先に進むため。

「それでも我は、諦あきらめたくない。このレースに、勝負に勝ちたい」

　誇りある兄のため、愛すべき〈竜闘族ドラゴーネ〉のため。

　だから。

「どうか──お前の力を貸してくれ。我一人では無理でも、お前の力を合わせれば勝てる。勝ってあいつに……この場にいる全員に目にもの見せたいのだ……！」

　それは最高に気持ちがよく。

　レイリスが。誰もが。

　望む展開に他ならないから──！




〝────ならば、その望み叶かなえよう〟




　レイリスの頭に直接響いた声は、次の瞬間竜のいななきとなってこの場にいる全員に届く。

　同時に、それまでの速度が噓うそであるかのように、『竜りゆう神じん白びやつ化か』時以上の加速を見せた鈍にび色いろの竜は、あっという間に第一集団に追いつくと、一筋の白銀の光のごとく彼らを薙なぎ払ってゴールまで駆け抜けた──。





　　　　◆◇◆◇◆






「──第一回全竜レース決勝、優勝者は………………〝アイリス〟!!」

　アーサーのコールで、すでに絶頂に達していたはずの興奮はさらに爆発した。

「なんつー展開だ!!」「馬鹿野郎、大損だ!!」「久しぶりに興奮したぞー!!　ありがとなー！」「やるじゃねえか露出狂の嬢ちゃん!!」「かっこいい！　かわいい!!」「うおおおおおおアイリス!!　アイリス!!」

　やがてどこからか始まったアイリスコールに、周囲の観客達も乗り始め、大合唱になっていく。

「アイリス！　アイリス！」「アイリス！　アイリス！」「アイリス！　アイリス!!」

「…………」

　劇的勝利をもたらしてくれた竜に深く感謝していたレイリス──アイリスは、それらを目の当たりにし、ただただ戸惑い、呆ぼう然ぜんとしていて。

「ほれ、応えてやれよ」

　いつの間にか近くにいたレイジにそう促され。

「こ……応えてって……どうやって……？」

「手でもなんでも振ってやりゃいい。お前は勝者……それも劇的な勝利を飾った英雄なんだからな」

　意味深に笑うレイジの思うところはわからない。

　だが、とりあえず言われたとおりに軽く手を振ると。

「うおおおおおおアイリスぅう!!」「アイリスちゃあああん!!」「俺はお前のファンになったぞおおおおお!!」

　一際大きな歓声と共に思いもよらない言葉が聞こえてきた。

「ファ、ファンっ？」

　当たり前だが、今までレイリスにそんなことを言ってきた者はいない。

　というか。

「わ、我は──いやわたしは！」

《誓約者ルーラー》なのだぞ──と続けそうになって、そんなことはとても言えない、言ってはならないことに気づき、言葉に詰まる。

「あ……えっと……その……」

　なにか、なにか言わなければ。

　その一心で言葉を探した挙げ句。

「……あ、ありがとう…………？」

　そう口走った瞬間、どっと笑い声があがった。

「なんのお礼だよ！」「なんだあ？　天然かー？」「かわいいぞアイリス!!」

「な、な──き、貴様ら……！」

「おおお、乱暴な口調も可愛かわいいな」「エロい格好とのギャップがすごい」「いいぞー！　もっと言ってくれー!!」「アイリス罵ののしってー」

「が……ぐ……ぅ」

　まずかけられることのない言葉の数々に、四苦八苦しているレイリスと、その様子にいっそう愛らしさを感じて囃はやしたてる聴衆たち。

　それらをにやにやと眺めながら、レイジは隣に立つアーサーに目配せする。

　観客同様あたたかに見守っていたアーサーは、咳せき払ばらいをするようにしてから、真剣に尋ねた。

「それでは優勝者アイリス。汝なんじの願いを一つ叶かなえよう。なんでも言うがいい」

「え……？」

　優勝者には望みを一つ叶える──。

　それは《誓約者ルーラー》たるレイリス自身が口にした言葉であり、元より優勝するつもりだった以上、予定通りのものでもあったが。

「…………お、おい……なにを言えばいいのだ……？」

　優勝したら、そのあとのことはそのときに言う。

　そう豪語していた首謀者は、すでに一歩引いた場所でにやにやとこちらを眺めていた。

　──このあとどうしろと!?

　そう視線で訴えかけても、ニートは動かず、しゃべらず。

　と、いうか。

　──あの顔は絶対困っている様子を見て楽しんでる！

　そう思うと、否いや応おうもなくイライラがこみ上げてきた。

　もうどうにでもなれとばかりに、前を向いたレイリスは、今か今かと待ちわびていた〝ファンたち〟に右手を突き出し、高らかに言った。




「き──貴様らに命令だ!!　みんなわ……〝アイリス〟に付き従い、〈竜闘族ドラゴーネ〉を盛り上げろーっ!!」




　盛り上げろー盛り上げろー盛り上げろー……

　…………。

　……。

　……あ、あれ？　と焦るレイリスを前に、一拍の間をおいて聴衆からどっと笑い声があがった。

「だはははははは！」「〈竜闘族ドラゴーネ〉を盛り上げろーって！」「付き従えとか言っていいのかー？　《誓約者ルーラー》さまに聞かれたら怒られるぞー？」

　だからその《誓約者ルーラー》が我だ！　と言いたくなるのを我慢し、レイリスは顔を赤くしてまくし立てる。

「ぐ……う、うるさい!!　とにかくまた竜レースを開催したら、集まれよ貴様ら！」

「おー！　次は負けないぜアイリス！」「いやいや俺はアイリスに負けるなら本望だ！」「次は勝つぜー!!」「負けてもちゃんとコメントしてくれよー！」

「何度やっても貴様らなんかに負けるか！」

　いちいちヤジに反応する〝アイリス〟に、〝ファン〟はたまらないとばかりに声をかけ続ける。

　傍はた目めから見ても雰囲気のいい、いかにも平和なその光景を見て──アーサーは静かに言った。

「これが……あなたの計画のすべてか、ホウバミレイジ」

　三段階で構成されたレイジの計画。

「竜レースという民全員が参加できる〝祭り〟、敗者も最後まで参加可能でありそれ自体に熱狂を孕はらむ〝賭かけ〟、そして──」

「奇抜な衣装と劇的な勝利、おかしなトークでみんな民から愛される〝象徴〟。さしずめ竜レースアイドルアイリスちゃん、ってとこかね？　バトル、ギャンブル、アイドル。これだけ一気に熱狂三大要素をぶちこめば、無気力とかとても言ってられねーだろ」

　へらへらと。

　いつも通りの適当な笑みを浮かべて言うレイジに、アーサーはすでに驚き疲れたとばかりにため息を吐つく。

「……あの衣装も……このときのためのものだったのだな」

〝アイリス〟がこうまで愛されることになった理由。

　その最初のきっかけが露出度全開、否いや応おうもなく視線を集めざるをえないコスプレ衣装であったことは、外から見ていたアーサーにはよくわかった。

「ま、あれは俺の趣味が半分以上入ってるけどなー」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと笑ったレイジは、アーサーがどこまでもまっすぐこちらを見てくることに気づいて肩をすくめる。

「偶像アイドルは日常の一部だが、その存在そのものは非日常でなければならない。普通の服着てるアイドルなんてがっかりにもほどがあるだろ？」

「竜レースに出たのが〝アイリス〟一人だったのも……この勝利のためか」

　竜レースに出て絶対に優勝する。

　その条件を満たすだけなら、〈竜闘族ドラゴーネ〉であれば誰もが使える『竜りゆう神じん白びやつ化か』が切り札のレイリスより、触れた相手を裏切らせるという《偉能クラレント》を持つアーサーのほうが明らかに楽だった。

　だが。

「必然の勝利じゃ人の心は動かせない。大衆が求めるのはあくまで劇的逆転というドラマ──カタルシスだ」

「……その点、レイリスならわざと遅い竜を選ばせれば条件を満たせる」

「お、そこも気づいてた？」

「レイリスの操竜技術に比肩する者など存在しない。多少の不利は跳ね返せる」

「とはいえ、竜のほうも想定を超えたのんびり屋を選んだからどっこいどっこい、どころか、普通にやってたら絶対勝てなかったんだけどな。いやー危なかった」

「…………え？」

「ああやっぱここは気づかなかったか。今回の竜レース、一カ所だけ完全な賭かけをしてたんだよねー」

　屈託なく笑って、レイジはさらりと言う。

「レイリスが大逆転勝利を収めるにあたってなしえた『竜りゆう神じん白びやつ化か』の重ねがけ。あれ、ギリギリまで追い込まれたレイリスが起こした奇跡なんかじゃねーから。れっきとした《大誓約魔法》実験の成果なんだよ」

「《大誓約魔法》……実験……？」

　──レイジがレイリスと結んだ、【コスプレ姿で竜レースに出て優勝しろ】という契約。

　その契約を強制的に実行させる《大誓約魔法》の効果がどこまで及ぶのか？

　すなわち〝優勝する〟という事象を実現するために、《大誓約魔法》がレイリスに通常ならざる力を発揮させられるかどうかを試したのだ。

「な──で、ではっ」

「実験である以上、おおむねの予測はあってもその通りになるとは限らないよな」

　それを本番で行うということはつまり。

「ま、今回の俺の役どころはブックメーカーだったし？　賭けをしなかったら噓うそだろ」

　さらりと笑ってみせたレイジに、アーサーはなにも言えなくて。

「あなたという《英雄》は……つくづく……」

「ん？」

「……いや、なんでもない」

　首を横に振ったアーサーは、「ただ」と続けて。

「〈解放者〉の《誓約者ルーラー》が羨うらやましくなっただけだ」

「──は、それ今度あいつに直接言ってみ。なかなか愉快な反応が見れるぜ？」

　そう言ってこれまでにない、楽しそうな笑みを浮かべたレイジをまぶしそうに見て。

「そのときは──わたしがあなたに心奪われたということを、正直に話そうと思う」

「……あん？」

　なにそれどういう意味？　と言わんばかりに眉まゆをひそめたレイジに、アーサーはお返しとばかりに屈託なく笑ってみせた──。








終章　そして、世界は真実に









「ホウバミレイジ！　名案を思いついたぞ！」

　熱狂の祭りの翌日。

「…………あー……？」

　アーサーを伴い、レイジの部屋を訪れたレイリスは、部屋の主あるじがベッドでうつぶせのままうめくのもかまわず興奮した口調で続けた。

「次は『拳けん闘とう祭』を行う！」

「……拳闘祭？」

　いまだ顔もあげないレイジがそう答えたのをいいことに、レイリスは鼻息荒く続ける。

「そうだ！　竜レースもよかったが、やはり我ら〈竜闘族ドラゴーネ〉は単純明解な戦いをこそ好む！　もちろんまた賭かけを取り入れるし、少々不本意だが〝アイリス〟を出張らせてもいい。それに、他種族も招こうかと思っている！」

　他種族という言葉に顔をあげたレイジは、眠そうな目で言う。

「ほー……見世物にするわけだ？」

「そうだ！　我が〈竜闘族ドラゴーネ〉は自足が可能だったゆえ、いままで外貨獲得に注力してこなかったが、この特色は外でも通用すると考えた。これを生かさぬ手はない！」

「へえ……」

　ゆっくりと起き上がり、ベッドの上であぐらをかいたレイジは、そこでようやくレイリスを見る。

「それ、お前が思いついたんじゃないだろ？」

「え」

「アーサー、甘やかすなよー」

「……い、いやわたしは甘やかしてなど──」

「どう考えてもアーサー発案じゃんこれ」

「な──ち、違う！　た、確かにアーサーの、竜レース中の妨害行動をメインに据えた競技祭を行うのはどうかという発言をヒントにしたものだが、ちゃんと我が考えたものだ！」

「……うん、なおのことアーサー発案だよな？　それ俺らの世界にあったものだし」

　竜レースにおいての妨害行動。

　あそこから参加者同意の下であれば殴り合いも可能であると見抜き、それを次回の競技祭として行う。

　おまけに、他種族を招いてその様子を見せるというのは完全に興行としての拳闘、もっといえばスポーツとしての格闘技だ。

「うぐ……」

「ま、ちゃんと誰かの出した案を良いものと判断し、即座に取り入れて実行できるってのは為政者……《誓約者ルーラー》としての長所だとは思うけどな」

　ふわ、とあくびをしながら頭をぼりぼりとかいたレイジは、

「しかも案自体は大正解。──いいんじゃね？」

　そう言ってにやりと笑う。

「──！　そ、そうだろう！　さっそく開催時期について詰めたいのだが──」

「あーパスパス。そういうのは自分らでやってー」

「え？」

「いや、〝え？〟じゃなく。俺をなんだと思ってんだよ。ニートだよニート。おまけに捕虜」

　今の今までそのことを忘れていたとばかりにレイリスはまばたき、気まずげに視線をそらす。

「そう、であったな……」

　すっかり国の重臣のようなつもりになってしまっていたが、敵対する種族の《英雄》であることには変わりない。

　その類たぐい希まれな知恵を借りようとしたのは元々アーサー──レイリスのほうで、レイジのほうはいくつかの交換条件の下に手伝ってくれていただけだ。

　……手伝って、くれていた。

　そんな言葉ではとてもおさまらない。

　救ってくれたのだ。彼は。

　あらためて考えると情けなくなってくるし、腹立たしくもある。

　今も別に完全に気を許したわけではない。

　ないが──きちんと言わなければならないことがある気がした。

「……その……今さらこんなことを言うのは……我も、不本意なのだが…………竜レースに関わる諸もろ々もろの件について──────あ、ありがとう……」

「んん？　なに？」

「だ、だからっ、その……あ、ありがとうっ」

「聞こえんなあ」

「っ、感謝してやってもいいと言っているのだ!!　それ以上に腹立たしいがな！」

　びしっと人差し指を突き出したレイリスに、レイジはわざとらしく笑って。

「なら、その礼ってわけじゃないけど、一つ頼みたいことがあるわ」

「…………な、内容による」

　明らかに身構えたレイリスも想定通りとばかりに、軽く手を振る。

「大丈夫大丈夫たいしたことじゃねーし、超簡単なことだから」

「貴様のたいしたことじゃないという言葉はまったく信用できん……」

「いやほんとほんと。具体的には──よっと」

　ベッドから降りたレイジは、部屋の中を移動すると、ある場所──この部屋唯一の装飾品である絵画の前で足を止め、レイリスを振り返った。

「ここだな……俺はここに立ってるから、〝〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》として俺を認めた〟って宣言してくれる？」

「は？」

　意味がわからないとばかりに眉まゆをひそめたレイリスに、肩をすくめてみせる。

「簡単だろ？」

「確かに……簡単ではあるが……」

　なぜそんなことを──そう続ける前に。

「たぶんそうすることであんたらにとっても面白いものが見られるぜ」

　面白いもの、という言葉に微妙に含みを持たせたレイジに、目を細めて。

「……まあいいだろう」

　いかにも不承不承という体で、レイリスは続けた。

「我、〈竜闘族ドラゴーネ〉の《誓約者ルーラー》レイリス──」

「あ、そこはレイリアで頼むわ」

「……っ、レイリアは、ホウバミレイジを──認めるっ」

　どうだ、言い切ったぞ、これで貸し借りはなしだ──そう告げようと前を向いた瞬間。

〝それ〟は起こった。

　突然、レイジの左胸と肖像画から細い光が放たれ、正面の壁に当たる。

　少しずつ動く二筋の光はやがてそこに大きな魔法陣を描き──完成した魔法陣が消えると同時に壁の向こうに下り階段を生じさせた。

「──!?」

　薄い壁の向こうにあるのは廊下だ。そこに階段が生じるなどというのは物理的にありえない。

　そしてそのありえないことが現実に起きている。

「……なに、が……」

　起きたのか。

　まったく想像すらできなかった出来事に、驚きよう愕がくするレイリスとアーサーを尻しり目めに。

「ビンゴ」

　一人この現象を想定していたニートは笑みを浮かべ、一切躊ちゆう躇ちよせず壁の中の下り階段へと歩を進めていった──。





　　　　◆◇◆◇◆






「というわけで、〈獣妖族ベステイア〉は全面的にこの案に賛成するつもりでいやがるそうです。〈海精族シーレーナ〉はいつも通り日和ひより見みの方向にいきやがるでしょうから、〈解放者〉としての最善は──」

　ティステル城の執務室で。

　アルファの報告を真剣に聞いているティファリシアは、頭の中ではまったく別のことを考えていた。

　レイジが行方不明になってからすでに三週間。

　いまだ彼に関する情報はなにも入ってこない。

〈解放者〉の国が独自に持つ、唯一と言っていい強力な〈隷人族インフイルマ〉情報網をもってしても引っかかってこないのだ。

　どう考えてもおかしい。

　もちろん、レイジが死んでいるなどとは思っていない。

　それだけはありえない。

　絶対にない。

　あのニートは殺そうと思っても不可能だ。

　というか死なせない。ここまで好き放題してそんなこと許されない。

　だからそのことは考えないことにして──代わりになぜ情報が入ってこないのかに思考を巡らせる。

　高い確率でレイジは四種族同盟以外の国にいる。

　それも自分の意思で、だ。

　自由という言葉そのものであるような彼が自分以外の誰かに囚とらわれている状況など絶対に考えられない。

　そこでなにをしているのかといえば……高い確率でなにもしていない。

　いや、なにかはしているのだろうが、レイジにとってはただの暇ひまつぶし。

　問題はその暇つぶしがなんであるか、だ。

　ティファリシアの思考はそこで袋小路に入る。

　それ以上はどれだけ考えても〝わからない〟のだ。

　もちろん、想像だけならいくらでもできる。

　そして間違いなく言えることもある。

　彼の近くにいる女性。

　その女性を無意識にたぶらかしている。

　これだけは間違いない。絶対だ。断言できる。

　……別にレイジが女性をたぶらかそうとティファリシアには関係ないことだ。

　断じて関係ない。……いや《誓約者ルーラー》としてちょっとは関係あるかも。

　いややっぱりない。ないということにする。

　関係はないがティステルを放置し、問題をティファリシアに丸投げして自分は女性をたぶらかして、きゃっきゃうふふしているのは許せないし、どうしても胸の奥の辺りが──




「──ティファリシア・クリアグリン!!」




　突然フルネームで呼ばれ。

　というか、息も吹きかかるほど近くにアルファの顔があって、ティファリシアは思わずその場でのけぞった。

「な……なんですか、アルファさん」

「それはこっちのセリフだっつーんですっ。なんなんですかさっきから物騒極まりないことをぶつぶつと！」

「……え？　あ──も、もしかして声に出ていましたか？」

「ばっちり出てやがりましたよ！　クソニートを殺そうとしても死なないとか、クソニートが女をたぶらかしていたら許せないとか」
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「え。え、え、えええええええ!?」

　まったく覚えていない。

　というか、断片だけ聞くと物騒極まりない上、なんか、こう……し、嫉しつ妬と深い気がして。

　ものすごく恥ずかしい。

「ち、ちがっ、違うんです！　レイジが死んでいるのはありえないし、というか誰かが殺そうとしてもきっと死なないなって！　どうせどこにいても自由に生きているだろうし、それで近くにいる女性をたぶらかしているって考えたらわたしに全部押しつけてることも考えてひどいなって思って──」

　慌てて言い訳のようなものを口にするものの、アルファは一歩引くようにしてから右手を突き出してきた。

「あー別に全部言いやがらなくてもいいです。っていうかもう聞きました」

「だ……ぅ……」

　そう言われてしまえば、ティファリシアは黙らざるをえない。

　どうしようもなく顔の熱さを誤ご魔ま化かすように俯うつむいていると、アルファがあからさまにため息を吐ついた。

「まったく……聞いていたのがボクだったからいいものの、使用人とかだったら、確実に頭おかしくなりやがったと思われてやがりましたよ？」

「ご、ごめんなさい……」

「…………まあ気持ちはわからないでもねーですが」

「え？」

「な、なんでもありやがりません！　そんなことより、さっきのボクの話を──」

　聞いていたのか、そう続けようとしたそのとき。




「──ティファリシアさま!!」




　ノックもなく入ってきたのは伝令官に任命した使用人だった。

「どうしました？」

　一瞬前のあるまじき姿をかけらも感じさせず、ノックがなかった非礼を責めるでもなく冷静に応じたティファリシアに、使用人の彼女は息が整うのを待つのももどかしそうに胸に手を当てて、

「エ……〈森霊族エルフ〉が──〈森霊族エルフ〉が！」

「──〈森霊族エルフ〉？」

　続けられた報告に、ティファリシアとアルファは大きく目を見開いた──。





　　　　◆◇◆◇◆






「レイグリシス城の中にこんな場所があったとは……」

　光源がないにもかかわらず、薄明かりに満ちた下り階段を進みながら呟つぶやいたアーサーに、先を行くレイジが振り返らずに言う。

「いやーここがアルガロン──どころか、〈竜闘族ドラゴーネ〉領とは限らないぜー？　入り口もそうだけど城の中だとしたら階段長すぎだし」

「……確かにそうではあるが」

　レイジを先頭に、らせん状に続く下り階段をおり続けてずいぶんと経たった。

　感覚に頼らずともとっくにレイグリシス城の地下階は超えている。

　しかし、ではいったいどこだというのか。

　いやそもそも──

「それよりもなぜ貴様はこんな場所を知っていたのだ……!?」

　アーサーのすぐ前を歩くレイリスがそう尋ねて、レイジは平然と懐ふところから一冊の古びた本を取り出す。

「ここに全部書かれてたから」

「はあ？　その本は──」

「〝〈竜闘族〉古代史・二七〟」

「──!?　ま、まさか──」

「レイグリシス城の隠し書庫にあったやつ。あ、悪い勝手に持ち出してたわー」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと笑うレイジは少しも悪びれていなくて。

「ほ、本当にあったのか……！」

「だからあるって言ったじゃん。ああ隠し書庫は報告してなかったけど。てか中身たいしたことなかったし、この本もあくまでここに至るための鍵の一つって感じだったからなー」

「鍵……？」

「そー。肖像画とこの本から光が走ってただろ？　〝失われし歴史〟と〝〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》の許可〟の二つが〝真実の道〟とやらには必要なんだとさ」

　失われし歴史──すなわちないものとされていた〝〈竜闘族ドラゴーネ〉古代史・二七〟。

　そして、現〈竜闘族ドラゴーネ〉《誓約者ルーラー》であるレイリス──レイリアの認めるという言葉。

　その二つがこの謎なぞの階段──〝真実の道〟に至る門を開くための鍵だった。

「質問攻めされるのめんどいから先に言うけど、〝真実の道〟とやらの存在はティステルで最近出土した古文書で知ってたから。その門がレイグリシス城にあるってのもな」

　ティステルから出土した古文書の話はアーサーやレイリスも知っている。

　他ならぬ〈解放者〉自身がそのことを大々的に発表していたからだ。

　そのときはさしたる興味も抱いていなかったが。

「まさか──ホウバミレイジ、あなたがここに落ちてきた本当の理由は……！」

「いやいやそこは本当に真性ニートの国見たかっただけ──ってのは冗談で。ま、そういうことだな」

　あっさりと認めたレイジに、アーサーはただただ圧倒される。

　この《英雄》は本当にどこまで考えて動いているというのか……。

　考えるだに恐ろしくなっていると、レイジはそんなアーサーの思考も読んだかのようにちらりとこちらを振り返って苦笑する。

「つっても、古文書見た瞬間からここに来ること考えてたわけじゃないぜ？　むしろ読んだ最初は〝ふーんそういうのもあんの〟くらいな感じでたいして興味なかったし」

「ではなぜ急に……」

　レイリスのその言葉に、レイジは一瞬──ほんの一瞬表情を消して。

「……あいつが出てきた以上、普通にやってるだけじゃたぶん厳しいからな」

「あいつ……？」

「んー独りごとだから気にしなくていい──って着いたっぽいな」

　言いながら、前を指し示すと、明らかに階段の途中のようなその場所に、やたらと精巧な装飾の施された扉があった。

「…………」

　その不自然極まりなく、不気味さすら感じられる扉に、アーサーとレイリスは否いや応おうもなく足を止め。

「よし、入るかー」

　逡しゆん巡じゆんの余地なくニートがあっさりと開く。

　いやもうちょっとこう……！

　と突っ込みたくなるような気持ちは、その先に広がる光景を見た瞬間跡形もなく消えた。

「…………森？」

　レイリスが呟つぶやいたように、そこはまごうことなき〝森の中〟だった。

　一面を占めるのは草木の緑。

　ややもすると鬱うつ蒼そうと表現できそうな密度で生えた草木はしかし、正面奥に開けた広場のような場所で唐突に終わっている。

　赤い絨じゆう毯たんが敷かれたそこには、小さくも豪ごう奢しやなテーブルとティーセット、そして──

　椅子に座った若い〈森霊族エルフ〉らしき女性がいて。

「────」

　その女性の顔を、姿を見た瞬間、さしものレイジも固まらざるをえなかった。

　優雅に、けれどゆったりとお茶を飲む彼女は、不意に顔をあげると、こちらに振り向き、ぱっと笑顔を咲かせる。

　そうして、レイジたちが近づいてくるのに呼応するように立ち上がると、

「あらあら、はじめまして～。わたしは──」




「クレアリシア・クリアグリン……だろ」




　先んじて呟つぶやいたレイジに。

　ぱちぱちと二度まばたいた彼女──クレアリシア・クリアグリンは美しいブロンドを揺らし、ティファリシアそっくりの顔にすべてを包み込むような笑みを浮かべて。

「どうも～娘がお世話になっています～」

　のんびりとそう言った──。


〈了〉
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あとがき




　というわけで五巻でございます！　いかがでしたでしょうか。

　今巻は作者的にはずっと考えていたものの一部が出せた一方で、さらに書きたいことが増えた巻でした。しかしある程度予想はしていましたが、ニートはほんとどこでも自由ですね。振り回される人たちのことを書くのはとても楽しいです（爽さわやかな笑顔）。

　そして例のごとくラストがアレ……引き続きなるはやでがんばります！

　続きをお待ちいただくあいだには、先月三巻が発売しました『魔力ゼロの俺には、魔法剣姫最強の学園を支配できない……と思った？』シリーズなどいかがでしょうか。向こうの好き放題主人公は堂々とハーレム宣言をしておりますので、お好きな方はぜひに……！

　以下謝辞です。担当編集Ｏ様。優良進行……そんな言葉もありましたね……ほんとすみません。「大丈夫、ちゃんと面白いです！」の言葉で刈かり野のは今日も呼吸ができます……！

　ねこめたる様。口絵のクオリティパねええ!!　と、今巻も声を大にして叫ばせていただきました。挿絵のティファの表情も最高！　本当にありがとうございます。

　また、Ｋ編集長を筆頭に、微に入り細を穿うがった仕事で本書を形にしてくださった皆々様。

　なによりも、ここまでお読みいただいた貴方様に、全身全霊の感謝を──。

　またお目にかかれますように！
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　真夜中のティステル城で。

「……ふー」

　仕事を終えたティファリシアは執務室を出て自室へ向かう途中でふと足を止める。

　そこは、数日前まで毎日のように訪れていた部屋。

　扉に触れたティファリシアは、ほんの少し躊躇してから、一息に開いた。

　闇に沈む部屋の中に人影はない。

　……当然だ。

　今この部屋の主は行方不明なのだから。

　部屋の中に足を踏み入れ、ベッドに腰掛けたティファリシアは自分の足先を見つめ、

「いるわけ……ないですよね」

　ぼそりと呟いた次の瞬間どこからともなくニートが現れて、

　──と、思うじゃん？

　そう言い出す鮮明な想像。

「…………」

　そっとため息を吐いたティファリシアは、仰向けに倒れこんで暗い天井を見あげる。

　軋むベッドに身を任せていると、あることに気づいた。

　おそらくニートがこの世界で最も長い時間を過ごした場所だからだろうか。

「まだ……匂いが残ってる」

　毎日会っていた頃には意識することもなかった、彼の匂い。

　ティファリシアは仰向けから横向きになると、目を閉じて大きく深呼吸をする。

「────」

　胸一杯に空気を吸い込んだだけなのに。

　ここが彼のベッドで彼の匂いに包まれているというだけで──無性に安心してしまった。

　それだけではなく。

　不可解な懐かしさと共に、きゅっと胸が締め付けられる。

「そんなわけ……ないですけど」

　精一杯の強がりを口にしたティファリシアは、無意識に摑んでいた彼の枕を目の前に持ってくると、まるでそれが彼本人であるかのように睨みつけ、やがてそっと抱きしめて。

「………………レイジ」

　呟いた、次の瞬間。

「……なに、しやがってるんですか」

「──ひっ！」

　思いもよらない声。

　予想だにしていなかった訪問者に驚き振り返ったティファリシアは、薄明かりの中ジト目でこちらを見る〈神翼族〉の巫女の姿に目を見開く。

「ア……アルファさんっ？」

　なぜ、ここに。そう続ける前に、アルファが見ているのはティファリシアが抱いている枕であることに気づいた。

「あ──こ、これはですねっ、えっと、こ、これはその、急に眠くなって……」

「そんなに……あのクソニートが恋しいんですか」

「こ、こここい!?」

「あーいいです。聞きたくないです」

「ちょ、ちゃんと聞いてください！　わたしは決してレイジのことをこ、こい──」

「じゃあなんでこんなとこにいやがるんですか。ベッドに寝転がって。枕抱きしめて。クソ《英雄》の名前呼びながら、スーハースーハーして。気持ち悪い」

「────」

　反射的に言い返そうとしたものの、冷静に考えれば考えるほどアルファの言うとおりでしかなかったティファリシアは、ぐっと押し黙り。

　低く、呟いた。

「……レイジに落とされるくせに」

「は!?」

「《英雄》闘議で言われてましたよね。レイジが本気になったらアルファさん簡単に口説き落とされるって」

「そ──それは……！」

「アエルさんの未来既知。疑ったりしませんよね？」

「──、──」

「それでわたしのこと気持ち悪いとか言えるんですか？」

「………………う、ぅうううわああああんっ、いやだああああああああ!!」

　涙目で逃げ去っていったアルファの背中を見て。

　──勝った。

　ぐっと拳を握りしめたティファリシアは、すぐにはっとして頭を振った。

「ごめんなさいアルファさん……」

　いくら自分も追い込まれていたとはいえ、言っていいことと悪いことはある。

　つい癖で彼ならどう返すかと考えて、手段を選ばない返答をしてしまった。

　……そう、ここ最近の癖で。

　だから。

「全部……レイジが悪いです」

　ため息と共に呟いたティファリシアの表情は、暗闇の中で誰にも見ることはできなかった。
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